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　　序章






「さあ、早く戦おうよ。あなたは、あたしに勝てるんでしょ？」

　きらびやかな金髪を長いツインテールにした少女が、ウインクと共に、挑発するように手招きをした。

　目鼻立ちのくっきりした、正統派の美少女だ。顔立ちには少し幼さが残っているが、そのプロポーションは完全に大人のもの。深紅ワインレツドのエプロンドレスの胸元は大きく開き、柔らかな膨らみをはっきりと主張している。

　少女が立つのは、薄暗いダンスホールの中央、一段高く作られた舞台の上だ。周囲には、赤、青、黄色の派手なスポットライトが目まぐるしく飛び交っている。

　大音量で流れるのは、アップテンポなダンスミュージック。リズムに合わせて身体からだを揺らし、少女は天てん井じようの豪ごう華か絢けん爛らんなシャンデリアを見上げる。

「バブル、だっけ。日本っていう国に、お金が有り余ってた時代なんだってね。使い切れないお金が、鞄かばんいっぱいに詰められて捨てられたとか、すごいよね」

　それは、二十年以上前。昭和の終わり頃から平成の初期に数年間だけ存在し、瞬く間に泡のように弾はじけて消えた──。喪失世界の風景らしい、まさに喪うしなわれた時代だ。

「で、ここがディスコ。ミニスカートの女の人たちが、このお立ち台の上で扇子を振って踊ってたんでしょ？　すっごく派手だよねぇ。あなたも、そう思わない？」

「……ふん。俺が生まれる前の話だろう。興味ねぇな」

　返るのは、冷めた声ひとつ。

　声の主ぬしは若い男だった。つまらないものを見るかのように少女を眺めている。きらびやかで賑にぎやかなダンスホールの中、彼はたった一人、少女の舞踊の観客だった。

「まずは好きに攻撃してきていいよ。あたしは、ここで踊ってるから」

「随分と余裕じゃねぇか。後悔しても知らねぇぞ？」

　愉快そうに笑う少女へ呆あきれるように眉を寄せ、男はおもむろに真紅の槍やりを構えた。

　槍の長さは三メートルを優に超えるが、姿勢にはわずかな乱れもない。鋭い視線を敵と定さだめた少女へ向ける姿には、紛まぎれもない戦士としての風格が漂っている。

　男の名は、柴しば田た弘ひろ樹き。一年間、この喪失世界で戦い抜いてきた墓碑銘セメンテリオだ。

　墓碑銘セメンテリオの大半は流罪者エクシリオとの戦いによって命を落とす。弘樹も今まで幾度となくそうした光景を目にしてきた。世界に何人の墓碑銘セメンテリオがいるか、知らないし興味もないが、こうして生き延びている以上、まぁ自分は弱くはないだろう──弘樹は、漠然とそう思っていた。

「流罪者エクシリオには、いろんな奴やつがいるとは思ってたが……まさか、赤ずきんまで流罪者エクシリオになってやがったか」

「えー、違うよ。あたし、なにも頭に被ってないじゃない。どうして赤ずきんになるの？」

　踊り続けたまま、少女は拗すねたように唇を尖らせる。愛あい嬌きよう溢あふれる仕草に、しかし、弘樹は眉ひとつ動かすことはない。

「そりゃ悪かったな。おまえたち流罪者エクシリオは、昔の有名人らしいが……俺は勉強が苦手なんだ。赤い服の女の子で、ぱっと出てきたのが赤ずきんだったんだよ」

「あ、この服？　これね、本当は白だったんだよ。でも──」

　そこで言葉を区切ると、少女は微笑みながら。

「たくさん戦ってるうちに、血で染まっちゃった。だって、みーんな、あたしより弱いんだもん」

　その声は、まるで天気の話でもするような気軽さで。瞬間、弘樹の肌の表面が焼け付くような感覚に襲われる。

（こいつは、ちとヤバい相手だな……）

　流罪者エクシリオたちの目的は、喪失世界に迷い込んだ人間の魂を狩ることだ。これまで出会ってきた流罪者エクシリオの誰もが、問答無用で弘樹へと襲い掛かってきた。

　そして、流罪者エクシリオたちはその誰もが、おびただしいほどの負の感情を迸ほとばしらせていた。

　しかし、この少女からはどの感情も見受けられない。

　人を殺すことに愉悦を感じているのかとも思ったが、それも違う。その姿はあくまで自然体──まるで呼吸するように人の血を浴びるだけ。

　おそらく、彼女にとっては、『戦い』そのものがただの遊びに過ぎないのだろう。

　そして、強つわ者もの故に求めている。自分を圧倒するような強さを持つ相手を。

（なら、望みどおり見せてやるよ。本当の強さってやつを！）

　弘ひろ樹きは一瞬たりとも気を抜くことなく、視線を少女に据えたまま呼吸を整えた。

　利き手の右で握るのは槍やりの石突き付近。対し、柄に添えた左手には特殊な手甲が装着されており、まるで管くだを通すかのように槍の柄を滑らせ、刺突を繰り出すことが可能となっている。かつて弘樹が学んだ古武術、尾張貫流槍術に倣ならった構えだ。

　管を用いた刺突には螺ら旋せんの如ごとき回転が加わり、相手を恐るべき威力で貫く。

　弘樹は一呼吸で踏み込み、少女へ槍の穂先を突き出そうとして──ふと、その足先になにかがぶつかった。予想外の事態に、弘樹は咄嗟に後方に飛とび退のく。

　視線を向けると、そこには一人の人間が倒れていた。

　室内が暗く、今まで気付かずにいたのだ。体格からすると、かなり大柄な男性のようだが……弘樹はふと、その背格好に見覚えがある気がした。

「あ。それはさっきあたしに挑んできた、ナイフ使いの墓碑銘セメンテリオだよ」

「まさか……後ご藤とうなのか!?」

　弘樹は、ぴくりとも動かない後藤へ駆け寄る。だが、声をかけたり、身体からだを揺するまでもなく、既に彼が絶命しているとわかった。首がありえない方向に折れていたのだ。

　顔見知りの墓碑銘セメンテリオが死んだ。そのこと自体には、さして衝撃も受けなかった。何度か見たことのある光景だ。

　信じられなかったのは、死んだのが後藤だということ。

　後藤は強かった。ナイフを主にした近接格闘術の達たつ人じんで、その技量は当然のこと、相手を自らの攻撃射程に誘いざなうための様々な戦術や戦法、トラップに精通していた。なんでも、外国の傭よう兵へい部隊にいた経験があったらしい。喪失世界で遭遇した際には行動を共にし、参謀役として頼りにしていた男だ。

「そっか。その人、後藤さんって言うんだ。いろんなことに詳しくて、ディスコとかバブルとか、お話してるだけで楽しい人だったよ。……あ、でも、戦いは全然ダメ。もうちょっと楽しめるかと思ったのになぁ」

　残念そうにため息をついて、少女は台の上から弘樹を見下ろす。

　遊び相手を求めるように無邪気な──それ故に、底知れない恐怖を与えてくる瞳で。

「だからさ、あなたには期待してるんだ」

　愛らしい少女の瞳は、溢あふれんばかりの期待で輝く。

「槍でも、ナイフでも。なんでもいいから、あたしのこと、殺してみせて？」

「ああ。せいぜい、その期待に応えられるよう、がんばるとするか──っ！」

　怖おじ気けを振り払うかのように、弘ひろ樹きはぶっきらぼうに答えた。同時に、手にした槍やりを大きく後方に引き、改めて構えの姿勢を取る。

　その全身には先ほどとは比べものにならないほどの闘気がみなぎっている。それもそのはず、これは最大威力と、最長射程を誇る攻撃の態勢だった。

　有数の実力者を倒した相手に、出し惜しみは無用。この一撃で勝負を決める。

「ははっ！　気付いたときには、おまえは『絶対』に死んでいるだろうよ！」

　後悔するんじゃねぇぞ──と。

　勝利を確信している弘樹は、にやりと不敵な笑みを浮かべ、叫ぶ。

「貫け！　《音裂の輝槍ソニド・ランサ》!!」

　後方に引いた右腕を前に突き出し、槍を手甲の管へ通す。先ほどと同じ動作で放はなたれた刺突は、しかし、その穂先を光の如ごとく変化させた。

　光る穂先は音速を超えて射程を延ばす。その速さ、実に一秒間に五百メートル。目で見てからどうにかできるような攻撃ではない。

　弘樹はこの技で相手を倒し損ねたことはなかった。以前に遭遇した流罪者エクシリオ──古代中国の武将も、この一撃で葬ったことがある。

　だが、弘樹が勝利を確信した瞬間──。

「なにっ!?」

　眼前の光景に、弘樹は驚きよう愕がくに目を見開いた。

　槍の狙ねらいが逸それ、少女の脇わきの壁に突き刺さったのだ。

　弘樹のミスではない。これまで幾度となく振るってきた技だ。そんなミスがあれば、繰り出した瞬間に気付く。間違いなく、槍頭は一直線に少女の胸を貫く軌道にあった。

　いったい、なにが起きたのか？

　わずかな戸惑いの後、弘樹はようやく、その原因を理解した。

　槍は、少女の身体からだではなく、別の物を貫いていたのだ。

「あれは、鞄かばんか……!?」

　どうやら、天てん井じようから落ちてきたものらしい。言わば、恐るべき『偶然』。刹せつ那なの出来事で、少女は命拾いしたというわけだ。

　弘樹が急いで槍を引き戻した拍子、鞄の中に詰まっていた物が、はらはらと舞い落ちる。

「あっ、お金だ！　すごいすごい、鞄いっぱいのお札！　これがバブルなんだね！」

「なんなんだよ、その都合の良さは……！　ありえねぇだろ!?」

「え？　紙で槍の狙いが逸れるのか、って？　でも、不思議なことじゃないよ。日本の紙幣は、ミツマタっていう植物から作られてて、とっても丈夫なんだから！　札束で銃弾も防げるって、あの後ご藤とうさんって人も言ってたよ？」

「ふざけんな！　そういうことじゃねぇ！」

　噛かみ合あわない会話に苛いらつき、弘ひろ樹きは声を荒らげた。

　ここが喪うしなわれたバブル時代で、札束が詰まった鞄かばんが『偶然』に存在するのは、まだ理解できる。鞄の中に詰まっていた札束の厚みで槍やりの軌道が『偶然』に逸それるのも、まぁそういうこともあるだろう。

　納得できないのは、そんな鞄が『偶然』天てん井じようから落ちてきて、さらに『偶然』槍と衝突したこと。

　そんな立て続けに都合良く起こる『偶然』は、ただの『偶然』とは呼ばない。

　それは──『奇跡』だ。

「今のが、あなたの全力？　……なーんか、期待外れかも」

　あからさまにがっかりした顔で、少女はお立ち台からぴょんと飛び降りる。

「じゃあ次は、あたしの番だね」

　そのまま床に手を伸ばし、少女が拾い上げたのは後ご藤とうの愛用していたナイフだった。短いが厚みのある刀身で、殺傷力は申し分ない逸品だ。

　とはいえ、あくまで短刀。長大な間合いと鋭い貫通力を誇る槍を持つ弘樹との差は、そう覆せるものではない。

「おいおい、マジで言ってるのか？　後藤ほどの使い手でもなけりゃ、そんなのじゃ『絶対』に俺とは張り合えねぇぞ？」

　侮るのも大概にしろ──と、苛立つ弘樹は、無防備に近付いてくる少女の心臓目掛け、再度の刺突を放はなつ。

　先ほどの、馬鹿みたいな偶然。あれがそう何度も続くはずはない。

「さあ、避けられるものなら避けてみろ！」

　そんな怒気の宿った一撃を──しかし、少女は軽々とナイフで受け流し、払った。そのまま、流れるような自然な動作で、するりと弘樹の懐ふところへと入り込んでくる。

　弘樹は驚きよう愕がくした。

　少女が事も無げに見せたナイフ捌さばきと、相手に接近するための身体からだの運び。

　それは紛まぎれもなく、近接戦闘のスペシャリスト、後藤の戦法そのものだったのだ。

　弘樹は慌てて後方に下がろうとするが──遅かった。

　少女のナイフが、弘樹の胸に突き立てられる。

「嘘、だろ……」

　長い槍は、近距離の相手に対処する術すべを持たない。

　敵の接近を許す前に倒す。それが槍の鉄則。懐に飛び込まれた時点で、勝敗は決していたのだ。

　そして、それ以上の驚愕は。

「その動き、まるで後藤の……」

　血ち反へ吐どを吐き、よろめく弘ひろ樹きに、少女はにこやかに笑いかけた。

「あはは。『実は』あたし、ナイフを使う才能があったみたい。後ご藤とうって人の見せてくれた動き、真ま似ねしたらできちゃった」

「才能……なんてレベルじゃ、ねぇ……そんなもん、まるで……」

　──反則。そう、反則だ。

　どれだけ恵まれた才能があろうと、動きを一度見ただけで達たつ人じんの域に達するなど、絶対にありえない。

「くそっ、たれ……。おまえ、なんなんだ、よ…………」

「あたし？　あたしの名前は──『メアリー・スー』だよ」

　違う。名前なんか聞いても、わからない。

　知りたいのは、メアリーと名乗る少女の、反則的なまでの強さの秘密だ。

　最後まで噛かみ合あわない会話に呪じゆ詛その言葉を返す余力もなく、弘樹の身体からだはゆっくりと床に倒れ伏して──。

　やがて意識も、途絶えて、消えた。




「あーあ。これで終わりか。つまんないの」

　メアリーは拗すねたように唇を尖らせた。












　同時、ダンスホールに流れていた音楽が、ぴたりと止やんだ。

「あれ？　音楽、現実に戻っていっちゃった？」

　三日前、喪失世界の空に巨大な黒輪がひとつ増え、そして音楽が現実から奪われてきた。

　誰がやったのかは知らないが、おそらく他の流罪者エクシリオだろうと、メアリーは思っていた。

　だとすると、音楽を奪った流罪者エクシリオに異変が起き、音楽が現実に戻ったのだ。

　もっとも可能性が高いのは、その流罪者エクシリオが墓碑銘セメンテリオに倒された、ということ。

「……つまり、それくらい強い墓碑銘セメンテリオがいる、ってことだよね」

　メアリーは屈くつ託たくなく笑い、顔を輝かせた。

「あはは！　その人なら、あたしを楽しませてくれるかな!?」

　メアリーは倒れた二人の墓碑銘セメンテリオ──柴しば田たと後ご藤とうには目もくれず、足早にダンスホールを後にしていった。









　　第一章






「『勝負』に勝ったわ！　喜びなさい、暁あき斗と！」

　暁斗がリビングに入った途端、ソファーに座る理り愛あは満面の笑みを浮かべて立ち上がった。

「ここ三日分の負けを、一気に取り戻せたわ！　さよなら貧乏！　こんにちは、お金持ち！」

　喜びを抑え切れないとばかりに、理愛はくるんと一回転。フリルとレースがたっぷりあしらわれたワンピースの裾すそがふわりと翻ひるがえり、色白でなめらかな素足が覗く。下着すらも見えてしまいそうだ。

「理愛！　は、はしたないぞ……！」

「え……きゃっ！」

　慌てて視線を逸そらす暁斗に気付き、理愛もすぐに頬を赤らめて。

「……見えた？」

「見えていない。本当だ、嘘じゃない」

　じとりとした理愛の視線を感じ、暁斗は真剣な表情で首を横に振る。

「まったく、暁あき斗とが家にいたら、おちおち可愛かわいい恰かつ好こうもできやしないわ。といっても、これ、ただの部屋着だけどね」

　甘い印象のワンピースの裾すそを摘つまみ、理り愛あは微かに笑みを浮かべて。

「この前買ったの。可愛い？」

「可愛い、とは思うんだが……俺には他の服との見分けがつかない……」

　なにせ理愛の部屋着ときたら、どれもこれも甘い印象のものばかり。私服も同様で、制服に至ってはわざわざ可愛く見えるよう改造してある始末だ。

　正直に答える暁斗に、理愛は「もう！」と唇を尖らせたものの、すぐに頬を緩ゆるめる。

「とにかく、これで三日連続の卵かけ納豆ご飯から脱出よ！　今日きようの夕飯は、うんといいもの食べさせてあげる！」

「そうか。夕飯、楽しみにしてるよ。……俺の分まで苦労をかけて、本当にすまない」

　喜ぶ理愛を微笑ましく見つめながら、ふと、暁斗の心には暗い影が宿る。

　──現在、暁斗は理愛の家に居候している。

　一月ほど前。現実世界から『音楽』を奪った流罪者エクシリオ、ランスロットを打倒する力を手に入れるための代償として、暁斗は家族を喪うしなった。住む家も喪い、家出少年も同然となった暁斗に、理愛が救いの手を差し伸べてくれたのだ。

　そして、理愛は『勝負』──インターネット上で行う賭かけポーカーで、生活費のすべてを稼いでいた。

　視力を喪った理愛の左目に宿る異能の力──《嘲笑の魔眼ラグリマ・ラステイマ》。その未来予知は現実世界でも使うことが可能で、かなり有利に勝負を運べた。

　とはいえ、そこはあくまでギャンブル。絶対はない。

　未来を予知し、相手の手札の強さが事前にわかったとしても、こちらに相手以上の役の手札がなければ勝利は不可能。結局、運に見放はなされたら最後だ。引きが悪く、役なしの手札ばかり続く日だって、たまにはある。

　理愛の食事が豪華か質素という両極端な状態だったのも、今なら理解できた。

　そして、そこに暁斗という金食くい虫が転がり込んでしまった。

　人間ひとりが生きるのに、どれだけの金額が必要なのか、暁斗はこんな状況に陥るまで真面目に考えたことがなかった。両親との折り合いこそ悪かったものの、その庇ひ護ごを当然のように享受していたのだ。

　暁斗は初めて、世界というものを知った気がした。一人では生きることすらできないという、その恐ろしさを。改めて過去を振り返ると、自分の甘さに嫌気が差すばかりだ。

　そして、その結果、理愛に掛けている迷惑は計り知れない。食費を始めとした必要不可欠な出費から、文字どおり『すべてを喪った』暁斗の衣服、身の回りの雑貨など、一緒に買い物に出かけた際の出費に、暁斗は顔を青くしたものだ。

　もっとも、理り愛あはといえば当然のようにそれらを支払い、暁あき斗との生活基盤を整えてくれた。文句の類はまったく口にしない理愛だが、その実、どれほどの苦労をかけているか。そう考えるだけで、暁斗は申し訳ない気持ちになる。

　だが、暁斗の気持ちとは裏腹に、理愛は心外とばかりに唇を尖らせて。

「別に、一人増えたところでどうってことないわ。それより、気になるメッセージをもらったのよね」

　と、理愛は首を傾かしげて。

「暁斗は、メアリー・スーって知ってる？」

「一応、知ってはいるが……しかし、どうしてその名前を？」

「さっき『勝負』してたら、その相手からメッセージを受け取ったのよ。英語だったから、どこまで正しいかわからないけど──おまえってメアリー・スーみたいだな、って書いてあったみたい。メアリー・スーって、外国の有名人？」

　ネット上の賭かけポーカーは、ギャンブルが公認されている海外で運営されている。当然、ユーザーの大半も外国人だ。メッセージが英語なのはそのためだろう。

「まぁ、有名人といえば、そうなんだがな……」

　どう説明したものかと、暁斗は言葉に詰まり、理愛の顔を見た。

　満面の笑みの中、疲労が滲む理愛の表情。それが、暁斗の中で『メアリー・スー』という名前に繋つながる。

「……ひょっとして、今日きようは調子よく連勝しまくったのか？」

「もちろん！　そうじゃなきゃ、こんな風に喜ばないわよ！　でも、それがすぐにわかるなんて……もしかして、メアリー・スーって、連戦連勝の有名なギャンブラーとか？」

「ちょっと……いや、かなり違うな」

　説明が難しい『存在』だった。

　どう言えば伝わるか、暁斗は筋道と言葉を考えながら続ける。

「まず、メアリー・スーってのは、実在の人間じゃない。架空のキャラクターだ」

「キャラクター？　漫画とか、アニメとか？」

「いや、実写のドラマだ」

　暁斗はそう言って、五十年以上も愛され続けている、アメリカで制作されたＳＦドラマのタイトルを告げた。

「知らないドラマね……。で、メアリーってのは、そのドラマに出てくるのね」

「それも違う。本編には一切出てこない」

「え？　どういうこと？」

「ファン・フィクションという用語を知ってるか？　熱心なファンが作品のキャラクターや設定を借りて、原作にはなかった、外伝的な話を書いた物のことなんだが……メアリー・スーは、そのＳＦドラマのファン・フィクションに出てくるキャラクターなんだ」

「本家本元じゃないのに、そんなに有名ってこと？　すごいわね」

「そう。メアリー・スーってのは、ありとあらゆる意味で、とんでもないキャラクターだ」

　──呆あきれるほどに、と、小さな声で付け加えて、暁あき斗とは続ける。

「原作のどのキャラクターよりも優秀で、不可能なんてなく、原作のキャラクターにはできないことでも簡単にやってのける。そして、どのキャラクターからも熱烈に好かれ、尊敬される。それが、メアリー・スーだ」

「完全無欠ってことね。確かに有名にもなるわね」

　と、そこで理り愛あは、自分自身を指さして。

「じゃあ、メアリーみたいって言われたってことは……わたし、褒められたの？」

「……だったら、いいんだがな」

　暁斗の苦笑には、どこか苦味が混じる。

「昔話でたとえようか。そうだな……竹取物語がわかりやすいかもな。理愛も、かぐや姫は知ってるだろう？　話の中盤、かぐや姫は何人もの男に求婚され、それを断るために無理難題を持ちかけるわけだが。その男たちの中に、メアリーみたいに万能な人間がいたら、どうなると思う？」

「ええと……かぐや姫の出す無理難題なんて、簡単にクリアしちゃうんじゃない？　メアリーは完全無欠、できないことなんてないんだから」

　と、そこで理愛は目を白黒させて。

「でも、ちょっと待ってよ。そんなことが起こったら、お話が滅め茶ちや苦く茶ちやじゃない！」

「ああ。無理難題をメアリーに解かれたかぐや姫は、求婚を断る口実をなくして、渋々とメアリーと結婚することになるだろうな。それどころか、かぐや姫自身がメアリーのことを好きになってしまう……なんて展開が起こるかもしれない」

「で、でもっ！　確か竹取物語には、不思議な力を持った月の使者がいるはず……！」

「ところが、だ。ここでメアリーの『隠された能力』が明らかになり、メアリーは月の使者も追い払ってしまう。二人は結婚し、末永く幸せに暮らしました。めでたし、めでたし」

　言葉とは正反対に、冷めた声で物語を締しめ括くくる暁斗に、理愛は声を荒らげた。

「全っ然、めでたくないっ!!　隠された能力って、なによそれ!?」

「そうだな……『偶然』にも月の使者の力を無効化する、不思議なアイテムを持っていたとか。あと、『実は』メアリーも月の住人で、月の使者と同じ力を持っていたとか」

「ふざけないでよ!?　偶然とか実はとか、都合が良すぎるでしょう!?　反則、イカサマよ！　そんなのが許されるんだったら、なんでもありじゃないの!?」

「そう。それが、メアリー・スーなんだ」

　怒って詰め寄ってきた理愛をなだめるように、暁斗は言った。

「理り愛あの言うとおり、反則みたいな存在感と能力で、原作を滅め茶ちや苦く茶ちやに改変してしまう。だから、ファン・フィクションにおける、ご都合主義な失敗例として、メアリー・スーは有名なんだよ」

「……なるほどね」

　と、そこで理愛は、ふと気付いたように、再び自分自身を指さした。

「それじゃ、わたしがメアリー・スーみたいって言われたのは……」

「勝ちまくったことに対する、相手の嫌みだろうな」

「う……。まぁ確かに、未来予知なんてズルは……してるけれど……」

　賭かけの相手が理愛の能力を見抜いたとは、さすがに考えにくい。単なる皮肉なのだろうが、偶然にも図星を突かれてしまった理愛は、しゅんとうなだれていた。

「……理愛、気にするな。言いたい奴やつには、好きに言わせておけばいい」

「暁あき斗と……」

　彼女が、どんな気持ちで『お金持ち』を目標に生きてきたか、暁斗は知っている。

　ギャンブルで借金を作った父親の蒸発と、その借金を返すため、身体からだを壊すまで一人で働き続けた母親の死。家族の崩壊から立ち直るためには、目に見える形での幸せ──贅ぜい沢たくをするためのお金が、どうしても必要だったのだろう。

　例えば、リビングの片隅に置かれたアンティーク調のハンガーラック。つい最近まで、そこには淡いピンク色のカシミヤのコートが掛かっていた。値段を聞いたとき、暁斗はひどく仰天したものだ。普段、自分が着ている服が五枚──いや、十枚は買える価格だ、と。

　暁斗にしてみれば手を触れることすら躊躇ためらうような高級品を、理愛は平然と着用している。それこそが彼女にとっての贅沢で、幸せなのだ。

　とはいえ、いつまでも理愛に頼り切りというわけにはいかない。

　暁斗はズボンのポケットに入れていたスマートフォンを取り出す。同時に、あらかじめ設定しておいたアラームが鳴り始めた。

「今日きようも、バイトの面接？」

「ああ。ちょっと着替えてくる」

　頷うなずくと、暁斗は理愛から与えられた自室へ戻った。

　狭い、四畳半のフローリング。隅に畳まれた布ふ団とんと、ハンガーラックに吊つるされた数着の衣服だけしかない、寂しい部屋だ。家族との繋つながりを喪失した暁斗は、文字どおり『すべてを喪うしなった』のだった。

「そういえば、メアリー・スーのこと、よく知ってたわね」

「ああ。あれは……」

　閉めた扉越しの問いかけに、暁斗はそっと記憶の糸を辿る。

「夕ゆう凪なぎが、教えてくれたんだ」

　メアリー・スーに関する記憶──それを教えてくれた、大切な人との思い出が抜け落ちていないことに、暁あき斗とは安あん堵どしつつ答えた。

　喪失世界。それは現実世界から忘れ去られていく存在や、絶望した人間を呼び寄せ、奪い、力に変える、もうひとつの世界。

　暁斗は、想おもいを寄せていた少女、西さい藤とう夕ゆう凪なぎを亡くした絶望により、喪失世界に引き寄せられ、その命を奪われそうになった。だが、墓碑銘セメンテリオとして覚かく醒せいし、己の命を狙ねらう流罪者エクシリオとの戦いに身を投じる宿命を負った。

　墓碑銘セメンテリオの持つ《棄憶の鍵メモリア・クラーヴエ》は喪失世界に強く結び付けられ、一日に一度、喪失世界への扉を開く。そして喪失世界へ転移する際は、鍵に内包された記憶が、少しずつ喪うしなわれていく。

　鍵に宿る記憶は、その墓碑銘セメンテリオが喪失世界に奪われることを拒んだ、大切な記憶。

　暁斗の場合、夕凪との思い出だった。それが日々、喪われていく。

　夕凪。その名前を口にした瞬間、扉の向こうの理り愛あが身じろぎをした気がした。

「ん？　どうした？」

「……いえ。夕凪さんが、ファン・フィクションなんてのに詳しかったのが、ちょっと意外で。あなたからの話を聞く限り、そんな印象なかったから」

　暁斗が理愛に話した夕凪のことといえば、自由気ままな行動と性格の少女だったというエピソードがほとんどだ。理愛が意外に思うのも、無理はなかった。

「ああ。俺も、夕凪がそんなことを知ってたのは、すごく驚いた。なんでも、父親が変わった本ばかり集めるのが趣味の読書家だったらしくて、その影響らしい。一般常識的なことは全然なのに、妙な雑学は知ってたりしたな。あのときだって……」

　思い出し始めると、顔はほころび、いつもより饒じよう舌ぜつになってしまう。

　すると、そんな暁斗の語りを止めるように、理愛は。

「父親、ね……。確かに、夕凪さんが喪失世界に現れたとき、言ってたわね。『これ以上は教えられない。お父さんに怒られる』って」

「……そう、だな」

「あれって、なんなのかしら？」

　暁斗は着替えの手を止めたまま、無言で亡き少女に──いや、亡き少女だったはずの、夕凪に想いを馳せる。

　暁斗が流罪者エクシリオ・ランスロットを倒した直後、彼女は突然に現れた。

　黒いフードを頭からすっぽりと被り、その正体を隠すように。

　そして夕凪はランスロットの亡骸なきがらを、《星喰の檻エクリプセ・ソラール》という特別な黒輪に変えてしまった。

　流罪者エクシリオたちが《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》と呼ぶ通常の黒輪は、現実世界での存在が希薄となった、既に喪われつつあるものしか奪うことができない。

　だが、あの《星喰の檻エクリプセ・ソラール》は、現実に確固として存在しているもの──太陽や音楽すら、奪うことができる。

　そんな黒輪を、夕ゆう凪なぎは──なぜ、どうやって、なんのために？

　考え始めれば、疑問は次から次へと膨れ上がる。だが。

「俺たちがここで考えたところで、憶測の域を出ない。喪失世界で夕凪にまた会えたら、そのときに色々と聞いてみよう」

「……じゃあ、質問を変えるわ。暁あき斗とは……今もまだ、夕凪さんのことが好きなの？」

「ああ」

　扉の向こうでわずかに理り愛あが息を飲む気配がした。

　だが、質問はまだ続く。

「夕凪さんを、生き返らせたいと思ってる？」

「ああ」

　喪失世界に存在する流罪者エクシリオたちは、人間の命や現実世界の存在を奪い、喪失世界に捧ささげることで、強大な力を対価として受け取っていた。

　だが、故に、現実世界の存在である暁斗たち墓碑銘セメンテリオも、自分自身を代償にすることで、喪失世界から戦う力を得ている。

　通常の墓碑銘セメンテリオは《棄憶の鍵メモリア・クラーヴエ》に封じられた記憶が、その代償だ。

　だが暁斗は、記憶ではなく右腕を代償にした。より強い力のため……そして、夕凪と過ごした記憶の喪失を、少しでも食くい止めるために。

　通常ならば不可能なのだと、理愛は言う。だが、喪失世界の理ことわりを体験した以上、暁斗の中にはひとつの推論が浮かび上がる。

　──代償さえ捧げれば、死者を生き返らせるという奇跡すら起こせるのでは？

　その可能性に賭かけ、暁斗は喪失世界で夕凪の姿を捜し求めた。

　しかし、奇跡を願うのであれば、そのために支払う代償は計り知れない。

　暁斗のすべて、命と引き替えでも、まだ足りないかもしれない。

　それに──。

「夕凪さんが……流罪者エクシリオだとしても？」

「……」

　答えようとして──暁斗は、言葉に詰まってしまった。

　流罪者エクシリオは、喪失世界に迷い込んだ人間の魂を奪う存在。墓碑銘セメンテリオの敵だ。

　夕凪は自分のことを『魔女』だ、と。流罪者エクシリオと同じ存在だと言っていた。




　──暁斗くんの知ってるわたしは……もう、いない。




　今でも耳に残る夕ゆう凪なぎの言葉が、暁あき斗との胸を締しめ付ける。

　夕凪がなにを考えているか、今の暁斗にはまったくわからない。

　それでも、喪うしなったはずの彼女とまた会えた。そのことは、暁斗にとって唯一の希望だ。

　だが、昔と現在で、夕凪がどれほど変わってしまったのか。それどころか、かつて暁斗が見ていた夕凪は、本当の彼女自身ではなかったのか。

　──好きだ、と。変わってしまった夕凪に、告げられるのか。

　不安は募るばかりだ。だからこそ、知りたい、分かち合いたい──と、暁斗がどれほど強く望み、願っても、夕凪と再び出会うことはなかった。

　ランスロットとの戦いから一月ほどが経たつ。喪失世界への転移のたびに、今度こそはと期待を抱き、こちらから探し回っているが、すべて空振りに終わっている。

　それに──懸け念ねん材料は、もうひとつある。

　夕凪はおろか、アル・カポネやバートリといった流罪者エクシリオにも出会うことがないのだ。

　ランスロットが音楽を奪った直後と同じだった。暁斗たちの知らない水面下で、流罪者エクシリオたちがなにかを企たくらんでいるのでは──と、そんな気配がしていた。

「……もし、暁斗が流罪者エクシリオの味方をするというのなら」

　答えに窮する暁斗に、理り愛あの声が届く。

「わたしは……どうすればいいのか、まだ、わからないわ」

「ああ。……俺も同じだよ」

　──どうすればいいのか、わからない。

　苦々しく吐き出して、暁斗は中断していた着替えを再開する。

　少し前ならば、きっと理愛を突き放はなしていただろう。自分の命をどう使おうが、自分の自由だと。

　だが、今は違った。

　理愛は命の恩人だ。家族を喪い、突然転がり込んだ暁斗にこうして一部屋を与え、食事や生活に不自由ないよう、以前よりも金銭を稼いでいる。絶対にお金を稼ぐという重圧は、かなりきついはずだ。

　加えて、暁斗に対して、喪った家族に──妹の陽ひ菜なについて触れるような話は一切しない。暁斗が妹をどれほど大事に想おもっているか、知っているからこその気遣いだった。

　それに、今のやりとりもそうだ。「夕凪を生き返らせるな」と、頭ごなしに言うことも可能なはずなのに、理愛は必ず、暁斗の気持ちを尋ねてくれる。

　口調や態度こそ素直ではないが、心の底から暁斗の身を案じてくれているのが、ひしひしと伝わってきた。

　理愛が救いの手を差し伸べてくれなければ、冗談抜きで野垂れ死んでいたかもしれない。

　そう思うと、自分の命は自分だけのものなんて、口が裂けても言えなかった。

「……理り愛あには、心配ばかりかけているな。俺が夕ゆう凪なぎを探すのにも付き合わせて、いつも危険な目にばかり遭わせているし……本当にすまないと思ってる」

　本来なら、理愛は自分の命だけを流罪者エクシリオから守ればいいはずなのに。暁あき斗との言葉に、扉の向こうの理愛が、驚いて息を飲む気配がした。

「えっ？　べ、別にそんな、心配だなんて、わたしが好きでやっていることだし……って、今の好きは別にそういう意味じゃなくて！　なんていうか、その……」

　着替えを終えた暁斗が引き戸を開ける。と、目の前には伏し目がちに視線を泳がせ、落ち着きなく髪の毛をいじる理愛の姿があった。

「き、きゃああっ!?」

「うおっ!?」

　いきなり悲鳴を上げる理愛につられ、暁斗も思わず声を上げる。

「もう！　出るなら出るって、そう言いなさいよ！　びっくりしたじゃない！」

「悪い。驚かせるつもりはなかったんだが……。でも、ちょっと驚きすぎじゃないか？」

「う、うるさいわね！　ほら、面接なんでしょ！　遅れないように、早くいってきなさい！」

「わかった。それじゃあ、いってくるよ」

「ええ。いってらっしゃい」

　理愛に見送られながら、暁斗は靴を履き、玄関の扉を開けた。





※　※　※






「……こういうの、魔が差したって言うのかしらね」

　暁斗が出かけた後、理愛は脱力して壁にもたれかかった。

「聞くまでもなく、わかってたことじゃない。暁斗は夕凪さんのことが好きだ、なんて」

　自分自身の言葉で痛んだ胸に、理愛は手を添えた。

　二人きりで暮らし始めて、二人だけの時間を過ごして。

　暁斗が、少しでも夕凪のことを忘れたのではないか──と。

　ふとした瞬間に、理愛はどうしても、ほんの少しだけそう期待してしまう。

「こんな気持ち……気付かなければ、いっそ幸せだったのかしら」

　──暁斗のことが好きだ、と。そう自覚したのは、いつのことだったろうか？

　最初は、年頃の少年が同じ屋根の下にいるという、当たり前の緊張感かと思った。

　けれど、暁斗の言葉と表情、細かな一挙一動を目で追っていることに、いつしか気付いてしまい──途端、理愛の心はたちまち暁斗の存在で満たされてしまった。

　そして、暁斗への恋心を自覚した瞬間、忘れたはずのある想おもいが、鮮烈に蘇よみがえった。

　あれは、ランスロットとの決戦の直前。理愛の記憶の追体験に暁斗が巻き込まれ、理愛が忘れた『なにか』──おそらく両親との不仲の思い出を、暁あき斗とと一緒に見たときだ。

　墓碑銘セメンテリオが喪失世界へ転移し、鍵に宿る記憶を忘却する際は、その記憶の追体験が起こる。

　暁斗となにを話したか、具体的なことは今でも思い出せないが、とても温かな気持ちになったのだけは、よく覚えている。

　自分の心の奥底に溜まった、ドロドロとした負の感情。暁斗は、そんなものを見せられても怯むことなく、自分を受け入れてくれたのだと──あのときの理り愛あは、その温かな気持ちを、暁斗への信頼だと理解した。

　それは間違いではなかった。しかし、実際には信頼どころではなく恋愛感情だったと、後になって改めて恋心を自覚したときに気付いたのだ。

「……不幸中の幸いなのは、自覚したのが最近ってことかも。もしもあのときに気付いていたら、こんな風に暁斗を助けられなかったかもしれない」

　理愛はそう言って、布ふ団とんが敷かれているだけの暁斗の部屋を、廊下から眺めた。

　家族を喪うしなった暁斗を助けようと思ったのは、純粋な善意からだった。だからこそ、同どう棲せいまがいの共同生活という、大胆な提案もできた。

　だが、もしもあのとき、理愛が暁斗への好意を自覚していたら？

　気恥ずかしさが先に立って、あんな提案はできなかったかもしれない。

　それがなかったとしても、きっと打算が入る。暁斗がすべてを喪い、精神的に弱っているところで支えになれば、もしかしたら彼の気持ちは夕ゆう凪なぎから自分に──なんて。

「……っ！」

　自分だけに都合よく、相手のことを考えていない願望を振り払うように、理愛は頭を壁にぶつけた。

「本当に、自分が嫌になるわ……。そんなつもりで暁斗を助けたんじゃないのに……」

　夕凪が流罪者エクシリオだとして、暁斗はその味方をするのか。

　それは、理愛と敵対することになってもいいのか、という問いかけでもある。

　暁斗がその答えに迷っただけで、理愛は変に期待してしまった。

　それが理愛の本音だ。

　暁斗に振り向いてほしいと、心の奥底では願ってしまっている。

「これだから、恋だの愛だのは……！」

　自分が自分でいられなくなる。冷静さを欠いた己の姿は、どこか母親と──盲目的に父親を愛し、破滅していった女と重なって見えて、余計に理愛を苛いらつかせた。

　理愛は、自分の気持ちに蓋ふたをするように、暁斗の部屋の扉を閉めた。そしてリビングに隣接しているもうひとつの部屋、自室に入る。

　一人で寝るには大きすぎる豪華なベッド。それと、大きなハンガーラックに吊つるされた大量の衣服で、部屋は完全に埋め尽くされていた。

　元々、この部屋は寝室としてベッドしか置いていなかった。だが、暁あき斗とに一部屋を明け渡すため、そこに置いていた衣服や雑貨をすべてこの部屋へ持ってきたのだ。

　いろんな物が、無む理り矢や理りに押し込まれた部屋。まるで今の理り愛あの心のようだった。

　理愛は服をかき分けるようにして進み、ベッドへ倒れ込む。

　少し眠りたかった。

　賭かけポーカーによる集中と緊張、そして《嘲笑の魔眼ラグリマ・ラステイマ》を使用した際に起こる頭痛で、理愛は疲労していた。

「あ……。いけないわ。このまま寝たら、服がしわになっちゃう……」

　部屋着と言い張ってはいるが、実際は外行きの服と大差ない仕立てだ。

　暁斗に少しでも可愛かわいい自分を見てほしいという、些さ細さいな乙女心。

　けれど理愛は、それすらも、ただの自己満足だと思うようにしていた。

　この恋は、報われない恋なのだから、と。

　強く言い聞かせていなければ、甘い恋心に流されてしまいそうだった。

「……まぁ、いいわ。だって、これは……部屋着なんだもの……」

　自分を戒いましめるように口にして、理愛は目を閉じる。

（そうよ……。わたしに許される願いは、今は、たったひとつ）

　暁斗が不幸になる姿を見たくない。












　それだけは、恋心も打算もない、理り愛あの純粋な願い。

（だから、わたしは夕ゆう凪なぎさんのことを、見極めないといけない）

　夕凪に関かかわることで、暁あき斗とが身を滅ぼさないように。

（そして、結果次第では、わたしが夕凪さんを……）

　たとえ、暁斗に嫌われ、敵対することになっても。

　──絶対に、暁斗を守ってみせる。

　そう、固く誓いながら、理愛はまどろみの中に落ちていった。





※　※　※






「ただいま……」

　覇気のない呟き声と共に、暁斗は理愛の家に帰宅した。

　ぽたり、ぽたり、と、玄関に水滴が落ちる。暁斗はずぶ濡ぬれだった。バイトの面接の帰りに、雨に降られてしまったのだ。

　四月の雨は冷たい。盛大にくしゃみをすると、どこかぼんやりした理愛が、部屋から顔を出してきた。

「ん……おかえりなさい」

「眠そうだな。もしかして寝てたのか？」

「ええ。ちょっと賭かけポーカーで疲れて……」

「そうか。悪いな、起こしてしまって」

「気にしないで。ちょうど起きようと思ってた時間だから」

　言いながら、理愛はあくびを噛かみ殺し──。

「……ちょっと、どうしたのよ？　ずぶ濡れじゃない！」

　ようやく意識がはっきりしてきたのか、暁斗の状態に気付き、目を丸くした。

　理愛は慌てて洗面所に駆け込むと、タオルを持って玄関へと走ってきた。洗面所は脱衣所も兼ねており、タオルの類はまとめてそこに置かれている。

「ありがとう。……今日きようは散々だったな。帰りに雨に降られて、面接にまた落ちた」

　タオルで顔を拭きながら、暁斗はくぐもった声でそう話す。

　これでついに十連敗だ。コンビニ、スーパー、レンタルビデオ店。特別な資格や技能を必要とせず、未成年でもＯＫという仕事先に、片っ端から応募してみたのだが、すべて断られてしまった。

　これで近場の求人は全滅。あとは遠くの職場を探すしかないが、また同じ業種を受けたとしても、おそらくは同じ結果だろう。

　なにせ、今の暁斗は高校に行っておらず、加えて右手が動かない。そんなハンデを持っていても雇ってくれそうなところを探すしかないが……それは、ひどく困難に思えた。

　両親の庇ひ護ごを喪うしない、学生ですらなくなった斉さい東とう暁あき斗とという人間の、世界の中における、あまりの無力さ。こうして思い知らされるたび、目の前が真っ暗になって、全身から力が抜けていくようだ。

「そう。それは……残念だったわね」

　これには理り愛あも慰めの言葉が見つからないのか、どことなく歯切れが悪い。

「……ともかく！　身体からだ、冷えたでしょう？　シャワーでも浴びて、温まってきたら？」

「ああ。そうさせてもらうよ」

　理愛の心遣いに感謝しながら、暁斗は洗面所へと向かった。

　入り口にあるカーテンを閉め、濡ぬれた衣服を洗濯機に放り込む。

　だが、次の瞬間。風呂場の扉を開けた暁斗は、そのまま凍り付いた。

「っ……!?」

　白、黒、ピンクにレースとフリル。透け感のある生地や光沢のある生地が、扉を開けた際の反動でひらひらと揺れている。暁斗の目線より、わずかに高い位置で。

　それがなんなのか理解した瞬間、暁斗の顔に、かっと血が上る。

（しまった、忘れてた!!）

　──風呂場には、理愛の下着がいくつも干されていたのだ。

　共同生活を始める際、暁斗と理愛はいくつかの約束ごとを決めた。

　ひとつ。各自の洗濯は別々に行い、別々の場所に干すこと。

　暁斗の洗濯物はベランダに、理愛の洗濯物は、この風呂場に。

　そして、もうひとつは、必ず理愛が先に入浴すること。準備のついでに、干していた洗濯物を回収するためだ。

　この流れを守ることで、不幸な事故を回避できていたのだが……。

「ああっ！　忘れてたわっ!!　下着、まだお風呂場に──!!」

　ほぼ時を同じくして、理愛も気付いたのか、血相を変えて洗面所に駆け込んできた。

「理愛っ!?　ま、待て──!!」

　だが、暁斗が開けた風呂場の扉が禁忌だったように、理愛が開け放はなった洗面所のカーテンも、もうひとつの禁忌。

　今の暁斗は、生まれたままの姿なのだから。

「き──きゃあああっ!?」

　理愛は慌ててカーテンを閉めた。

　一瞬だけ見えた彼女の顔は、耳まで真まっ赤かだった。自分の下着を見られてしまった上に、暁斗の裸も見てしまったのだから、きっと今はパニック状態だろう。

　もちろん、暁斗の顔も赤い。

「だから待てって言っただろう!?」

「だって、み、見た!?　見ちゃったのよね!?　お風呂場の扉、開いてたもの!!」

「え!?　あ、いや、それは……」

　ちらりと横を見ると、開け放はなたれたままの扉と、色とりどりの下着。

　無意識的に、暁あき斗とはごくんと唾を飲み込んだ。と、はっとした表情で頭を振って。

「す、すまん！　今、閉める！　……って、しかし、あの下着をどうにかしないと、俺は風呂に入れないぞ!?」

「わたしが取りに行くわ！　暁斗は下着を見ないようにそのまま目をつぶって、そこから動かないで！」

「だから待てって！　俺は裸のままだぞ!?」

「じゃあ、わたしも目をつぶって行くから、それで！」

「それで、じゃない!!　二人で目をつぶって、どうするつもりだ!?　今以上の大惨事を起こすつもりか!?」

「でも、わたしが動かないと！　暁斗は絶対に動けないでしょう!?」

　それは確かに理り愛あの言うとおりだった。暁斗は風呂場に入ることも、ここから出ることもできない、まさに八はつ方ぽう塞ふさがりの状態だ。

（って、ちょっと待て。理愛が動くとまずいのは……俺が裸だから、だよな？）












　気が動転しすぎて、あまりに単純な構図に、今まで気付かなかった。

　だが、そうと決まれば話は早い。暁あき斗とはバスタオルをひっつかむと、急いで腰に巻き、くるりと反転する。

「今、腰にタオルを巻いて、そっちに背中を向けた！　入ってきても大丈夫だ！」

「あ……そうか、それでよかったのよね」

　安あん堵どした理り愛あの声と共に、ゆっくりとカーテンが開かれた。おずおずと、理愛が洗面所へ入る気配が感じられる。と、不意に彼女は足を止めて、そっと呟く。

「驚いたわ……暁斗の背中って、こんなに大きいのね……」

　しかし、暁斗が感じ取れたのは、微かな身じろぎの気配だけ。囁ささやきは耳に届かない。

「なにか言ったか？」

「え？　そ、その……こっち向かないでって言ったの」

「ああ、わかってるさ。早く下着を取っていってくれ」

「ええ。ちょっとだけ待ってて」

　暁斗に促され、理愛が風呂場に入っていく足音がした。

　数十秒後、理愛の足音が戻ってきて。

「……もう、いいわよ」

　声をかけられ、暁斗はおそるおそる、肩越しに振り向いた。

　待っている間、暁斗は理愛と喪失世界で初めて出会ったときのことを思い出していた。

　うっかり理愛の胸を触ってしまい、暁斗は激げき昂こうした理愛に鎖で締しめ上げられた。

　不幸な誤解が重なった結果、理愛は暁斗を流罪者エクシリオだと思い込んでいたとはいえ、あのときの彼女の剣けん幕まくは今も忘れられない。

　それと同じとまでいかなくとも、似たようなことになるのではないかと、暁斗は戦々恐々としていたのだが。

　意外にも、理愛は大人しかった。下着を後ろ手で隠し、恥じらいのあまり潤んだ瞳で、暁斗を上目遣いに見つめている。

「……理愛？　お、怒ってないのか？」

「怒る？　どうして？」

「いや、ほら……。干していた下着を、見てしまったし」

「シャワーを勧めたのは、わたしだもの。怒るに怒れないわよ。……まぁ強いて言うなら、扉を開ける前に、下着のことを思い出してほしかったことくらい。でも、それこそ責めても仕方のないことでしょう？」

「…………」

　暁斗は言葉が出てこなかった。

　確かに、ここ最近の理愛は以前のような剣幕を見せることもなく、親身に暁斗の面倒を見てくれたが……ここまで穏やかだっただろうか？

　だが、そんな暁あき斗との疑問は、自分のくしゃみによって中断された。

「ほら。早くシャワーを浴びてきなさい。風邪を引いても知らないわよ？」

「……あ、ああ。そうだな。ありがとう」

「いいえ。どういたしまして」

　暁斗が頷うなずくと、理り愛あは洗面所を出て、仕切りのカーテンを閉めた。

　風呂場に入った暁斗は、熱いシャワーの湯を頭から浴びながら思う。

（もしかしたら、あれが本当の理愛なのかもな……）

　理愛は家族に恵まれなかった。歪ゆがんで育ってしまったことは、本人も認めている。

　暁斗が今まで見てきたのは、そうした歪んだ部分だったのかもしれない。

　だが、その奥にある、本当の理愛は──今みたいに優しく素直なのだろう。

「……次こそは、仕事を決めてこないとな」

　彼女に、いつまでも負担や心配をかけるわけにはいかない。

　職探しに疲れ、折れかけた心を奮い立たせるように、暁斗は決意を新たにした。









　　第二章






「じゃあ、いってきます。あ、食器は流しに置いといてくれれば、後でわたしが洗うから」

「いや、それくらいは俺もできるから、片付けておくよ。理愛こそ、気を付けて」

　翌日の朝。制服姿の理愛が慌ただしく登校していくのを、暁斗は玄関で見送っていた。

　夕ゆう凪なぎの亡くなった冬が終わり、春を迎え、新学期が始まった。

　だが、暁斗は現在、学校には通っていない。

　理愛の家に転がり込んだ後、暁斗は登校して──そこで初めて、状況に気付いた。クラスに自分の席はなく、生徒も教師も、誰一人として自分を覚えている人間はいなかった。

　家族を喪うしなったときと同じだった。陽ひ菜なが暁斗のことを忘れ、家の表札からも暁斗の名前が消えていたように、暁斗が学校に通っていたという事実そのものがなくなっていた。

　詳しく調べてみると、そもそも暁斗は戸籍の上でも斉さい東とう家から切り離されており、親類縁者が一人もいない、本当に天涯孤独の身になっていることがわかった。

　おそらく、暁斗の学費は親が払っていたため、その親とは無縁で育ってきたことになった今、学校の籍も消えてしまったのだろう──と。

　認めたくない事実だが、そう考えれば納得はできた。

（……今の俺には、なにもない）

　理り愛あを見送った後、暁あき斗とは苦戦しつつも朝食の食器を片付け、疲れ切った面持ちで自分の部屋に戻った。敷いたままの布ふ団とんに腰を下ろすと、壁にかかった自分の制服が目に入る。

　もう二度と、袖そでを通すことはないのに。捨てずにいるのは、未練なのかもしれない。

（理愛は偉いよな。自分一人の力で、ちゃんと生活してる）

　衣食住、さらに学費の分まで、理愛は自力で稼いでいる。

　加えて、炊事に洗濯、掃除と、家事全般もきちんとこなしている。

　それに比べて、暁斗はどうだ。

　収入はなく、できる家事も子供の手伝いレベル。

　理愛の存在なしでは、生きていくことすら難しいだろう。

　あんなことがあった後だから、仕方ないわよ──と、理愛は許してくれる。

　だが、その善意に甘え続ける限り、理愛は暁斗のため、今まで以上にギャンブルへ時間と労力を費やすだろう。理愛に負担を強いるだけの自分が、どうしようもないほど不ふ甲が斐いなかった。

「……こんな俺にだって、できることはあるはずだ」

　手にしたスマートフォンで、暁斗は検索を始めた。暁斗の手元に唯一残った私物だ。

　ネットの求人サイトには、多種多様な仕事があった。接客業はもちろん、事務仕事に、家庭教師、軽作業と表記されているものもある。

　これだけあれば、どれかひとつくらいは。そう信じて、今日きようも検索を続けること三時間。

「くそっ。これもダメか……」

　現実はやはり厳しかった。

　学歴、職歴、資格。すべて不問の時点で選択肢は狭まる。残るのはコンビニのような高校生でもＯＫの仕事だが、それは既に散々断られた後だ。肉体労働も、今の暁斗にとっては難しい。

　もう、あきらめようか──そんな弱気を、暁斗は頭を振って追い払う。

「探し方を変えてみよう。最初から除外してたジャンルの仕事でも、条件に合うものがあるかもしれない」

　例えば、ＩＴ業界。ほとんどはコンピューターの専門知識が必要な求人なのだろうが、百件に一件くらいは、素人しろうとでもできる簡単な仕事があるかもしれない。

　そんな、ダメで元々の気持ちで探し始めてみると。

「なんだ、これ……？　キュレーション・サービス？」

　ネット上に飛び交う様々な情報を収集し、配信する仕事らしい。

　応募資格は、パソコンやスマートフォンで調べ物ができること。

　それ以外は、学歴、職歴、資格、すべて不問。まさに暁斗が望んでいた条件の仕事だ。

　暁あき斗とは試しに、その会社が運営するスマートフォン向けアプリをインストールし、起動してみた。すると、政治や経済、スポーツにグルメなど、ジャンル別に記事が表示された。

「へぇ。新聞社の記事もあれば、ＳＮＳのまとめ記事なんかもあるんだな」

　なんとなく仕事の内容が想像できた。パソコンやスマートフォンで色々なサイトを巡り、おもしろそうな情報を探す仕事なのだろう。これなら、今の暁斗にも務まるかもしれない。

　だが、不安もあった。知らない職種、知らない世界だからなおさらそう感じるのだろうが──本当に、こんな簡単に見える仕事で給料をもらえるのだろうか？

　だが、今はただ挑戦するしかない。暁斗に、他の道は残されていないのだ。

　暁斗は藁わらにも縋すがるような思いで、求人サイトから応募の手続きを行った。そして一時間後、返信されたメールには、面接の日時が記載され──。





※　※　※






「斉さい東とう暁斗さん、ですね。ご応募いただき、ありがとうございます。本日面接を担当させていただきます、高橋です。では、早速ですが、面接を開始します」

「はい。よろしくお願いします」

　面接官は、二十代の若い男性だった。ラフな私服姿で、お洒落しやれに整えられた顎あごヒゲが印象的だ。今までの面接でも若い男性が面接官だったことはあるが、こんな人はいなかった。

　オフィスの窓も、開放的な大きなガラス張り。並んでいる机の中には、お菓子が大量に積まれた机もあれば、雑誌で雪崩なだれがおきそうな机、さらにはフィギュアやプラモが山のように置かれた机もあった。

　そんな自由すぎる空間の一角に置かれた、向かい合わせのソファー。暁斗はそこに座り、面接を受けていた。

（ここ、本当に仕事する場所なのか……？）

　仕事というと、暁斗の両親のように堅苦しく、規律に厳しい印象がある。今まで暁斗が面接に行った職場も、程度の差こそあるが大抵がそういった雰囲気だった。

　だが、ここはそういったイメージとはまったく正反対だ。

　面接には慣れたつもりだったが、あまりに違う雰囲気に、暁斗が呑のまれていると。

「驚きましたか？　ここは、こういう職場なんです」

「えっ？　は、はい。少し……」

　本当はかなり驚いていたのだが、暁斗は言葉を濁した。

「構わないですよ。本当のことを言ってくださって。僕も入社時は驚きましたから」

　だが、それは相手も見抜いていたようだ。笑いながら言葉を続ける。

「社長の方針なんです。この仕事は、なにがおもしろいのかという『価値観』を売る仕事だ。だから、自分のおもしろいと思うセンサーは、常に磨いておけ。机の上を、自分の好きで埋め尽くせ……と」

「はあ……」

　言葉の意味自体は理解できるが、なにが言いたいのかは、よくわからなかった。

　相手は笑みのまま、噛かみ砕くだくように説明を続ける。

「机の上は、その人それぞれの『価値観』です。自分はなにが好きで、なにをおもしろいと思う人間なのか、常に確認することが大事なんです。……さて」

　すっ、と、面接官の目が真剣みを帯びる。ここからが本題、ということだろう。

「あなたが入社したら、机の上をなにで埋め尽くしますか？」

「えっ……？」

　好きなものを答えろ、ということだろうか？　そういう意味なら暁あき斗との趣味は読書だが、職場の机を本で埋め尽くしたいほどの熱烈な読書家ではない。

　暁斗が言葉を詰まらせていると、代わりに相手が口を開いた。

「いるんですよ。この仕事はパソコンやスマホをいじるだけの、楽な仕事だって応募してくる人が。……あ、斉さい東とうさんがそうだ、と言っているわけではありませんよ？」

　意地の悪い言い方だった。言葉では否定しているが、本心ではどう思っているのか。

　だが、一瞬でも彼の言ったような印象を抱いてしまったことを、暁斗は否定できない。

　やはり、これは『仕事』なのだ。見た目の印象ほど中身は甘くない。それどころか、ここでなにも言えなければ、面接に落とされる。そんな気配がした。

「……ええ。楽な仕事だと思って応募したわけではありません」

「では、どのようなお考えで？」

「この仕事しかないと、そう思って来ました。……自分に色々と問題があるのはわかっています。でも、この仕事なら、そういうのは関係ないと思ったんです」

「なるほど。確かにこの仕事は、学歴も資格も必要ありません」

　相手は同意するように頷うなずいた上で──核心を突く、鋭い言葉を投げかける。

「ですので、この面接は中身を見ます。つまらない人間の集めてくる情報はね、やっぱりつまらないんです。僕の先程の質問。あれはですね、あなたの『好き』や『おもしろい』に商品価値はありますか、と。そう問いかけたんです」

　今度こそ、相手の言いたいことが理解できた。

（俺自身の……斉東暁斗という人間の価値、か……）

　暁斗には、なにもない。自分がどれだけ無力な存在だったのか、暁斗は思い知っている。

　だとしても──あきらめるわけにはいかない。

　ここであきらめてしまったら、理り愛あに頼るだけの弱い自分から抜け出せないままだ。

「……たぶん、自分にそこまでの価値は、ないと思います」

　素直な心情を、暁あき斗とは吐露した。自己アピールとは正反対の弱気な言葉。けれども今の暁斗には、思っていることを必死で訴えかけるしか、方法がなかった。

「だから、本当に自分に価値がないのか、この仕事を通じて試したいと思います。自分のできること、できないこと……なにが好きで、なにが嫌いか、考え続けます」

「よし。採用だ、少年」

　低く地を這はうようなその声は、唐突に暁斗の背後から聞こえた。

　驚いて振り向くと、ぼさぼさ髪で分厚い眼鏡めがねをかけた女性が、そこに立っていた。年の頃は三十前後だろうか。着古したジャージ姿で、だらしなく頭を掻かいている。

　すると彼女は、いきなり暁斗の頭を無造作に叩たたいて。

「卑下でもなんでもなく、自分が無能だって認められる奴やつは、伸びしろがデカいからな」

「な、中なか邑むら社長！　そんな、いきなり採用なんて！」

　冷静さを失った高橋は、たまらずソファーから腰を浮かせ、そう抗議する。

　だが、驚いているのは暁斗も同じだ。呆ぼう然ぜんとソファーに座り込んだまま、背後に立つ女性を見上げることしかできない。まさか、これが社長だなんて。

　そんな驚きよう愕がくなどとっくに見通しているのだろう、暁斗を見下ろす女性──中邑の眼鏡の奥、切れ長の瞳はどこか愉快そうに細められて。

「履歴書は見た。色々とワケ有りのようだが、そんなもんはコッチには関係ねぇ。ウチで働くために必要なのは自分テメエの価値観だけだ。頭ん中ガッチガチの奴を採ったら、使い物になるまでにクソみたいな時間がかかるからな。……なぁ、高橋？」

　中邑の問いかけに、高橋がぐっと息を飲むのがわかる。

「お前の面接は、そりゃ散々なモンだったなぁ。自分にできないことなんかない、みたいな勘違い顔で、情熱だけで不可能を可能にするような勢いだったよなぁ？」

「しゃ、社長！　その話はもうやめてくださいよ！　仮にも新しく入社される方の前で、恰かつ好こうがつかないじゃないですか……！」

　にやにやと笑みを浮かべる中邑に、面接官の高橋はたまらず頭を抱え込んだ。

　中邑は次に、呆然としたままの暁斗の肩をぽんぽん叩いて。

「じゃ、早速明日から出勤してもらうぞ、少年。お前の机の上は、どんな『好き』で埋め尽くされるか、せいぜい楽しみにしてるぜ」

　ニィ、と向けられた笑みに、暁斗は微かな恐れを抱いた。

　この会社に存在するのは、最初に感じた、自由で大らかな雰囲気だけではない──と。
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「暁斗、おかえりなさい！　おめでとう！」

　帰宅すると、エプロン姿の理り愛あが出迎えてくれた。キッチンからは、醤しよう油ゆと砂糖がほどよく煮詰まった、いい匂いも漂ってくる。きっと肉じゃがだ。

　暁あき斗とは面接の後、すぐに電話で採用を報告した。すると理愛は、「お祝いを用意して待ってるわ！」と言ってくれた。これがそのお祝いなのだろう。

「ありがとう。学校があったのに、わざわざ料理してくれたのか。平日なんだから、いつもみたいにスーパーの惣そう菜ざいでもよかったのに」

「だって、前に肉じゃが作ったとき、喜んでくれたでしょ？　惣菜よりもおいしい、って」

　理愛の料理の腕は、なかなかのものだった。

　学校のある平日は忙しく、惣菜を買って済ませてしまうが、土日は手料理。そのどれもおいしかったが、中でも肉じゃがは暁斗好みの味付けで、とても気に入っていた。

　そのことを理愛は覚えていたのだろう。優しい心遣いに、暁斗は頬を緩ゆるませる。

「ああ。理愛の肉じゃがは、最高に美う味まいからな。楽しみにしてるよ」

「ふふっ！　お祝いってことで、特別なんだからねっ！」

　理愛は照れたように笑みを浮かべて、キッチンへと戻っていく。

「もうすぐできるから、座って待ってて。……あ、ちゃんと手は洗うのよ？」

「ああ、わかってるって」

　笑顔えがおでそう返しながらも、暁斗の胸は微かに痛んだ。少し前までは、陽ひ菜なとこんな風にやりとりをしていた──と。思い出しても、仕方ないことなのに。

　暁斗が洗面所から戻る頃には、すっかり食事の支度が整っていた。

　キッチン横のダイニングテーブルには、ほかほかと湯気を立てる肉じゃがが鎮座する。

　二人で「いただきます」を唱和し、暁斗は、自分にとって最高のご馳ち走そうを味わった。

　卓上の話題は、暁斗の面接と、これからの仕事のこと。

「……そう。キュレーション・サービスって難しい仕事なのね。それに、その社長さんも、なんだか気難しいというか、変っていうか……」

　眉をしかめる理愛に、暁斗はふ、と軽い苦笑を返して。

「どこまでやれるか、わからないけど……がんばるさ。ようやく見つかった仕事だからな」

　きれいに食事を平らげた暁斗は、「ごちそうさま」と箸を置いた。

「とにかく、これでようやく、理愛に色々と恩を返せそうだ」

　暁斗の言葉が意外だったのか、理愛は目を丸くした。

「えっ……？　や、やめてよ。恩なんて。そこまで気にしなくていいのに……」

「いや。色々と面倒を見てくれてる理愛には、本当に感謝してるんだ」

　今までは、礼を言うことすら、おこがましく思えた。

　一方的に支えられ、養ってもらう。そんな立場で礼を述べても、ただの甘えでしかないんじゃないか──と、ただ、ひたすらに心苦しかった。

　だが、今は違う。今まで与えられるだけだったものを、少しずつでも、理り愛あに返せるかもしれないのだ。純粋な感謝の気持ちを、ようやく伝えられる気がした。

　理愛の瞳をまっすぐに見つめながら、暁あき斗とは続ける。

「生活のことだけじゃない。家族を……陽ひ菜なを喪うしなったつらさや寂しさを、理愛は埋めてくれた。わかり合える誰かと一緒にいられるのが、こんなにありがたいことだって、気付かせてくれた」

　ちらり、と、暁斗は横を見る。

　リビングに置かれたテレビ。その脇わきには、古いぬいぐるみがあった。理愛が捨てようとしたのを、暁斗が無む理り矢や理りに理由をつけて、そこに置いたのだ。

　それは理愛が、父親から唯一もらった、思い出のプレゼント。だが理愛は、喪失世界に転移する際の影響で、その記憶を忘れてしまっていた。

　それでも、一緒に記憶の追体験をした暁斗は覚えている。

　理愛がぬいぐるみに込めていた想おもいと、暁斗に告げた感謝の言葉。

『なんだか救われた気分よ。暁斗と出会えてよかったと、心から思ってる』

　──あのときの理愛は、きっとこんな気持ちだったのだろう、と。

　そう思いながら、暁斗は同じ言葉を、理愛に告げる。

「俺は理愛に救われた。理愛に出会えてよかったと、心から思ってる」

「暁斗……も、もう！　そんな風に正面から言われると、なんだか恥ずかしいわ」

　感謝の気持ちが伝わったのか、はにかむように理愛は目を細めて。

　ふっと、そこに悲哀が混じったように、顔を俯かせた。

「……でも、今のは卑怯よ。そんなこと言われたら……期待しちゃうじゃない……」

「期待？　なにをだ？」

「えっ!?　そ、それは……その……」

　理愛が口ごもった、その瞬間。

　前触れなく、二人の頭上に、それぞれ黒輪が現れた。転移が始まろうとしていたのだ。

　墓碑銘セメンテリオは必ず一日に一度、喪失世界に誘われる。二人は《棄憶の鍵メモリア・クラーヴエ》を理愛の鎖で連結しているため、その能力で転移のタイミングも同期されていた。

「話は後だ。まずは……」

「ええ。行きましょう」

　どこかほっとしたような表情を浮かべた理愛は、すぐに顔を引き締しめる。

　──そして、黒輪から溢あふれ出した闇やみが、暁斗と理愛を飲み込んでいった。
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　暁あき斗とたちが喪失世界に転移した、その矢先。敵の気配を警戒し、だだっ広い荒野のような風景を見回していると、どこか遠くから爆発のような音が響いてきた。

　音のした方向には、うっすらと浮かび上がるようにそびえ立つ建築物──煙突だ。数本並んだ煙突の一本が、ちょうど崩れ落ちようとしているところだった。

　──戦闘だ。直感した暁斗と理り愛あは、煙突を目指して走る。

　この一ヶ月間、アル・カポネやバートリ、そして夕ゆう凪なぎにも、出会うことはなかった。

　それなのに、今日きようはいきなり、付近で戦闘が起きている。

（そこにいるのか、夕凪……！）

　予感めいた感覚を抱き、暁斗は疾走した。煙突はぐんぐんと近付き、やがて、遠巻きから状況を確認できる距離までたどり着く。

　目にした光景は、暁斗と理愛の予想をはるかに超えたものだった。

　そこで戦っていたのは、マシンガンを乱射するトレンチコートの男、アル・カポネ。無数の影の怪物を引き連れ、血のバスタブの中で高みの見物をする幼女、バートリ。

　そして、黒輪を自在に操る、薄紫色のドレス姿の少女──夕凪。

「どうして夕凪が、アル・カポネとバートリを相手に戦ってるんだ……!?」

　──助けなければ。だが、駆け寄ろうとする暁斗の肩を、理愛がつかんで制止した。

「待って、様子が変よ。アル・カポネとバートリも、お互いに攻撃し合ってるわ」

　言われてみれば、確かに敵も味方もない乱戦、三みつ巴どもえだった。

「流罪者エクシリオ同士の仲間割れかもしれないわ。幸い、向こうはまだ誰も、わたしたちに気付いてないみたいだし……。このまま様子を見ましょう」

「なんだって!?　夕凪が戦ってるんだ！　そんな悠長なこと──」

「だから、様子を見るのよ」

　暁斗の言葉を途中で遮さえぎって、理愛が言い放はなつ。

　真剣な表情。その右目が、鋭く暁斗を貫いた。

「いい機会だから、夕凪さんが味方なのか、それとも、敵なのか。ここで見極めましょう」

「……理愛。本気で言ってるのか？」

　沸き上がる怒りを静かな声に乗せ、暁斗は問いかけた。

　すると理愛は、戸惑うように一瞬だけ目を伏せて──再び強い意志の宿った瞳で、暁斗を見つめた。

「ええ、本気よ。向こうが襲ってこないのなら、積極的に戦う理由がないもの。暁斗こそ、冷静になって。もしも、流罪者エクシリオ二人と夕凪さんの、二対一で戦っていたら……わたしだって、ここまで止めたりはしない」

　必死で訴えかけるような言葉に、暁斗も少しだけ冷静になり、考える。

　確かに、流罪者エクシリオ二人と夕凪が敵対関係なのだとしたら、それは夕凪が暁斗たちの味方という可能性も出てくる。たとえ夕ゆう凪なぎの立場が、暁あき斗とたち墓碑銘セメンテリオとは異なっていたとしても、流罪者エクシリオという共通の敵を前に力を合わせるという選択肢も見えてくる。

　だが、今の状況は違う。三みつ巴どもえで戦っているということは、あの三人はそれぞれ目的も立場も異なるのだろう。

　夕凪の真意は、果たしてどこにあるのか。

　そう提案する理り愛あの考えも、もっともだろう。だが。

「……悪いが、その提案は呑のめない」

　暁斗は、首から提げた棄憶の鍵メモリア・クラーヴエを、左手でつかんだ。

「夕凪は、そこにいるんだ！　流罪者エクシリオなのかどうか、その正体はわからなくても……話は通じるはずだ！　まずは夕凪を助ける！　敵か味方かは、その後で直接聞けばいい！」

「待って！　そうやって、あなたが飛び込んでくるのが相手の狙ねらい──あなたを誘い出す、罠かもしれないのよ!?」

「じゃあ、夕凪を見捨てろって言うのか!?」

「見捨てる、なんて……！　わたしは様子を見ようと言っているだけ！　お願いだから、わかってよ！　夕凪さんと関かかわって傷つく暁斗の姿を、わたしは見たくないの!!」

　そう口にした理愛は、はっと口元を手で押さえた。

　最後の一言が本心だったのだろう。理愛は気まずそうに目を逸そらし、俯いてしまった。

　すべては、彼女の思いやりだ。暁斗は、怒りをぶつけていたことが恥ずかしく思えた。

「……すまない。おかげで、頭が冷えたよ」

「暁斗！　それじゃあ……！」

　顔を上げた理愛は、喜びを滲ませて暁斗を見つめる。

　しかし暁斗は、ゆっくりと首を横に振った。

「理愛、俺は、いくら傷ついても構わないんだ。ここで夕凪を助けなかったら、絶対に後悔する。大切な人のことで後悔するのは……もう、嫌なんだ。それだけは、どんなに冷静に考えても、答えは変わらない」

　夕凪と死に別れてから、暁斗は自分の気持ちに気付いた。

　そのときの無念と後悔の結晶──棄憶の鍵メモリア・クラーヴエを握り締しめた瞬間。

　響き続けていた銃声が、ぴたりと止やんだ。

　戦闘の決着、ではなかった。アル・カポネが弾切れを起こしていたのだ。

　チャンスとばかりに、夕凪がアル・カポネに接近していくのがわかる。

「──夕凪!?　ダメだ!!」

　弾はじかれるように、暁斗は駆け出していた。

　神速の再装填リロードで、アル・カポネが即座に反撃に転じたのだ。

「暁斗!?　待って!!」

　理り愛あは暁あき斗とに手を伸ばそうとするが──ふと、その手は理愛の胸へと押し当てられた。

「大切な人のことで後悔したくない、か……。そんなこと言われたら、なにも言い返せないじゃない……」

　他の少女夕凪へと遠ざかっていく、大切な人暁斗の背中を見ながら。

「わたしも……同じ気持ちなんだから」

　小さく呟いて、理愛も暁斗を追って駆け出した。

「解き放はなて！　《誓約武装アルマ・フラメント》!!」

　先行する暁斗がそう言い放てば、棄憶の鍵メモリア・クラーヴエは光の粒子になり、形を変えていく。

　その間、わずか一瞬。暁斗の右手には、黒い刀身に縞しま模も様ようが浮かぶ、ダマスカス鋼の刀。そして左手には、純白に煌きらめく小こ太だ刀ちが握られていた。

「夕ゆう凪なぎ！」

　地を蹴ける暁斗の眼前。あわやというところで、夕凪はアル・カポネの反撃を回避していた。

　だが、その隙すきを見逃さなかったバートリの攻撃と、アル・カポネの追撃を受け、挟み撃ちにあってしまう。どうにか黒輪で銃弾を防ぐ夕凪だったが、影の怪物の触手を防ぐ手だてはなさそうだ。

（間に合え！　間に合ってくれ！）

　祈るような気持ちで、暁斗は戦渦の只ただ中なかへと飛び込んでいった。
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　流罪者エクシリオたちの戦闘に暁斗が乱入する、少し前。




　葉巻をくわえたトレンチコートの男──アル・カポネは、その威容の下で佇たたずんでいた。

　細く、長く、天に向かって伸びる、四本の煙突。古い工場のような巨大な施設の前に、彼はいた。

　そこへ、風が吹き抜けた。土煙が巻き上がり、景け色しきがぼやける。

　やがて土煙が収まる頃。そこにはいつの間にか、黒いフードを頭からすっぽりと被った人物が立っていた。顔と体型はきれいに隠れ、年齢も、性別も定さだかではない。

　その人物は、おもむろに腕を伸ばした。手にしていたものは、小さな黒輪──《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》だ。それは音もなく地に落ちると、猛烈な回転を始めて地面を抉り、文字を刻んだ。

『《星喰の檻エクリプセ・ソラール》を作製した。力を求めるのであれば、進呈する』

　その瞬間、アル・カポネの背後で、施設の一部が突如として吹き飛んだ。四本の煙突のうちの一本が地響きのような音を立てて崩れ落ち、施設もろとも瓦が礫れきと化していく。

　そして、その無残な跡地から、ふわりと巨大な黒輪が浮き上がる。

　魔術的な紋様をまとった、特別な黒輪。太陽すら奪う力を持つ、星喰の檻エクリプセ・ソラールだった。

　だが、アル・カポネは微動だにしない。

　背後で起きた爆発にも、現れた星喰の檻エクリプセ・ソラールにも驚くことなく、無言で佇たたずみ続けている。

　黒フードの人物も、なにか様子がおかしいと感じたのだろう。確かめるように、一歩、また一歩と、アル・カポネへ歩み寄って。

「《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》──防御デフエンサ！」

　次の瞬間、フードの下から、少女の声が発せられた。

　振り向いた少女の視線の先、彼女の命を受けた侵蝕の門エクリプセ・プエルタが鋭く飛んでいき──死角から襲い掛かってきた、黒い触手を切断する。

「あら、残念。防がれちゃったわ」

　年端はもいかない幼い声が、どこからか楽しげに響く。

　やがて、まだ残っていた建物の陰から現れたのは、鮮血で満たされたバスタブに浸つかる幼女──エリーザベト・バートリだ。

　バスタブを押すのは、顔のない黒い影の怪物。バートリがゆっくりと近付く。

「……でも、安心するのは、まだ早いのではなくて？」

　にやりと凄せい絶ぜつな笑みを浮かべると、黒フードの背後で佇むアル・カポネが、その全身を怪しく脈動させた。

　次の瞬間、アル・カポネの輪郭がぐにゃりと崩れ、顔のない黒い影──バートリの眷属こどもへと変へん貌ぼう。影の怪物は腕を触手のようにうねらせ、黒フードへと伸ばす。

　先ほどの奇襲は、このための布石。本命は、アル・カポネに化けた影だったのだ。

　二段構えの不意打ちに、黒フードは反応できなかった。両手足を触手に絡からめ取られてしまう。

　そこへすかさず、バートリの放はなった第二、第三の影も加わり、黒フードは完全に拘束されてしまった。無数の触手のうちの一本が、なめるようにしてフードを引き剥はがす。

「っ……！」

　白日の下にさらされたのは、薄茶の髪をサイドテールにまとめた少女の顔。

　西さい藤とう夕ゆう凪なぎ。色白で人形のように整った神秘的なその顔に、ほんのわずかな驚きよう愕がくの色が浮かんだ。

「はっ！　どうして、って顔をしてんな！」

　その声は、夕凪の頭上。煙突の頂点に腰かけた、アル・カポネのものだった。

　アル・カポネは躊躇ためらいなく飛び降りると、両手のマシンガンを真下に乱射。反動で落下の勢いを相そう殺さいし、軽々と着地すると、先ほどまで座っていた煙突を見上げた。












「見る方向で数が変わる煙突──『おばけ煙突ゴースト・フアンネル』たぁ、よく言ったモンだ」

　菱ひし形がたに配置された、四本の煙突。それらは見る方向によって重なり具合が変化。すべて重なって一本に見えることもあれば、二本、三本に見えることもあった。

「まるで、正体のつかめない、アンタみてぇだな」

　剣けん呑のんに目を細めるアル・カポネ。バートリも、してやったりという表情で。

「わたくしの情報網を、甘く見ていたのではなくて？　わたくしの眷属こどもは、影だけではないの。こんなコウモリちゃんも、あちこちに飛ばしていてね」

　どこからともなく飛んできた小さなコウモリが、バートリの肩にとまる。

「この子が見ていたのよ。やられた騎士の坊やを、あなたが星喰の檻エクリプセ・ソラールに変えるところを」

「んで、あの黒フードは何者だ、ってところに、オレを名指しで呼び出すメッセージだ。怪しむのも当然、だろ？」

「……そう」

　夕ゆう凪なぎは微かに表情を曇らせ、地に落ちたままの侵蝕の門エクリプセ・プエルタに視線を落とす。

　黒輪を操り、反撃するつもりだったのだろう。だが、アル・カポネは見逃さなかった。すかさずマシンガンの銃口を、夕凪の眉み間けんに突きつける。

「おっと。妙なことすんなよ？　その可愛かわいらしい顔に、風穴が開いちまうぞ？」

　アル・カポネは、愉快気にクッ、と笑って。

「さぁて、答えてもらおうか。騎士サマに星喰の檻エクリプセ・ソラールを渡したのは、アンタだな？」

「…………」

　夕ゆう凪なぎは無言。焦るでも、恐怖でもなく、無表情を返すだけ。

　アル・カポネはもう一度、クッと笑って。

「……だんまり、か。まぁいいさ。今のはこっちも、八割がた確信してる質問だったしな。それに、答えないってのが、なによりの答えだ。……だがな」

　突きつけた銃口を、ごり、と、眉み間けんに押し当てる。

「次は答えてもらうぜ？　オレに星喰の檻エクリプセ・ソラールを渡して、どうするつもりだったんだ？」

「……知らないものは、答えられない」

「へぇ。つまり、アンタの上に親玉がいるってことか。そいつがすべてを知ってんだな」

「それは……！」

　失言に気付いた夕凪は表情を固くするが、既に遅い。

「……っ、読めたぞ。一年前、オレたちに侵蝕の門エクリプセ・プエルタを渡してきた、『アイツ』が親玉か」

　アル・カポネの言葉に、バートリも納得したように頷うなずく。

「言われてみれば、あの男もフードを被っていたわね。種類こそ違うけれど、黒輪もくれたわ。あらあら、偶然にしてはできすぎねぇ。なぜ気付かなかったのかしら」

「見た目は似てても、行動が結び付かねぇんだ。アイツの言ってたこと、覚えてるか？」

「えぇ、覚えているわ。侵蝕の門エクリプセ・プエルタで百万の魂を集めろ、そして一番貢献した者に、太陽を奪っている星喰の檻エクリプセ・ソラールの支配権をやろう──でしょう？」

　バートリが妖よう艶えんな笑みを浮かべ、血に塗れた指先で豪ごう奢しやな金髪をかき上げた。

「ふふ、《星喰の檻エクリプセ・ソラール》さえあれば、永遠の美貌もなにもかも望みのまま……。だからこそ、わたくしたちは嫌々ながらも手を組んで、人の魂を奪っていたのだから」

「そうだ。アイツは星喰の檻エクリプセ・ソラールをエサに、オレたちの力を借りようとした。ところが、だ。そこの姉さんはエサであるはずの星喰の檻エクリプセ・ソラールを、気前よく渡そうとした」

「確かに妙ねぇ。あの男が背後にいるとしたら、行動に一貫性がないわ」

「それもこれも、アイツが親玉ってことを悟らせないための擬装カムフラージユだとしたら……こいつぁ、ヤバイにおいがプンプンするぜ」

　アル・カポネは、苦々しく吐き捨てるように言った。

「前々から信用ならねぇと思ってたが、これで決まりだ。くだらない横やりでオレの目的にケチでも付いちゃ堪たまらねぇからな。アイツに手を貸すのは終わりにしようや」

　と、ポケットから取り出した侵蝕の門エクリプセ・プエルタを放り投げると、夕凪に突きつけていた銃口をそれに向け──斉射。蜂の巣のように撃ち抜かれた侵蝕の門エクリプセ・プエルタは、黒い塵ちりとなって消えていく。

「もったいないわぁ。せっかくの黒輪おもちやなのに」

「少しでも怪しいと思ったら、徹底的に疑う。ギャングが生き残る秘ひ訣けつだ。嬢ちゃんは、そのまま使うつもりかい？」

　バートリの影の怪物は、侵蝕の門エクリプセ・プエルタから生み出している。そのことを言っているのだろう。

　するとバートリは、不敵に笑って。

「ええ。これは、わたくしの高貴な血を混ぜて、独自に改良したもの。既にオリジナルの黒輪とは別物よ」

「……そうかい。相変わらず、得体の知れない技を持ってやがんな」

　かつてバートリは、拷問器具だった鉄の処女アイアン・メイデンをアンドロイドのように改造して、従じゆう者しやにしていたほどだ。彼女の得体の知れなさに呆あきれたのか、吐き捨てるように言ったアル・カポネは、くるりと夕ゆう凪なぎに背を向ける。

　それを見たバートリは、小首を傾かしげた。

「あら？　その子は、もういいの？」

「ああ。この姉さんは使い走りだ。大した情報は引き出せねぇだろうからな。それよりも人質なんてのはどうだい？　姉さんの親玉と敵対するとなりゃあ、よく効きそうだろ？」

「っ……！」

　夕凪はぴくりと一度、身体からだを震わせた。

　人質になる不安と恐怖──ではない。その両目は鋭く細められ、アル・カポネの背へと向けられている。

　だが、アル・カポネもバートリも、夕凪の変化には気付かなかった。

「この姉さんは、バートリの嬢ちゃんの好きにしな。死なねぇ程度に痛めつけて、逆らう気をなくしてやりな」

「あら、それは嬉うれしいわ……なぁんて、騙されるとお思い？　わたくしの気を逸そらして、そこの星喰の檻エクリプセ・ソラールを我が物にするつもりなんでしょう？　抜け駆けは卑怯ではなくて？」

　夕凪に価値がないとわかった途端、二人の意識は星喰の檻エクリプセ・ソラールへと向いていた。

　アル・カポネは薄ら笑いで肩を竦すくめる。

「抜け駆け？　おいおい、なんのことだ？」

「あら？　それでは聞かせてもらうけれど、あの星喰の檻エクリプセ・ソラール、どうするのかしら？　まさか、二人で仲良く分け合うとか、おめでたいことは言わないでしょう？」

「そりゃあそうだ。オレたちの柄がらじゃねぇな」

「欲しいものは手段を選ばず、力尽くで奪い取る。そんな穢けがれた魂だからこそ、わたくしたちは忌いみ嫌われ、流罪者エクシリオとしてこの世界に追放された。……だったら、やることは」

「……まぁ、な。ひとつしかねぇよなぁ」

　お互いに牽けん制せいし合いながら、一触即発の空気は刻一刻と高まり続ける。

　夕凪への警戒が薄れたその隙すきを、彼女は見逃さなかった。

「《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》──攻撃アタケ！」

　黒輪を操る文言を紡つむぐと、地に落ちた侵蝕の門エクリプセ・プエルタは音もなく浮上。夕ゆう凪なぎの周囲を縦横無尽に飛び回り、彼女を拘束していた触手を、まとった黒衣もろとも細切れにした。

　ちぎれ飛ぶ黒い触手と、舞い落ちる黒い布の破片。

　さながら黒い雪を振り払うように、夕凪は大きく後方へ飛とび退のいた。

「お父さんの邪魔……させない」

　フードの下に隠されていたのは、神秘的な薄紫色の姿。宵よい闇やみをまとうようなワンピース姿の夕凪は、浮遊する黒輪を従え、アル・カポネとバートリを見据える。

「あなたたちが敵対するようだったら……倒せ。そう言われた」

　抑揚のない静かな声で告げられた宣戦布告に、アル・カポネは愉快そうに笑った。

「クッ。使い走りどころか、鉄砲玉だったとはなぁ。……いいぜ。相手になってやる」

　アル・カポネが両手に携えた、二丁のマシンガン。

　その一丁を夕凪に向けて──そして、もう一丁をバートリに向けた。

「ついでに嬢ちゃんも、な」

　ついに向けられた、明確な敵対の意思。バートリはそれを、満面の笑みで迎えた。

「うふふ。楽しみだわ。あなたのポーカーフェイスが崩れるところ、前から見てみたいと思っていたのよね。余裕ぶった男が顔を歪ゆがませるのも、それはそれで……そそるわぁ」

　恍こう惚こつとした表情を浮かべたバートリは、無数の黒輪をばら撒き、影の怪物を産み落とす。

　数は、およそ二十体。その内の半分をアル・カポネに、そしてもう半分を夕凪へと向かわせて。

「もちろん、そっちの女の子も……ね。すました綺き麗れいなお顔が涙と血で濡ぬれる様は、また格別でしょうね。ああ、どちらもおいしそうで、迷っちゃうわぁ！」

　狂気じみた叫びと共に、三みつ巴どもえの乱戦の火ひ蓋ぶたが切られた。

「ほらよ！　挨あい拶さつ代わりだ！」

　先手を取ったのはアル・カポネ。飛び道具の最大の利点、射程の長さを活いかし、夕凪とバートリにそれぞれ一斉射。

　対し、夕凪の用いる黒輪は攻防一体の武器だ。ある程度までなら離れた敵も攻撃できるが、その間は自身の守りが手薄になる。適性は中距離戦闘だった。

　同様にバートリの影も、腕を伸ばして攻撃できる範囲には限界がある。相手との距離が近ければ近いほど真価を発揮する、近接型だ。

　二人とも、アル・カポネに反撃はできない。夕凪は横に走って銃弾を回避し、バートリは影の一体を盾にして、難を逃れた。

　そして夕凪は瞬時に、回避から攻撃へ転じた。彼女が走っていたのは、バートリの方向。影との距離を詰め、射程距離内に捉とらえると同時に。

「《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》──攻撃アタケ！」

　黒輪が宙を舞う。縦に、横に、斜めに、黒い閃せん光こうが幾筋も煌きらめくと、影の怪物は数十個の細かな破片となって崩れ落ちた。

「あらあら。わたくしの可愛かわいい眷属こどもが。……でも、そうでなくては、おもしろくないわよねぇ」

　ぺろりと唇をなめて、またしてもバートリは黒輪をばら撒く。

　それを見た夕ゆう凪なぎは、追撃をあきらめたのか、侵蝕の門エクリプセ・プエルタを自身の周囲へ呼び戻す。

「……困った。たくさん、ありすぎる」

　いったい、どこから──そして、どれだけ隠し持っているのか。

　少しだけ険しい表情を浮かべた夕凪は、ちらりと視線を移す。アル・カポネが手にした、銃弾を吐き出し続けるマシンガン。

「あっちは……そろそろ、かも」

　そう呟いた、次の瞬間。銃弾の雨が、ぴたりと止やんだ。

　弾切れだった。夕凪は、これを予期していたのだ。

　攻めるなら、まさに今をおいて他にない。バートリへ向かっていた足を反転させ、夕凪はアル・カポネへと接近する。

　侵蝕の門エクリプセ・プエルタの射程距離内まで、あと少しまで迫った──そのとき。

「なめんな！　こちとら、マシンガン相棒の扱いは慣れっこなんだよ!!」

　目にも留まらぬ早業の再装填リロードだった。一瞬で攻撃態勢を整えたアル・カポネは、再びの弾雨を見舞う。

「っ……!?」

　虚を突かれた夕凪は、転がるように身を伏せて避けるのが精一杯だった。

　起き上がり、次の行動に移るまでは、ほんのわずかな隙すきが生じる。そこへ。

「その背中……いただいちゃうわよ？」

　身を起こすのがやっとで、膝ひざをついたままの夕凪へ、影の怪物の魔手が伸びる。その先端は、杭くいのように鋭い。人間の身体からだなど、いとも簡単に貫くだろう。

「《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》──」

　黒輪で防ごうとした、その瞬間。アル・カポネは射線を微調整。夕凪へ直撃する銃弾を放はなってきた。

　迫りくる、両者の攻撃。対して黒輪はひとつ。防げるのは、どちらか片方。

「防御デフエンサ！」

　咄嗟に夕凪が防いだのは、アル・カポネの攻撃。

　銃弾は影の伸ばす触手よりも速く、量も多い。黒輪は鋭角的な動きで機敏に閃き、次々と襲い来る銃弾を的確に弾はじく。黒輪を用いなければ、防御は困難だった。

　だが、そうなると──影の攻撃を防ぐ手段は、ない。

　膝ひざ立ちの夕ゆう凪なぎは上半身の動きだけで回避を試みるが、直撃は必ひつ至しだった。

　悔しげに、夕凪は目を閉じる。

　……だが、その身体からだが貫かれることは、なかった。

　怪け訝げんな表情で、夕凪が目を開けると──。
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「夕凪！　無事か!?」

　流罪者エクシリオたちの戦闘に乱入した暁あき斗とは、夕凪に襲い掛かる触手を斬きり払うと、肩越しに振り向いた。

「暁斗……くん？」

　きょとんとした顔で見上げてくる夕凪と、暁斗の視線が交わる。

　待ち望んでいた再会。しかし、今は戦闘の渦中だ。感傷に浸る時間はない。

　アル・カポネは静かな殺気の宿る眼まな差ざしで、暁斗にもマシンガンの銃口を向けてきた。

「刀使いの兄さんか。これはまた、話がややこしくなりそうだぜ」

「あら、理り愛あちゃんまで。お会いできて嬉うれしいけれど……あなたたち、その子を守ったりして、どういうつもりかしら？」

　バートリは、遅れてやってきた理愛を見ながら、珍しく真剣な表情で問いただす。

　アル・カポネとバートリの様子を目まの当あたりにして、暁斗は直感した。

　この三みつ巴どもえは、暁斗を誘い出すような罠ではない。本物だ──と。

　そこまで考えたとき、理愛が瓦が礫れきの上、地表から二、三メートルほどの高さに浮かんでいる、『それ』を指さした。

「暁斗！　あれ……星喰の檻エクリプセ・ソラールじゃない!?」

「もしかして、夕凪がランスロットから作ったものか!?」

　暁斗は再び、肩越しに夕凪を見つめる。

　だが夕凪は、答えにくそうに顔を伏せてしまった。

「夕凪……。どうして、なにも言ってくれないんだ……？」

　こうして再び会えたのに、夕凪の考えはなにひとつわからないままだ。なにかを隠しているような態度に、暁斗の心が揺れる。

　すると、暁斗の背中越し、理愛が夕凪へ険しい視線を向けた。

「夕凪さん。単刀直入に聞くわ。……あなたは、敵？　それとも味方？」

　理愛の問いかけに、夕凪は顔を伏せたまま。

「……わからない」

　どこか申し訳なさそうに、一言だけ答えた。

　けれども理り愛あは納得できなかったのだろう。さらに詰め寄って。

「わからないってことはないでしょう？　ごまかさないで、ちゃんと答えて！」

「……理愛、やめろ！　きっとそれが、夕ゆう凪なぎの答えなんだ！」

「暁あき斗と!?　でも……！」

「夕凪は嘘なんかつける性格じゃない！　それは俺が、一番よく知ってる！」

　暁斗が強く断言すると、理愛はどこか痛みを堪えるような表情を浮かべて、

「そう……夕凪さんのこと、今でも、やっぱり信じているのね……」

　ぽつり、消え入りそうな声でそう呟いた。

「兄さんの言うとおりだぜ。そこの姉さんは、本当になんも知らねぇ。聞くだけ時間の無駄だろうな」

　犬猫でも追い払うように、アル・カポネが暁斗たちに手を振る。

「用がそれだけなら、退散してくれねぇか？　オレたちは取り込み中なんだよ」

「……それは、あの星喰の檻エクリプセ・ソラールを奪い合って？」

　理愛だった。夕凪のことで頭がいっぱいだった暁斗の代わりに、彼女が状況を見極めようとしていた。

　確かに、ここに特別な黒輪──星喰の檻エクリプセ・ソラールがあり、三人が戦い合っているとなると、それがもっとも可能性が高そうに思える。

　問われたアル・カポネは、クッと小さく笑って。

「ま、そんなところか。もっとも、当の星喰の檻エクリプセ・ソラールを持ってきて、オレたちに寄よ越こそうとしたのは、他でもない黒輪の姉さんだけどな」

「まさか、夕凪が……？」

　驚きよう愕がくする暁斗に、アル・カポネは小さく肩を竦すくめ──不意に、暁斗たちを威嚇するようにマシンガンを放はなった。その苛いら立だちを表すかのように、銃弾は暁斗たちの足元に着弾する。

「ただでさえ面倒なことになってるってのに、兄さんたちまで乱入するつもりなら……容赦はしねぇぜ？　どいつもこいつも、オレの邪魔をする奴やつは撃ち殺すまでだ」

「あらあら。とんでもないことになっちゃったわねぇ」

　困惑する言葉とは裏腹、パーティの開始を待ちわびるように、バートリは満面の笑みを浮かべる。内心、この大乱戦を楽しんでいるのだろう。

　理愛は、そっと暁斗に顔を寄せて。

「……一応、聞くけれど」

「ああ、答えは決まってる。星喰の檻エクリプセ・ソラールは、あいつらには渡せない」

　星喰の檻エクリプセ・ソラールは、現実に確固として存在しているものすら奪う、強力な黒輪だ。それが使われたら、きっとまた大変なことになる。

　ランスロットが音楽を奪ったことで、陽ひ菜なの夢が奪われかけたように。

　アル・カポネの言葉は気になるものの、夕ゆう凪なぎについては彼やバートリを退けてから改めて確認すればいいだろう。

「そうね、今は星喰の檻エクリプセ・ソラールの行方ゆくえの方が問題だもの。……夕凪さんのことは、保留にしておいてあげる」

「……悪いな。俺のわがままに付き合わせてばかりで」

「……いいわよ。もう慣れたから」

　どこか申し訳なさそうな暁あき斗とに、理り愛あは苦いため息ひとつ。

　視線を交わし、それぞれの武器を構える。

　肩を並べて臨戦態勢をとる二人の背中。

　夕凪は、よろよろと立ち上がりながら、それを。

「…………」

　言葉も、表情もなく、ただじっと見つめていた。

「──ふぅん。おもしろそうなこと、やってるね」

　その瞬間。乱入者は突然に現れた。

　全員の視線が、一箇所に集まる。そこには、長い金髪をツインテールにした、赤いエプロンドレスの少女がいた。

「すごい黒輪！　それに、流罪者エクシリオと墓碑銘セメンテリオがこんなにいっぱい！」

　少女は屈くつ託たくのない笑顔えがおを浮かべる。

「あれを賭かけて殺し合ってるんでしょ？　だったら、あたしも混ぜてよ！」

「見ない顔ねぇ。誰だか知らないけれど、招待状のない人には、お帰り願おうかしら？」

　いとも容易たやすくそう口にした少女の態度は、一番近い位置にいたバートリのお気に召さなかったらしい。不愉快そうに少女をねめつけると、しなやかな指先を少女に向け、影の怪物を差し向ける。

　伸びる触手。それをひらりと避けながら、少女は楽しそうに笑う。

「もしかして力試し？　あははっ、おもしろいね！　受けて立つよ！」

　言うだけあって、少女は影の怪物の動きを完全に見切っていた。触手をかいくぐりながら、影の頭部を軽くはたく余裕まで見せる。

「はい。これで三回目。あたしが本気だったら三回は殺せてる、ってことだね！」

「おいおい、バートリの嬢ちゃんよ。いつまで遊んでるつもりだ？　この戦いの招待状がないのはどっちだか、これじゃわかんねぇぞ？」

　茶ちや化かすようなアル・カポネの言葉に、バートリは苛いら立だち混じりの笑顔を浮かべた。

「ええ。遊びは終わりにしましょうか。パーティの前座にも、さすがに飽き飽きですもの」

　ぱちん、と指を鳴らすと、控えていたすべての影が一斉に動き出した。次々と触手を伸ばし、間断のない連続攻撃を少女に見舞う。

「あは！　すごいね！　さすがに今度は避けるのが精一杯だよ！」

　徐々に追い込まれ、余裕がなくなっていく中で、少女はさらに顔を輝かせた。

　相手が強いことが、心の底から嬉うれしいという様子だった。

　戦闘欲──とでもいうのだろうか。

　今までのどの流罪者エクシリオとも異なる雰囲気を、少女は持っていた。

　バートリは戦闘を楽しんでいたように見えるが、それは相手をいたぶり、屈服させることが目的。戦闘自体を楽しんでいるわけではなかったはずだ。

　だが、少女は違う。まるで、戦いそのものが彼女にとっての遊びのようだ。

　その異様さは理り愛あも感じていたのか、信じられないものを見るような顔をしていた。

「なんなの、あの子……？」

「……わからないが、今は様子を見よう。相手の正体も、目的もわからない。下へ手たに手出しするのは危険だ」

　そう言って、暁あき斗とはちらりと、背後の夕ゆう凪なぎを見る。

　彼女もまた、固唾を飲んで状況を見守っているようだった。

（……本当は色々と、話したいことがあるんだけどな）

　それが許される状況ではないのは、さすがの暁斗も理解していた。

　とにかく今は、星喰の檻エクリプセ・ソラールを流罪者エクシリオの手に渡さず、そして場合によっては、夕凪に降りかかる火の粉を払う。

　そのために、暁斗は夕凪から視線を外し、前を向く。

　すると、今まさに状況が一転する瞬間だった。

　影たちの猛攻から身をかわし続ける少女の動きを阻むように、積み上がっていた瓦が礫れきの山が崩れたのだ。

　逃げ場をなくす少女。そこへ、触手の一斉攻撃が襲い掛かり──。

「うふふ。これで終わり、ね。今のは『絶対』に避けられないわ」

　瓦礫が崩れた衝撃で土煙が舞い上がり、よく見えずにいたが、バートリは勝利を確信していたようだ。

　しかし暁斗の目は、それを追っていた。

　──上。少女は数メートルも飛び上がり、難を逃れていた。

「避けられないと思った？　残念！　まだ逃げ場が残ってたよ！」

「な、なんですって!?　いったい、どうやって……!?」

　驚きよう愕がくに目を見開くバートリ。その傍らに着地した少女は、すかさず両腕を閃かせて。

　ごきり、と、なにか固いものが折れる音がした。

　一瞬にして、その場の空気が凍り付く。あどけないバートリの顔が、真後ろを向いていたのだ。人間の身体からだの動く範囲を超えているのは明らかだった。

　──折れている。そのことに最後まで気付かなかったのは、バートリ本人。

「え……？　なに、が…………？」

　ぐるんと壮絶な白目をむき、脱力したバートリの身体が血のバスタブに沈んでいく。

　あまりにも呆あつ気けない、バートリの最さい期ご。

　だが、彼女の眷属こどもである影たちが次々と溶けて霧散していく光景は、バートリが絶命したことを雄弁に物語っていた。

　それを見た少女は、にっこりと笑った。

「やっぱりね。あの影は、いくら倒しても無駄だと思ってたんだ。やるなら一撃必殺で大元を……ってね」

　そして、ぐるりと全員を見回して。

「さ、一人は殺したよ。これで、あたしも混ぜてくれるよね？」

「……ああ。どうやら場違いなのは、バートリの嬢ちゃんだったみてぇだな」

　答えたアル・カポネは、値踏みをするように少女を見つめる。

「一瞬で首をへし折るとはな。暗殺術、いや、拳法か？　それに、バートリの嬢ちゃんの殺やり方を即座に見抜く、頭の回転の速さ……嫌いじゃねぇぜ」

　アル・カポネは、ちらりと瓦が礫れきの山に視線を移す。

　土煙の収まったそこには、瓦礫の間に挟まり、長く飛び出した板があった。

「いいぜ。認めてやる。たとえ、まぐれみてぇな『幸運』に助けられたとしても、な」

「ああ、ジャンプに使った板のこと？　思ったとおり、よくしなって、高く飛べたよ」

　九死に一生を得たばかりだというのに、けらけらと少女は笑う。

　アル・カポネは、クッと短く笑って、マシンガンの銃口を少女へ向けた。

「だがな、そんなまぐれは二度も続かねぇよ。アンタの拳法がどれだけだろうと……素手じゃあ『絶対』に、飛び道具こいつには勝てねぇ」

　言うが早いか、鉛玉を乱射。

　対する少女は顔色ひとつ変えず、避けようともしない。少女が行ったのは、わずかな動作──落ちていた鉄パイプを爪つま先さきで蹴けり上げ、つかむこと。

　だが、少女とアル・カポネの距離は遠い。武器を手にしたとしても、どうにかできる間合いではない。

　アル・カポネも、そう思ったのだろう。余裕の笑みを崩さない。

　しかし、その直後。彼の笑みが凍り付いた。

　少女は手にした鉄パイプを振るって、何十発という弾丸をすべてたたき落としたのだ。

　あまりに衝撃的だったのか、アル・カポネの指が引き金から外れ、銃声が止やむ。

「あたしが素手だから勝てると思った？　残念！　『実は』あたし、剣も使えたんだよね」

　不意に訪れた静寂の中、少女はにっこりと笑って。

「銃が剣より強いとか、嘘だと思わない？　だって銃の弾って、まっすぐにしか飛んでこないもの。銃口の向きさえ見切っちゃえば、どうとでもなるよ」

　さらりと言い放はなたれた言葉に、暁あき斗とは背筋を震わせた。

　確かに理屈の上では、少女の言うとおりだ。けれども、超高速の銃弾を見切る動体視力、速く正確な剣さばき──どれも人間業ではない。

　少なくとも、暁斗に同じことができる自信はなかった。

（なんて流罪者エクシリオだ……。とんでもなく強い！）

　真っ正面から戦っても、勝てるかどうか。

　同じような思いを抱いていたのだろう。理り愛あも、アル・カポネも、戦せん慄りつした表情を浮かべていた。

「あの子、もしかして……」

　ただ一人、夕ゆう凪なぎだけは神妙な顔でそう呟く。

「ここにも、あたしを殺せる人はいないのかなぁ？　あーあ、つまんないの」

　拗すねたように唇を尖らせる少女へ、冷や汗を浮かべたアル・カポネが問いかけた。

「アンタ、いったい何者だ……？」

「あたし？　あたしは、メアリー・スー。あたしを殺せる、強い人を探してるの」

「……やっぱり、最悪の流罪者エクシリオ」

　納得した様子の夕凪へ、暁斗と理愛が視線を向ける。

「メアリー・スーって、前に夕凪が話してくれた……!?」

「反則みたいな『偶然』とか『実は』ばかりで話を滅め茶ちや苦く茶ちやにするっていう、あのキャラクター？　なんでそんなのが流罪者エクシリオになってるのよ!?」

「流罪者エクシリオは、現実の人たちが嫌って、世界から追放した存在。だから、ファン・フィクションの『悪者』として嫌われてる彼女が、喪失世界にいても……不思議じゃない」

　静かな声と口調で夕凪が答えた。

　それを聞いていたのか、アル・カポネは苦々しげな表情を浮かべる。

「反則、か……。そいつぁ、厄介な相手だぜ。こうなったら──」

　クッ、と短く笑って、アル・カポネは反転。背を向けて逃げ出した。

「オレは抜けるぜ！　ギャングはな、勝てる戦いしかやらねぇんだ！」

「えー、逃げるの？　あたしのこと、殺してみせてよー！」

　拗ねるようなメアリーの声に、アル・カポネは振り返りもせずに去っていった。

「ちぇー、つまんないの。……いいよ、もう。そっちの人たちと遊ぶから」

　メアリーの視線が暁斗たちに向けられたと思った──次の瞬間。

　彼女の姿が、陽炎のように揺らぎながら消えた。

「えっ!?　なにが起きたの!?」

「理り愛あ！　危ない！」

　戸惑う理愛の前に暁あき斗とは躍り出て、刀を振るう。

　──剣けん戟げき音。振り下ろされた鉄パイプの一撃を、どうにか暁斗の刀が防いだ。

　メアリーは目にも留まらぬ速さで地を駆け、横から大きく回り込んできていたのだ。

　攻撃を防がれたにもかかわらず、メアリーは花開くような笑顔えがおで。

「すごいすごい！　よく防いだね！」

「……まぁ、な」

　とは言うものの、暁斗も彼女の残像をわずかに捉とらえた程度。動きを目で追えていたわけではない。

　今のは、攻撃を捨てた完全な防御の型──刀と小こ太だ刀ちを交差させた構えだったから、どうにか耐えられただけだ。

（だけど、守ってばかりじゃ……！）

　苦境の暁斗をさらに追い込むように、メアリーはにやりと笑う。

「じゃあ、次は……本気出しちゃおうかな！」

　後方に跳躍して距離をとったメアリーは、その距離を維持して、暁斗たちの周囲を円形に回り始めた。

　その速度が段々と上がっていき──やがて、何人ものメアリーが現れた。

「驚いた？　分身の術！　ってね！」

「な、なによそれ!?　反則じゃない！」

　理愛は何人ものメアリーを次々に指さしながら、憤いきどおりをぶつけていた。驚きを通り越し、怒りに変わったようだ。

「あはは！　反則じゃなくて、目の錯覚だよ！　ヘリコプターの上の棒が回ってるところ、見たことない？　本当は二本とか四本しかないのに、すごい速さで回ってると、いっぱいあるように見えるでしょ？」

「ふざけないで！　屁へ理り屈くつにも程があるわよっ!?」

　もっともな理愛の指摘に、夕ゆう凪なぎがふるふると首を横に振った。

「でも、それがメアリー・スー。でたらめな理屈で、できないことをやってのける」

「……あぁ、もう！　本当に厄介な相手ねっ！」

　吐き捨てるように言った理愛は、むしり取るように眼帯を外して。

「いいわ！　そっちが反則ばかりなら、こっちも容赦しないわよ！　《嘲笑の魔眼ラグリマ・ラステイマ》!!」

　発動したのは、未来を予知する能力。

　金色に光る理愛の左目は、数秒先のメアリーの姿を──彼女の本体が存在する場所を捉えたのだろう。

「戒いましめなさい！　《冷酷な鎖カデナ・クルエルダー》!!」

　すかさず放はなたれた鎖が見事にメアリーへ巻き付き、その拘束に成功する。

「ひゃ!?　っと、っと！」

　上半身の動きを封じられたメアリーは、足を踏ん張って制動。超高速で走り回っていた勢いを弱め、どうにか倒れるのを防いだ。

　そして生じた、その大きな隙すきに。

「暁あき斗と！　今よ！　『絶対』に逃がさないで！」

「ああ！」

　ぴたりと息の合った連携攻撃。

　理り愛あの声が発せられる瞬間には、既に暁斗は走り出していた。

「絶技弐に式──《疾風迅雷トレノ・ラフアーガ》!!」

　矢のような鋭い突きの一撃。

　対するメアリーは、動揺の欠片かけらも見せなかった。

　食くい込むほど、きつく締しめ付けていた鎖。だが、メアリーが身体からだをよじると──いとも簡単に鎖から抜け出てしまった。

　自由の身になったメアリーの視線に貫かれ、暁斗は背筋が凍った。

　──このまま突撃したら迎撃カウンターをもらう。

　そう予感した暁斗は、斜めに転がるようにして攻撃を中断。横倒しになりながらメアリーの手元を見ると、鉄パイプが大きく突き出されていた。

　やはり、あのまま攻撃していたら、暁斗の顔面は砕かれていただろう。

　完璧だったはずの連携攻撃が破やぶられ、理愛も目を丸くしていた。

「う、嘘でしょ!?　どうやって鎖から抜け出したの!?」

「『実は』あたし、すっごく関節が柔らかくて、縄抜けとかできちゃうんだよね」

　卑怯じみた『隠された能力』を、メアリーはさらりと告げた。そして、起き上がったばかりで体勢の整わない暁斗へと、鉄パイプを振りかぶって襲い掛かる。

　だが、暁斗にとっては、逆にチャンスだった。

　メアリーの動きが、目で追えていたのだ。目の錯覚を起こすほどの超高速の動きを、つい直前まで見せつけられていたおかげで、目が慣れていた。

（このタイミングなら──いける！）

　瞬時に判断した暁斗は、左手の小こ太だ刀ちを逆手に持ち変えて。

「裏・絶技壱いち式──《清風緩衝セレナ・セフイーロ》!!」

　さっきのお返しとばかりに、暁斗も迎撃カウンターの絶技を放つ。

　あのランスロットも圧倒した一撃だ。今度こそ、暁斗は勝利を確信する──が。

「なぁんて、ね」

　メアリーの手から、鉄パイプがするりと抜け落ちる。

　そして、開かれた手は腰こし溜だめに引かれ、一直線に突き出された。

　──掌しよう底てい。剣術から体術への突然の変更に、暁あき斗との迎撃は完全にタイミングを逃して失敗した。メアリーの手のひらが、暁斗の鳩尾みぞおちに突き刺さる。

「ぐっ……!?」

　掌底による広い面の衝撃が、人体の内部まで浸透し──臓器を破壊する。

　暁斗の心臓は、二、三秒間、その鼓動を停止した。

　全身の血流が滞り、脳への酸素供給が不足。結果、暁斗は一時的な意識障害に陥った。

　揺れる視界。不快な耳鳴り。暁斗は地面に倒れ込む。

「あはは。ダメだよ、必殺の一撃のときに、そんな勝ち誇った顔したら。なにかあるって警戒するのは、当たり前だよ」

　メアリーがなにか言っているようだが、暁斗の耳には届かなかった。

「墓碑銘セメンテリオにしては楽しめたけど、もう終わりかな？　それじゃ、そろそろ……」

　おもむろに鉄パイプを拾い上げたメアリーは、無防備な暁斗へと振りかぶって。

　その瞬間、黒いなにかが伸びてきて、メアリーの腕に絡からみついた。

　全員の視線が一点を向く。そこには、一体残らず霧散して消えたはずの、黒い影の怪物がいた。

「……うふふ。わたくしとしたことが、とんだ醜態をさらしてしまったようね」

　血のバスタブに沈んでいたバートリの死体が、ゆらりと起き上がった。

　折れて真後ろを向いていた首が、油の切れた機械のようなぎこちない動きで前を向く。

　その顔に死相はない。まるで微笑の中に激しい怒りを燃やすような、壮絶な表情を浮かべていた。

「う……」

　そのとき、ようやく暁斗の意識が戻った。

「暁斗！　大丈夫!?」

「あ、ああ……。なんとか、な……」

　駆け寄ってきた理り愛あに肩を借りて起き上がる。

「あれは、バートリ……？　まさか、死んだはずじゃなかったのか!?」

　暁斗は目を見開き、驚きよう愕がくした。

　まさかの復活を遂げたバートリに、メアリーも目を輝かせる。

「生き返ったの!?　すごいすごい！　ちゃんと殺したと思ったのに!!」

「甘く見ないでくださるかしら？　わたくしは高貴なる不死の一族、ヴァンパイアなのよ？　……もっとも、この姿は本来の姿ではなくてね。復活に時間がかかってしまうの」

　そう言って不敵に笑ったバートリは、ぱちんと指を鳴らす。

　すると、影の怪物とバスタブの血が、弾はじけて混ざり合った。その赤黒いシャワーを全身に浴びると──バートリの四肢が、急激に伸びた。

　わずか一瞬で、バートリは幼い少女の姿から、赤黒いパーティドレスをまとう妖よう艶えんな美女へと変へん貌ぼうした。

「いかが？　これが、わたくしの真の姿。そして、真の力」

「あはは！　いいね、すっごくおもしろいよ！　それじゃ、また戦おっか！」

　わくわくを抑えられないとばかりに、メアリーがバートリへ飛び掛かる。

　振り降ろされた鉄パイプを、バートリは……避けなかった。頭部は眼球に達するまで叩たたき割わられ、その美び貌ぼうが無む惨ざんに崩れる。

「え？　殺しちゃった？」

「……うふふ。言ったでしょう？　これが、わたくしの真の力と」

　無事だったバートリの唇が言葉を紡つむぐと、その手がメアリーの鉄パイプをつかみ、紙のようにぐにゃりと折り曲げる。

　バートリは生きていた。まるで動画の逆再生のように、その顔と頭部が再生していく。

「今のわたくしは、完全なる不死。どんな傷だろうと、たちどころに治ってしまうのよ」

　にやりと笑うと、鋭い牙きばが見えた。

「さぁ、あなたの血を吸って、わたくしのペットにして、あ・げ・る」












「うわ！　本当に吸血鬼なんだ！　殺されるならまだしも、ペットになるのは嫌だなぁ」

　メアリーは飛とび退のくが、バートリは逃すまいと追いすがる。

　そして、ついにメアリーを壁際まで追い詰めて。

「うふふ。もう『絶対』に逃げられないわよ。観念して、わたくしのものになりなさい。いじめつくして、かわいがってあげるわ」

　狂気じみた笑みを浮かべたバートリは、メアリーの両肩をつかんだ。

「うわわっ！　これってもしかしてピンチ？　おもしろいね、すっごく！　……でも！」

　逃げ道を作ろうとしたのか、メアリーが背後の壁を叩たたく。穴は容易たやすく開いたものの、人が通れる大きさではなかった。

　万事休す。メアリーもついに観念したのか、牙きばを突き立てようとするバートリを振ふり解ほどく様子もない。

　このまま決着か──と、暁あき斗とたちが思った、そのとき。

「きゃああああっ!?」

　突然、バートリが悲鳴を上げ、よろよろとメアリーから離れた。

　その胸に突き刺さっているものを見て、夕ゆう凪なぎはぽつりと。

「……銀の杭くい。ヴァンパイアを完全に滅ぼせる、数少ない武器」

　その言葉のとおり、バートリの身体からだからは黒い煙のようなものが吹き上がり、今まさに消えようとしていた。

　苦悶の表情で、バートリは問いかける。

「ど、どうして、そんなものが……？」

「これ？　『偶然』にも、この壁の中にあったんだよね」

「嘘、でしょう……？　銀の杭なんて……どこにでもあるようなものでは……」

「そう？　でもさ、この建物のどこになにがあるか、あなたは正確に知ってて、事細かに『想像』できる？　できないよね？　だったら、どこになにがあっても、不思議じゃないと思わない？」

　相変わらずのメアリーの言い分に、暁斗は戦せん慄りつした。

　呆あきれるほどの屁へ理り屈くつ。

　だが、それで勝ててしまうのが、メアリー・スーだった。

「ああ……。こ、こんなことで……この、わたくし、が…………」

　絶望の表情を浮かべながら、バートリは塵ちりひとつ残さず消滅した。

　同情など一片もできるような相手ではなかったが……それでも、こんな理不尽な最さい期ごを見せられては、憐あわれみを禁じ得なかった。

（次に、ああして殺されるのは……俺かもしれない）

　緊張の面持ちで、暁斗がメアリーの動きを警戒していると。

　クッ、と聞き慣れた笑い声が、どこからか響いてきた。

　見ると、瓦が礫れきの山の上──宙に浮かぶ星喰の檻エクリプセ・ソラールの真下に、逃げたはずのアル・カポネがいるではないか。

「おー、おっかねぇ。バートリの嬢ちゃんが、あんな呆あつ気けなく……。オレの行動は正解だったなぁ」

　そう言って見下ろすアル・カポネを、メアリーは指さした。

「あっ！　あのとき逃げた人！　もー、戻ってきたなら、あたしと遊ぼうよー！」

「冗談じゃねぇな！　オレがみっともねぇ演技までしたのはよ……こいつをもらい受けるためさ！」

　アル・カポネは、頭上に向かって手を伸ばす。

　──星喰の檻エクリプセ・ソラールを手に入れるために。

　暁あき斗とが彼の言葉と行動の意図を理解し、阻止しようと動き出したときには、既にすべてが遅かった。

「星喰の檻エクリプセ・ソラールよ！　オレに力を！　そして現実から、『アレ』を奪ってこい！」

　命じるように叫ぶと、星喰の檻エクリプセ・ソラールは一度、応えるように脈動して──闇やみが爆はぜた。

　荒れ狂う漆黒の濁流が収まると、トレンチコートの背には黒輪が宿っていた。

　ランスロットのときと同じだった。アル・カポネが星喰の檻エクリプセ・ソラールと同化し、その力を得て。

　そして現実から、本来ならば喪うしなわれるはずのない『なにか』が、奪われた。

「クッ。これでいい。あとは……」

　ちらりとメアリーに視線を送ってから、アル・カポネは闇に溶けるように消えた。

「えー、やっぱり逃げるんだ。つまんなーい」

　拗すねた様子のメアリーに、暁斗はふと、違和感を覚えた。

「悔しがるのは、そこなのか……？　あいつも星喰の檻エクリプセ・ソラールが目当てだったんじゃないのか？」

「メアリーは、最強だから。力なんて、いらない」

　それまでずっと沈黙を保っていた夕ゆう凪なぎが、暁斗の言葉に答えた。

「絶対に勝ってしまう、忌いまわしい宿命だから。それを破やぶってくれる、強い相手を……自分を殺す『誰か』を、求めて、戦い続ける」

　夕凪はメアリーに、どこか同情しているようだった。

　人々から忌み嫌われ、この喪失世界に追放された存在。それが流罪者エクシリオだと、夕凪は言っていた。

　だとしたら、自分も流罪者エクシリオと同じだと言った夕凪も、忌み嫌われた存在なのだろうか？

　──そうは思えない。

　少なくとも暁斗には、目の前の夕凪は生前と同じに映った。

　暁斗の想おもいに深く共感し、自分のことのように感じてくれた、感受性豊かな少女のままだった。

「夕ゆう凪なぎ……」

　強敵が目の前にいることも忘れ、暁あき斗とは言葉をかけてしまう。

　だが、それを許さなかったのは──メアリーではなく、夕凪だった。

「《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》──転移トレンテ」

　夕凪が命じると、手にした黒輪が暁斗と理り愛あ、夕凪の頭上を旋回。

　すると三人の頭上に、転移時の黒輪が出現した。

　だが、喪失世界の滞在時間は約一時間。今日きようはまだ残っているはずなのに。

（ランスロットを倒した直後と、同じだ……）

　では、あのときもこうして、夕凪が転移の門を無む理り矢や理りに開いたのだろうか？

「星喰の檻エクリプセ・ソラールは、奪われた。わたしがいる理由も……暁斗くんたちがいる理由も、ない」

　夕凪はそう告げると、ちらりとメアリーを見て。

「それに、あの子は危険。戦わない方が、いい」

「待ってくれ、夕凪！　俺はまだ、話したいことがたくさん──」

　夕凪はなにをしようとしているのか。

　あの、恐るべき力を持つ星喰の檻エクリプセ・ソラールを、どうして所持しているのか。

　どうして、アル・カポネたち流罪者エクシリオに、それを渡そうとしたのか。

　だが──。

「……暁斗くん」

　暁斗の言葉を遮さえぎる夕凪。その表情を見て、暁斗は息を飲む。

「……もう、わたしに関かかわらないで」

　それは──明確な拒絶。暁斗と会話する意思はない、とばかりの。

「そんな……夕凪、どうして……」

　夕凪を孤独にしない、と。

　彼女の抱えるつらさや寂しさも分かち合うと、あのとき誓ったのに──。

　失意の中、暁斗は転移の闇やみに飲み込まれていった。





※　※　※






　暁斗と理愛は、現実世界の自宅に戻ってきた。

　色々なことがありすぎて、食事はまともに喉のどを通らない。

　食器の片付けもそこそこに、理愛は浴室に干してある下着を片付け、風呂を沸かし始めた。彼女の気持ちはわかる。身体からだも頭も疲れ切った今、必要なものは休息の他にはない。

「……先、入るわよ」

「……ああ」

　リビングのソファーに沈み込み、思案する暁あき斗とへ、理り愛あはそう声をかけた。

　やがて、微かに響いてくるシャワーの水音。聞き慣れたそれに、暁斗は次第に現実感を取り戻していく。先ほどまでの激闘が、まるで嘘のようだ。

　だが、心の奥底には、いつまでも疼うずきが残っていた。

　ようやく出会えた夕ゆう凪なぎと、不幸にも出会ってしまった最悪の流罪者エクシリオの記憶で。

「ミルクティー、淹いれるけど……飲む？」

「……ああ」

　風呂上がり、理愛は姿勢が変わらないままの暁斗に気付いたのか、気遣うような言葉をかけてくれた。無下に断ることもできず、暁斗は言葉少なに頷うなずいて。

「……はい、どうぞ。砂糖は二個でよかったのよね」

「……ありがとう」

　ソファーの前に置かれたガラステーブルの上に、湯気を立てたカップがふたつ並ぶ。

　理愛はそのまま、暁斗の隣、少しだけ距離を置いてソファーに座った。

　ほんの少し前まで、家の中には、暁斗の仕事が決まった喜びで満たされていた。

　しかし今は、お互いに無言。火が消えたように静かだった。

「わたしたち……きっと、夕凪さんに助けられたのよね」

　濡ぬれた髪をヘアクリップでまとめた理愛からは、シャンプーの甘い香りが漂う。愛らしいネグリジェからちょこんと覗いた素足は、血色のよい薄紅を帯びていた。

「ああ……。あのままメアリーと戦っていたら、俺たちは……」

　最悪の想像に、暁斗の指先が微かに震える。

　理愛も同じ想像をしていたのか、沈痛な面持ちで。

「今回は夕凪さんに助けられたけど、次は……」

「わかってる。次にメアリーと遭遇したときのために、対抗手段を考えておかないとな」

「……それもあるわ。でも、わたしが言いたいのは、そっちじゃない」

　理愛は、はっきりとした意思を帯びた瞳で、暁斗を見つめた。

「次も夕凪さんが助けてくれるとは限らない……。いえ、もっとはっきり言うと──次は夕凪さんがあなたに襲い掛かるかもしれない。そのことについて、考えたことはある？」

「夕凪が!?　いや、そんなことは──」

「ないって、言い切れる？　だって彼女、わたしたちの敵か味方かわからないって、そう言ったのよ？」

　暁斗の言葉を遮さえぎって、理愛が鋭い指摘を投げかけてきた。

「あの子は、自分の意志では動いていないみたい。きっと背後にいる人物……前に言っていた『お父さん』が、彼女に指示を出しているのよ。だとしたら、その人の思惑次第では、もしかしたら……」

　──夕ゆう凪なぎが、敵に回る。

　暁あき斗とにとっては、死よりも最悪の想像だった。

　左手のティーカップが、かたかたと音を立てて揺れる。

　暁斗の激しい動揺に、理り愛あは気まずそうに目を逸そらして。

「……可能性の話よ。でも、けしてゼロではないと、わたしは思ってる」

　理愛の言葉が、暁斗の胸をゆるやかに抉る。

「だって、夕凪さんは、あの『星喰の檻エクリプセ・ソラール』を流罪者エクシリオに渡そうとしていたわ。その理由を、彼女は暁斗に教えようとしなかったじゃない」

「それは、夕凪にも、なにか事情があって……」

　暁斗の言葉が、苦々しく途切れた。

　陽ひ菜なの夢を奪おうとした黒輪を所持するのに、どんな事情があるというのだろう。

「とにかく、俺は、夕凪を……」

　信じたい。わかりたい。何度も繰り返した言葉は、けれど声にならず。

「暁斗」

　理愛は暁斗を見つめ、震える彼の左手を、両手で優しく包み込んだ。

「『お父さん』があなたを敵だと認識したら、きっと、夕凪さんはあなたと戦おうとする。そういう未来が訪れても、けして不思議なことではないの」

　暁斗の知っている夕凪はもういない。その言葉が、痛いほどに思い出される。

「そして……わたしは、もしそんな事態が起こったら、迷うことなく、夕凪さんと戦うわ。あなたを、守るために」

　だから、と。理愛の声は吐息のように吐き出されて。

「もしものときにどうするか、暁斗もきちんと決めておいた方がいいわ。迷い続けているばかりでは……夕凪さんに話を聞くよりも先に、あなたが死んでしまうかもしれない」

　ぎゅっ、と、理愛の手に力がこもる。

　その手もまた、暁斗のように震えていた。まるで、自身の言葉に恐怖するように。

「今すぐに、とは言わない。でも、次にいつ夕凪さんと出会うか、わからないから……できるだけ早く、ね」

「理愛……」

　理愛がゆっくりと手を離していく。暁斗は、なにも答えられないままだ。

「できることなら、暁斗にはわたしと同じ答えを出してほしいと、そう思うわ」

　苦笑ひとつ、理愛はソファーから立ち上がり、暁斗へ背を向けた。

「暁斗は明日から仕事なんでしょ？　早くお風呂に入った方がいいわ。そうして、ゆっくり休みましょう」

「……そう、だな」

　短く同意して、暁あき斗とは紅茶を飲み干した。

　砂糖が二個入った、甘いミルクティー。

　けれども今日きようは、どこか苦く感じられた。









　　第三章






「おう。来たな、少年」

　翌日の朝。

　初出勤の暁斗を出迎えたのは、ぼさぼさ髪で眼鏡めがねをかけたジャージ姿の女性──中なか邑むら社長だった。

「あァ？　顔色がよくないぞ。まさか、いっちょまえに緊張してんのか？」

「いや……。満員電車って、あんなにきついんですね……」

　噂うわさには聞いていたが、想像以上の苦しさに、暁斗はかなり疲弊していた。なにせ、通っていた高校は徒歩圏内。電車での通学は未経験だったのだ。

　唯一の救いは、昨夜しっかり寝られたことか。満員電車で体力を削られたが、まだ仕事をする体力は残っている。昨日きのう、理り愛あの言葉に従い、早くに休んだのが正解だったようだ。

　考えなければいけないことが多すぎて、寝付けないかと思ったが……布ふ団とんに入った瞬間に眠ってしまった。昨日の戦闘が、それだけ厳しかったということだろう。

　暁斗が内心で理愛に感謝していると、中邑は暁斗の肩をばしばしと叩たたいて。

「ははっ。ま、社会人の洗礼ってヤツだな。すぐに慣れる、つぅか、慣れろ。……と、いうわけでだ。おい、高橋！」

　呼ばれた高橋──暁あき斗との面接をしてくれた、顎あごヒゲが印象的な男性が立ち上がり、会釈と共に近付いてきた。

「斉さい東とうさん。おはようございます」

「あ、はい。おはようございます」

　挨あい拶さつを返すと、高橋はどこか意味深な視線で暁斗を見つめ返した。

　その意図をくみ取れず、困惑する暁斗に、高橋は首から提げている顔写真入りの社員証を指し示す。

「ええと……高橋、さん？」

「はい。挨拶と、相手の名前を覚えることは、社会人の基本です。斉東さんは今日きようが勤務の初日となりますから、ひとつずつ、規則ルールと作法マナーを実践していく必要があります。私の顔と名前は既に一致しているかもしれませんが、これも研修の一環だと思って下さい。もっとも……」

　と、高橋は中なか邑むらへ視線を移し。

「それを実践すべき人間が、もっとも規則と作法に欠けた態度を取っているような気がするのですが……ねぇ、社長？」

　高橋の浮かべた笑みには、わずかに冷ややかなものが混じる。

　きっと、中邑が暁斗に挨拶をしなかったことや、名前ではなく少年としか呼ばないことを、言外に責めているのだろう。

「あァ？　……あー、仕方ねぇな。ってことで、おはよう、斉東くん！」

「はい。おはようございます。……中邑、社長」

　ぶっきらぼうに挨拶をしてきた中邑に、暁斗は戸惑いながらも苦笑を浮かべる。

　──上下関係はあっても、指摘するべきところは、きちんと指摘する。

　昨日きのうから漠然と感じていたが、この空間には学校生活にはない緊張感がある。

　おそらくは、それが仕事をするという意識であり──たぶん、ここはいい会社なのだ。

「では、斉東さんには、これを」

　高橋が手渡してきたのは、暁斗の社員証だった。しかし高橋たちのとは異なり、顔写真がなく名前だけ。なにかの手違いだろうか。

　すると高橋は、そんな暁斗の疑問を見抜いていたように。

「しばらくは仮入社の研修期間です。それが終われば、本入社として、顔写真入りのものに変わります」

　つまり、社員証に顔写真が入って、ようやく一人前として認められるということだった。

（俺にどこまで仕事が務まるか、まだわからない。だけど……まずは、この会社の一員に加われるよう、がんばろう）

　庇ひ護ごを喪うしない、放り出された世界の中。一人でも生きていけるくらい、強くなるために。

　そう目標を立てたところから、暁あき斗との初仕事が始まった。




　一台のノートＰＣが置かれただけの机。それが暁斗の席だった。

　このＰＣでネットに繋つなげ、おもしろそうな情報を拾い集めてくる。それが業務内容だ。

　まずは一日、自由にＰＣを使ってもらい、暁斗がどんな情報を探してくるか見てみたい──と、高橋は研修内容を伝えて、自分の席に戻っていった。

　仕事に対する最初の印象は──たったこれだけなのか？　ということ。

　だが、いざ始めようとした途端、あっという間に暁斗は途方に暮れてしまった。

　おもしろい情報とは、いったいなんなのか。改めて考えると、それが答えのない問いに近いものだと気付いたのだ。

　つきっきりであれこれ指示を受けた方が、よほど楽だったのではないだろうか。

　どうしたものか。暁斗は真っ暗なままのディスプレイを睨にらみつけた。

　研修中でも時給は発生している。悩んだままでは、ろくに仕事もしないのに給料だけ発生する、会社にとって無駄な人材になってしまうのは間違いないだろう。

　それだけは、なんとしても避けたかった。暁斗は慌ててＰＣを立ち上げる。

（……もしかしたら。考えるのも、仕事のうちなのかもしれないな）

　ネット閲覧用のブラウザを起動するうちに、やがて、暁斗はそう感じ始めていた。

　ブラウザにはあらかじめ、いくつものサイトがブックマークに登録されていた。

　だが、情報を集めるには必ひつ須すと思える、検索エンジンがない。

　ＵＲＬを直接入力したりと色々試してみたが、使用できる気配はなかった。

（まさか、わざとアクセス制限が掛けてあるのか？）

　この会社が認めた、安心、安全なサイトにだけ繋がるように。

　自由にインターネットを利用できると、うっかり危険なサイトに繋げてウイルスに感染する可能性も高まる。そのリスクを回避するためだろう。

　試しに登録されているブックマークをクリックすると、なんの問題もなく表示された。

　高橋は自由に──とは言ったが、それは限られた範囲内での自由という意味だった。

（……そうだよな。遊びでやるんじゃないものな）

　これは仕事だ、と気を引き締しめ、暁斗は真剣な表情で画面に向かい、『おもしろい情報』を自分なりに模索していく。

　だが、それから三時間後──。

（なるほど。掌しよう底ていの短所は、リーチの短さだったのか。だったら、あのときは……）

　違う意味で、暁斗は真剣になっていた。

　閲覧していた情報の中に、格闘技の特集があったのだ。その中には、昨日きのうの戦闘の際、メアリー・スーが繰り出した掌しよう底ていについても、幾ばくかの情報が記載されていた。

　それを見てしまったのが運の尽きだ。アクセス制限に引っかからない範囲で、リンクを辿れるだけ辿り、格闘技の情報ばかり集めてしまっていた。

　だが、そのとき。

「斉さい東とうさん。調子はどうですか？」

「え!?　は、はい。調子は、まぁ、その……」

　背後からかかった高橋の声に、暁あき斗とは一瞬で我に返る。

　まずい、と思った。今まで、暁斗は完全にこれが仕事だということを忘れていた。

　今の暁斗にとって、格闘技の情報はおもしろい──もとい、強く興味を惹かれるものだ。

　しかし、他人にとってはどうだろうか。例えば、今、後ろにいる高橋には？

　暁斗がおそるおそる振り向くと、高橋はディスプレイに映る格闘技の記事を眺め、

「斉東さんは、格闘技に興味がおありなんですね。あなたは、これらの情報をどんな風におもしろいと感じているか、言葉で説明できますか？」

「それは……難しい質問、ですね」

　暁斗が情報を集めた理由は、メアリーに勝つ方法を模索してのことだった。しかし、それを素直に話せるはずもなく──なにより、今の暁斗からは仕事という考えがすっぽり抜け落ちていた。その結果は、暁斗が多少、格闘技に詳しくなったというだけだ。

　こんなもの、給料をもらえる仕事であるはずがない。黙り込んでしまった暁斗に、高橋は苦笑を浮かべる。

「なにが問題か、指摘しなくてもよさそうですね。次からは、その気持ちを忘れずに……」

「……お、格闘技系か。こりゃまた、クソみたいに古臭い方向性だな」

　高橋の声に割り込んだのは、社長である中なか邑むらの声だった。いつの間にか暁斗の真横に立っていた彼女は、強引に手を伸ばし、暁斗の手元からマウスを奪い、次々と画面を遷移させていく。

「単純な実践や技術じゃつまらない。が……ふむ、これなら使えるんじゃねぇか？」

　中邑が画面に表示させたのは、暁斗が閲覧していたうちのひとつ、女性の護身術に関する記事だった。

　一瞬の出来事に暁斗がぽかんとしていると、中邑はニヤリと笑みを浮かべ、分厚い眼鏡めがねを光らせる。

「いいか、少年。おもしろいものってのは、どこにでも転がってるんだ。いいや、この世界にあるものは、なんだっておもしろい。それこそ、突き詰めれば突き詰めるほどにな」

　だが、と。中邑はぼさぼさ髪を揺らすように、大仰に首を振って。

「それを誰かに伝えるのは、とんでもなく難しい。この仕事は、画面の向こうの客に『おもしろさの入り口を伝える』ことをカネにするもんだ。そのために必要なのは、ただ知識を集めてなにかに詳しくなることじゃねぇ。その本質を、きっちり見極めることなんだよ」

「でも……その情報が、格闘技でも構わないんですか？　もっと他の人みたいに、グルメとか、芸能人の情報とか……」

「あァ？　そんなもん、他のスタッフで間に合ってんだよ。少年がそいつらより詳しいっていうんなら話は別だが、違うだろ？」

　暁あき斗とが頷うなずくと、中なか邑むらはおもむろに、暁斗の隣、空いていた椅い子すに腰かけた。

　改めて中邑と向き合い、暁斗は気付く。眼鏡めがねの奥の瞳が、まっすぐ自分を見据えていることに。彼女は、話をするために視線の高さを合わせてくれたのだ。

　──この人は、ちゃんと自分の話を聞いてくれる。

　暁斗はふと、そんな安心感を覚えた。

　学校の教師や、暁斗の両親とは違う。自分が子供だからと、上から目線で接してくる大人ではない。

　中邑は、暁斗が初めて出会うタイプの大人だった。

「ここは学校じゃねぇ。同じ分野で競い合って、優劣をつけたところで、一銭の得にもなりゃしねぇ。……余よ所そにはそういう職場もあるかもしれねぇが、少なくとも、ここは違う」

　中邑は、ぐるりと周囲を見回して。

「いろんな机があっても、同じような机は存在しねぇだろ？　ここは一人一人、それぞれの自由な方法で成功すりゃいい。私は、そういう場所を作りたくて、この会社を作ったんだよ」

　その言葉に、暁斗は改めて、面接のときに言われたことの意味を実感した。

　──机の上は、その人それぞれの『価値観』だと。

「だから、俺は……俺しか興味のないことを追求してもいい。その代わり、そのおもしろさを誰かに伝えるために、努力しなきゃいけないんですね」

　暁斗の言葉に、中邑はニヤリと口の端はを持ち上げて。

「ま、そういうこったな！　この会社はベンチャー企業だ。大企業がやらないような新しいこと、変わったことにチャレンジしてこそ、カネも意味も生まれるんだよ。忘れんな」

　真しん摯しに語りかける中邑は、励ますように暁斗の肩を軽く叩たたく。

「今、お前が見つけた記事じゃ、閲覧数はせいぜい数百に届くかどうかってとこだ。だが、お前の机が『好き』で埋め尽くされたら、どうなるか……ま、期待してるぜ？　で、高橋！　昨日きのうの『グルメ』カテゴリ、ありゃなんだ！　時間帯の記事が重複してるぞ！」

「はい、すぐに調査します！　……まったく、社長にも困ったものですね。本来なら斉さい東とうさん自身の力で気付いていただきたかったことを、すべて口で説明されてしまいました」

　いくつかの指示を飛ばすと、中邑は急ぎ足で社長室へと戻っていった。残された高橋が、苦笑混じりにため息をつく。

「もっとも、頭で理解することと、実践することは別です。がんばってくださいね」

　簡素なねぎらいを告げ、高橋もまた自分の席へと戻っていった。

「……ベンチャー企業、か」

　二人の姿を見送りながら、暁あき斗とはふと、両親から受けていた、呪のろいのような言葉を思い出していた。

　──凡庸なおまえには就職しか道がないのだから、勉強して必ず大企業に入れ、と。

（そういえば、「ベンチャー企業なんてギャンブルと変わらない」って、鼻で笑ってたことがあったな……）

　この会社の仕事には、定型が存在しない。暁斗は今日きようの業務の中で、そのことをずっと恐れていたことに気付いた。

　きっと、自分が飛び込んだ新しい世界の中に正解が存在しないことが、怖かったのだ。

　嫌っていたはずの両親の価値観が、ずっとこびりついていたのかもしれない。

　両親の語る将来設計から外れた道を歩んだ時点で、自分は落ちこぼれ、価値のない存在だと、暁斗はずっと心のどこかで思っていた。

（……だけど、そうじゃなかった）

　両親の価値観が世界のすべてではない。

　何故なら、ここには、暁斗の価値を認めてくれるかもしれない人たちがいる。

　そして──価値がないのなら、今から自分の手で作り出せばいい。

　中なか邑むらなら、高橋なら、きっと暁斗の話を聞いてくれる。わかろうとしてくれる。

　世界に正解は存在しない。誰かといたいと願うそのとき、その相手と同じ孤独を共有する必要はないのだ。夕ゆう凪なぎや、理り愛あと親しくなったときのように。

　ふと、暁斗は心が軽くなり、恐怖から解放された気がした。

（世界って……こんなに広かったんだな……）

　少し視点を変えただけで、そこには暁斗が想像もしなかった、新しい世界があったのだ。

　ここで努力をすれば、きっと、一人で自立するための方法を見つけられる。

（……よし！　がんばろう！）

　とても居い心ごこ地ちのいいこの場所を、本当に、自分の居場所にするために。

　暁斗は気持ちも新たに、ＰＣに向かい、仕事を再開した。




　昼過ぎには、一日四時間のアルバイトである暁斗の業務終了時間が近付いていた。

　午後になれば、喪失世界への転移が起こる。その時刻には、早くて午後二時、遅いときは午後八時過ぎとかなりの幅がある。

　だが、午前中に転移が起きたことは、今まで一度もない。午前中のみの勤務というのは、暁斗にとって絶好の勤務形態だった。

　暁あき斗とは今日きよう一日で見た情報をリスト化すると、報告書として高橋にメールで提出。高橋はこの後、そのリストを精査し、実際のサービスに反映させるための作業を行うらしい。

「お疲れ様でした。社長の言葉の意味をきちんと考えて業務に励んで頂けたようですね。購読者層の分析を添付していただけたようですし、リストの最初と最後で、着眼点がずいぶん変化していると思いますよ」

　この調子で、これからもがんばってください──と。

　帰かえり際ぎわに顔を合わせた高橋からの言葉は、裏表のない賛辞だった。







　それから二週間、暁斗はただひたすら真面目に、業務に励んだ。

　基本的には、興味の赴くまま貪どん欲よくにサイトを巡り続ける。今の暁斗が興味を持っているのは、夕ゆう凪なぎや喪失世界のことがほとんどだ。

　とはいえ、これは仕事だ。興味のある事柄として流罪者エクシリオとして出会った人物──アル・カポネやバートリ、ランスロットの過去や謂れなどを調べ、自分自身と対話をするように、興味の本質を考えていく。

　学校の勉強とは違う頭の使い方だった。一時間も経たつと、すっかり疲れてしまう。

（そういえば、アル・カポネが現実から奪ったものって、なんなんだろうな……？）

　休憩に、と思考を止めた際、ふっと浮かんだ疑問。ランスロットが音楽を奪ったときはすぐに気付くことができたのに、今回は、少なくとも暁斗の周囲に異変は見当たらない。

　だが、つい最近まで存在していたものが、突然喪うしなわれてしまったのだから。

（どこかに絶対、違和感や歪ゆがみはあるはずだ）

　暁斗はそこで思考を切り替え、業務を再開。再び、様々なサイトを巡っていると──不意に、超常現象オカルト系の情報にたどり着いた。

　そこはネットの中でも、特に不可思議な情報が飛び交う魔窟。不用意に手を出したところで、今の業務に役立てることは難しい──が。

「……夕凪!?」

　思わず声に出してしまった。オフィスの何人かが、何事かとこちらを振り向く。暁斗はＰＣの画面に隠れるようにして、まじまじと画像を見つめた。

　夜のためか暗く、全体的にぼんやりした写真だったが、少女がサイドテール──夕凪と同じ髪型をしていることは判別できた。

　そしてなにより、その少女が開いた手の上に浮かべていたのは。

　闇やみ夜の中、淡い燐りん光こうを放はなつ、小さな黒い輪。

　喪失世界で何度も目にした、流罪者エクシリオの象徴──夕凪が自在に操ってみせた《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》だった。

（どういうことだ!?　まさか、夕ゆう凪なぎが喪失世界じゃなく、現実世界に現れた……!?）

　だが、情報を追ううち、暁あき斗とはこの写真がネットにアップロードされた最初の日時が、今年ことしの一月だと知る。夕凪が交通事故で死を遂げる以前だった。

　この写真が真実だとすれば、夕凪は、生きていた頃から黒輪を手にしていたことになる。

　いったい、なにがどうなっているのか。

　だが──これは、考えようによっては絶好の機会だ。

　謎なぞに包まれた夕凪の正体。その背後にいると思われる、彼女の『お父さん』の存在。

　ふたつの重要な情報に近付く手がかりかもしれなかった。

　実際に写真の場所に行ってみれば、もう少し詳しいことがわかるかもしれない。

（地元のどこかだとしたら、路上写真サービスを使えば……！）

　だが、職場のＰＣにはアクセス制限が掛かっている。大手検索エンジンにアクセスできない以上、サービスのひとつである路上写真サービスの利用は不可能だ。

　かといって、自分のスマートフォンも使えない。守秘義務を守るため、就業フロアへの持ち込みが禁止されているのだ。また、同様に筆記用具も許可がなければ使用できない。

　苦心した末、暁斗は自分がその画像にたどり着くまでの閲覧履歴を暗記することにした。

「今度は偉人にオカルトか。大人しい顔して、なかなか切り込んでくるな、少年」

　帰かえり際ぎわ、提出リストを確認したのか、顔を合わせた中なか邑むらがそんな風に自分を評価してくれたのが、暁斗は少し……いや、かなり心苦しかった。





※　※　※






　家のＰＣで改めて画像を表示した暁斗は、路上写真サービスを駆使して、場所の特定に成功した。写真に映っていた建物自体は特徴のない民家だったが、庭先には大きな木があり、それを目印に見つけることができたのだ。

　そして、土曜日。会社の休日を利用して、暁斗は写真の場所に赴いていた。

　理り愛あはいない。今日きようのことは秘密にしている。夕凪を疑う彼女に、なんとなく話題を切り出しづらかったためだ。

　抱えた秘密に、胸が痛む感覚は──しかし、次の瞬間、その場所に建つ住宅の表札を目にして吹き飛んでしまった。

「西さい藤とう……！　それじゃ、やっぱり！」

　ここは夕凪の家だ。

　写真の場所を見つけた時点で、暁斗たちが通っていた高校の付近だと知り、もしやと思っていたが、予想は大当たりだった。

（いきなり押し掛けて、どこまで話を聞いてもらえるか、わからないけれど……）

　暁あき斗とは一度、深呼吸をして、藁わらにも縋すがる思いでインターホンを押す。

「はい。なんでしょう」

　インターホンに出たのは、中年女性の声だった。夕ゆう凪なぎの母親だろうか？

「突然すみません。こちらに、西さい藤とう夕凪さんという女の子は住んでいましたか？」

「……あの子が、なにか？」

　暁斗が緊張しながら尋ねると、女性の声が一段低く、警戒心を滲ませたものに変わった。

「俺は、夕凪さんの友人です。今日きようは、少し話を聞かせていただきたいことがあって……」

「お引き取りください」

　それは、あまりにも冷たい拒絶だった。

　インターホンの向こうの女性が母親だとすれば、娘を亡くして悲しんでいても不思議はない。だが、傷を抉るような行いだとしても、暁斗はなんとしても夕凪について知らなければいけないことがあるのだ。

「そこをなんとか、お願いします！　先ほども言いましたが、俺は、彼女の友人で……！」

「あの子に友人はいません。葬儀の様子を見ればわかります」

　ぴしゃりとそう返され、暁斗は言葉を失ってしまった。

　暁斗が夕凪の友人であることは間違いない。しかし、現実世界において、それは既に『喪うしなわれた』関係だった。夕凪は既に亡く、暁斗もまた、高校に通っていた事実を喪失してしまっている。

「とにかく、やっとあの親子から解放されて、ほっとしてるんです。もう放っておいてくれますか」

「待ってください！　それって……！」

　意味深な言葉を残し、インターホンは切れた。

　暁斗は首を傾かしげる。女性の様子は、どこか変だった。

　いきなり訪ねてきた暁斗を警戒しているというよりも、夕凪の話題に触れること自体を嫌がっているような……。

　そして、『あの親子』という言葉。

　あの中年女性は、夕凪の母親ではなかったのだろうか。だが、表札には西藤と出ているし、夕凪がこの家に住んでいたことも認めていた。

　夕凪の謎なぞが、ますます深まってしまった。

　そもそも、夕凪が何故、暁斗たちの高校に転入したのかすら──わからない。いや、もう喪った後だから、思い出せないのかもしれない。

　いてもたってもいられず、暁斗がもう一度インターホンを押そうとした、そのとき。

「あたしの家に、なんか用？」

　背後から聞こえたのは、どことなく夕凪に似た声だった。

　暁あき斗とが驚いて振り向くと、夕ゆう凪なぎと同じ薄茶色の髪の、二十歳くらいの女性が立っていた。

　人形のように整った顔立ちは派手な化粧に彩いろどられ、夕凪の神秘的で儚はかなげな印象とかけ離れているが──それでも、夕凪の面影がある。姉、だろうか。

「はい。俺は、夕凪さんの友人で……少し、お話を聞きたいことがあって」

　暁斗は緊張と戸惑いが織り混ざった頭から、どうにか言葉を引っ張り出す。

　するとその女性は、暁斗の頭から爪つま先さきまで、警戒心を隠すことなくじろじろと眺めて。

「ふぅん。あんた、夕凪と同じ高校の子？」

「……はい」

　躊躇ためらいがちに、それでも暁斗は頷うなずいた。たとえそれが、今では喪失した事柄だとしても、自分と夕凪を結び付けている真実であることには違いない。

　それに──喪うしなってなどいない、と。そうでも思わなければ、立ち続けていられなかった。

　どこか思い詰めた暁斗の表情に気付いたのか、女性は不意に苦笑して。

「ま、いっか。じゃ、立ち話もなんだし、どっか入りましょ」







　ファーストフード店で、暁斗は女性と向かい合わせの二人席に座った。

「斉さい東とう暁斗です。改めて、よろしくお願いします」

「西さい藤とう麻あさ花かよ。……って、同じ名字？」

　夕凪に初めて出会ったときと似たようなやりとり。

　暁斗は、半年ほど前のその出来事を、はるか昔のことのように懐かしく感じた。

「いえ。漢字が違います」

「へぇ、おもしろい偶然だね。なんかちょっと親近感がわいちゃった。夕凪のことなら、なんでも聞いてちょうだい」

「……ありがとうございます」

　自分がちゃんと笑顔えがおを作れているか不安になりつつ、暁斗は本題に入る。

「では、早速ですが。麻花さんは、夕凪さんとは……？」

「親戚。姉妹じゃないよ。夕凪は従妹いとこ。あたしの母さんが、夕凪の父親の妹なんだ」

　麻花は、夕凪の家族関係を次々と語ってくれた。

　夕凪の母親は、まだ夕凪が幼い頃に病気で亡くなったこと。

　父親が一年前に火事で亡くなったことで、遺された一人娘の夕凪が、麻花の家に引き取られてきたこと。

　そして、その父親の人物像は、といえば──。

「夕凪さんの父親が、オカルトに傾倒していたんですか……!?」

「そう。うちの母さん、そんな伯お父じさんのことが、昔から大嫌いだったみたいでね」

　夕ゆう凪なぎの父親がまだ若く、両親や妹である麻あさ花かの母親と一緒に暮らしていた頃。

　人付き合いの得意な人間ではなかった、夕凪の父親。彼が怪しげな本を集め、妙な儀式を行うようになった途端、家中に病気や事故による怪け我がが蔓まん延えんしたのだという。

　死人こそ出なかったものの、家族はオカルトに傾倒していた夕凪の父親を責めて──。

　ほどなく夕凪の父親は自分から家を出ていき、家族に起きていた不幸も、ぴたりと収まったらしい。

「で、うちの母さんは安心して、二十何年とか暮らしてたんだけど……。伯お父じさんが火事で死んだって突然知らされて、一度も会ったことのない夕凪を引き取ることになったわけ。そっからが、また大騒ぎよ」

　夕凪の母親の早すぎる死と、父親の不幸な死。

　オカルト趣味による呪のろいだと、麻花の母親は信じて疑わなかったらしい。

　加えて、タイミングの悪いことに、夕凪が引き取られてきた直後、麻花の母親は階段から落ちて足を折ったのだという。

「この子のせいだ、夕凪は呪われた魔女だ、って、そりゃもうヒステリックですごかったわね。夕凪が交通事故で死んだのも、母さんは自じ業ごう自じ得とくみたいに思ってるはずよ」

　だから麻花の母親は、夕凪の話題そのものを口にすることを拒んで、「やっと解放された」と暁あき斗とに語ったのだろう。あれは、夕凪の死に安あん堵どしていたのだ。

　そこまで語った麻花は、馬鹿馬鹿しいといった感じの苦笑混じりで。

「あんたはさ、どう思う？　あたしは、ただの偶然だと思うんだけどね」

　問われた暁斗は、喪失世界で再会した夕凪が語った言葉を、ふと思い出していた。

　──わたしは魔女。流罪者エクシリオと同じ、忌いみ嫌われた魂だから。

　あんなことを言っていたのも、親戚から受け続けたひどい言葉のせいだとしたら？

　説明もできるし、納得もできる。だが──。

「……ええ。自分も、そう思います」

　言葉の上では同意したものの、暁斗の本心は別のところにあった。

　喪失世界や流罪者エクシリオのことを知る前の暁斗だったら、麻花と同じことを言えただろう。

　だが、今は無理だ。喪失世界という不思議を、暁斗は身をもって体験している。

　それに、なによりも。暁斗の手には、夕凪が本当に魔女かもしれないという証拠──現実世界で黒輪を操る夕凪の写真がある。

　だからさっきの答えは、正しくは「ただの偶然であってほしい」という、願いの言葉だ。

（……俺は、弱いんだろうな）

　暁斗はまだ、夕凪が敵になったときの覚悟を、決められないでいる。

　夕凪にはなにも怪しいことなんかない、敵になんかならないと、そう信じられる要素を求めているのだろう。

　だからこそ、写真の真偽を、確かめなくては。

「あの……ですね。実は……」

　緊張でからからに渇いた喉のどへ飲み物を流し込み、暁あき斗とは続ける。

「麻あさ花かさんに、見ていただきたい写真があるんです」

　──否定してほしかった。

　これは夕ゆう凪なぎじゃないとか、夕凪がしていた別のなにかを見間違えただけだとか。

　麻花は母親とは違い、夕凪のことを悪く思っていないようだ。きっとこの写真も、馬鹿馬鹿しいと笑い飛ばしてくれるはず。

　そんな期待で、真実を知る恐怖を覆い隠した暁斗が、麻花に写真を見せると。

「んー？　……ああ。確かに、うちの庭で、夕凪だね」

　ぴしり──と。暁斗の抱く期待に、亀裂が走った。

「これ、どういう写真？　ＰＣで合成でもしたの？」

「……実は、ですね」

　匿名掲示板にアップされていた、怪奇現象の目撃写真。

　そう伝えると麻花は、笑うでも戸惑うでもなく、無表情で写真を暁斗に返して。

「人ひと魂だまと戯れる少女……か。まぁ夕凪なら、そういうこともあるかもね」

「ちょっと待ってください、麻花さん！　夕凪なら……って、なにか心当たりがあるんですか……!?」

「心当たりっていうか……ああ、やっぱりって感じ？　だってあの子、変わってたし」

　麻花の声はどこまでも普通で、悪意のような冷たさは感じられなかった。

「あたしと夕凪が一緒に暮らしてたのは半年くらいだけどさ、あの子がなに考えてるんだか、結局わかんなかった。こっちから話しかけても、ほとんど無反応だし。ちょっと愛あい想そなさすぎよね。ご迷惑お掛けします、くらい言うでしょ、普通は」

　呆あきれたように麻花は言った。

「それに、夜中に一人で庭に立ってることも珍しくなかったし。もしかしたら、この写真、そのときに撮影されたのかもね」

「彼女がどうしてそんなことをしていたのか、麻花さんは知っていますか？」

　暁斗の問いに、麻花はため息ひとつ、肩を竦すくめる。

「さあ？　……いや、あたしもさすがに気になって、一度、様子を見に行ったことがあるんだよね。で、そのとき。夕凪、泣いてたみたいだったんだけど」

　と、麻花はことさら大きくため息をついて。

「でも、あたしが色々聞いても、なんにも答えないの。それどころか、勢いよく突き飛ばされて、睨にらみつけられて……そういえば、あのときはあたしも怪け我がしたなあ。植木で膝ひざ切っちゃってさ、母さんがすごく怒ってた」

　長話に疲れたのか、麻あさ花かが手元の飲み物をずず、とひとくち啜すする。

「そう、ですか……」

　暁あき斗とは呆ぼう然ぜんと相あい槌づちを打つ。喪失世界での戦闘中ならともかく、現実世界で生きていた頃の夕ゆう凪なぎが誰かに──心配してくれた親類にはっきりとした敵意を向ける様子を、どうしても想像できなかったのだ。

　だが──と。暁斗は、まるで縋すがるように言葉を振り絞り。

「そんな風に夕凪……さんのことを思っていたなら、どうして母親に起きた不幸を、偶然だって言ったんですか？」

　そんなの当たり前でしょ、とばかりに、麻花はきょとんとした顔を返した。

「証拠がないもの。呪のろいだのなんだの、胡う散さん臭くさいオカルトで人を疑うとか、サイテーのことじゃない？　あ、でも……」

　不意に、麻花は視線をさまよわせて。

「今にして思うと、夕凪も父親に似て、怪しい儀式とかやってたのかもね」

「えっ!?　麻花さんは、あの写真のような光景を見たことがあるんですか？」

「いや、そういうんじゃないけど。うちの母さんが夕凪の父親を悪く言うと、あの子ちょっと怒ったような顔したのよ。……でもさ、オカルト趣味の父親よ？　普通の娘だったら毛嫌いしそうなもんじゃない？　でも、そこで怒ったってことは……」

　夕凪自身も父親の影響で怪しげなオカルトに手を出していた、ということだろうか？

「あんまり疑うのもよくないと思って、考えないようにしてたんだけど、さっきの写真見たら、そう思えてきちゃったよ。母さんが足を折ったのも、本当に夕凪が呪ったのかも」

　それにさー、と麻花はテーブルの上に頬づえをついて、げんなりと表情を歪ゆがめた。

「あたしや母さんに限らず、夕凪の近くだとやたら物が壊れたり、怪け我がをする人が出たりするんだよね。だからってわけじゃないけど、あたしも最後はほとんど口利かなかったし。……ああ、でもうちの父さんは怪我しなかったなあ。もしかしたら、夕凪を腫はれ物に触れるように扱ってたおかげかも」

　あたしも下へ手たに関かかわるんじゃなかった、と嘆く麻花に、暁斗はどう言葉を返せばいいかわからなかった。

　暁斗が知っている夕凪の姿は、まるで猫のように気まぐれで、気ままで。

　いると思えば、いない。いないと思えば、いる。

　次々と変わったことをしていたが、少なくとも、そこに憎悪のようなものはなかった。

　けれど。西さい藤とう家にいた夕凪は、違う。

　拒絶し、拒絶され。突き放はなし、突き放され──。

　どちらかといえば、喪失世界で出会い、暁斗を拒絶した夕凪に似ていた。

　なら──暁斗の隣で柔らかく微笑していた夕凪と、どちらが本当の彼女なのだろう？

　困惑は、なおも深まるばかり。

「……お話、ありがとうございました」

　丁寧に感謝を述べて、暁あき斗とは店を後にした。
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「……そう。そんなことがあったの」

「ああ。写真の夕ゆう凪なぎがなにをしてたのかは、結局わからなかったが……」

　その日の夕食時。

　暁斗が昼間のことを話すと、最初こそ「そんな大事なことを秘密にするなんて、ひどいじゃない！」と怒っていた理り愛あも、やがて表情を曇らせた。

「夕凪さんがなにを考えているのか……ますます、わからなくなったわね」

「ああ。ひとつだけわかったのは、夕凪が父親のことを本当に慕っていたことぐらいか。あの夕凪が怒った顔なんて、想像できない。それだけ大切な存在だったんだろう」

「ええ。……そういうのは、少し、羨ましいわ」

　理愛は、ふ、と痛みを堪えるように微笑する。自分の父親のことを思い出したのだろう。

　暁斗も理愛も、父親には嫌けん悪おしか抱いていない。

　父親を悪く言われて怒るというのは、色々な意味で意外な心理だった。

「でも、これでひとつ、はっきりしたわね」

　食事を終えた理愛が、まっすぐに暁斗を見据える。

「夕凪さんは、お父さんには逆らわない。場合によっては、間違いなく暁斗の敵になる」

　二時間ほど前、二人は喪失世界に転移したが、夕凪や流罪者エクシリオには遭遇しなかった。

　正直、暁斗は安あん堵どした。今、夕凪が敵として現れたら、戦うことなんて不可能だ。

　だが、今の状況から目を背け続けるわけにはいかない。

　夕凪が『お父さん』と呼び、背後で命令を下している存在は、本当に彼女の父親だろう。

　そして彼は、家族から迫害に近い扱いを受けていた。その人間性にもよるが、周囲の人間や、現実世界そのものに、強い恨うらみを抱いていても不思議ではない。

　前に夕凪が言っていた。現実で忌いみ嫌われた者が喪失世界で流罪者エクシリオになるのだ、と。

　夕凪とその父親は──認めたくはないが、少なからず条件を満たしてしまっている。

　そして、流罪者エクシリオは、墓碑銘セメンテリオの命を狙ねらう。

　もし、夕凪とその父親が流罪者エクシリオだとしたら、父親に従う夕凪が暁斗たちと敵対する可能性は──十分にあるだろう。

　敵として夕凪と対たい峙じし、彼女が暁斗に襲い掛かった、そのとき。

　暁斗は、いったいどうすればいいのか──。

「……ねぇ、暁あき斗と」

　気付けば、理り愛あは暁斗のすぐ横に立っていた。どこか心配そうに、それでいて気まずそうに、彼のことを見下ろしている。

　見上げると、視線が交錯した。理愛の瞳に暗い影が落ちる。

「いっそのこと……あきらめたら？　夕ゆう凪なぎさんのこと、全部」

「なっ!?　そんなこと、できるはず……！」

　気色ばむ暁斗に、しかし理愛は怯える様子もなく、頑としてその瞳を見据えた。

「だって、どうすればいいの？　夕凪さんは、目的を暁斗に教えてくれない。妹さんの夢を奪おうとした星喰の檻エクリプセ・ソラールを、流罪者エクシリオに渡そうとしていたこともわかってる。おまけに、暁斗よりもお父さんのことが大事なのよ？」

「理愛！」

「お父さんが言えば暁斗とも敵対するって、つまりそういうことでしょう!?　結局、暁斗が夕凪さんのことを想おもう気持ちの強さほど、夕凪さんはあなたのことが好きじゃなかったのよ！」

　きつく暁斗を見据える理愛の瞳には、いつしか涙が滲んでいた。

「どうして、そんな人のために暁斗が傷つかなければいけないの!?　もう、あんな子なんてあきらめればいいじゃない！　わたしの方が、暁斗のこと、ずっと好……っ!!」












　と、理り愛あはそこではっと口元を押さえる。それから、見る見るうちに顔を赤らめて。

「……とにかく！　わたしの方が、夕ゆう凪なぎさんよりずっと暁あき斗とのことを心配してるの！　夕凪さんがあなたの敵になるのなら、躊躇ためらうことなく、あの人を倒すわ！」

「理愛、ちょっと待っ……」

「待たない！　ああもう、怒鳴ったら喉のどが渇いちゃった！」

　暁斗の反論を強く拒絶し、理愛は騒々しい足音を立てて冷蔵庫へ向かった。

　戻ってきたその手には、缶ジュースが一本。勢いよくプルトップを開き、自や棄けだとばかりに理愛は中身を一気飲みして──。

「──っ!?」

　そのまま、リビングの床目掛け、口に含んだ液体を吹き出した。

「だ、大丈夫か、理愛!?」

　暁斗は先ほどまでの口論を忘れ、心配そうに理愛に駆け寄ろうとした。

　だが、理愛の吐き出した液体から立ち上る匂いが、暁斗の足を止める。

「これ……まさか、酒か!?」

　柑かん橘きつ系けいの香りに混じり、鼻を突く匂いは、紛まぎれもないアルコール臭だったのだ。

「理愛、いくら俺の態度に腹が立つからって、さすがに自や棄け酒ざけはまずいと思うんだが……」

「ち、違うわよ！　これ、今日きようスーパーに行ったとき、ジュースが置かれてるところにいっぱい積まれてて、新商品って……それに、買うとき、レジでなにも言われなかったし！」

「だが……缶には、アルコールと書いてあるぞ？」

　咳せき込こむ理愛がテーブルに置いた缶を手に取り、暁斗は渋い顔を浮かべた。

　だが、缶を眺めまわすうち、あることに気付く。

　未成年の飲酒を禁止する注意書きが、どこにも印刷されていないのだ。

（記載ミス……いや、そんな馬鹿な。いくらなんでもミスが多すぎる）

　普通のジュースと一緒に陳列されていたことに加え、レジでの見落とし。

　これはありえない──と、考えたとき。

　暁斗の背筋に、冷たいものが走った。

　星喰の檻エクリプセ・ソラールを手に入れたアル・カポネが、現実からなにかを奪ったことで生じた、異変や歪ゆがみ。

「もしかして、これがそうなのか……!?」

　スマートフォンを取り出した暁斗は、検索エンジンで『酒　年齢制限』を調べてみる。

　だが、何歳以上から飲酒できるのかという情報は、一件も出てこなかった。

「暁斗、どうしたの？」

「……流罪者エクシリオの仕業だ。今の現実は、何歳だろうと酒が飲める世界になってるみたいだ」

「ええっ!?　そんな、嘘でしょう!?」

「これを見てみろ」

　暁あき斗とは理り愛あに注意書きのない缶を見せ、続けてスマートフォンの検索結果を見せる。

「確かに、暁斗の言うとおりかもしれないわね……。でも、現実からなにを奪ったら、こんなことになるのかしら？」

「……わからない。だけど史実のアル・カポネは、酒を密売して大儲けしたギャングだったはずだ。今度も酒に関することで悪巧みをしていても、不思議じゃない」

　得体の知れない恐怖に駆られながら、暁斗は缶を見つめた。

　昼、仕事で色々と調べたからこそ、暁斗は知っている。アル・カポネは巧妙だ。これで終わりとは思えない。

　きっと彼の企たくらみは、一手も二手も先を見据えているはずだ。

（夕ゆう凪なぎのことも気になるが……アル・カポネには、注意する必要があるな）

　もう二度と、陽ひ菜なのような犠牲者を出したくない。暁斗も理愛も、思いは同じだった。





※　※　※






　時を同じくして、喪失世界。

　ここでは、欠けた太陽が沈むことなく、ぼんやりと世界を照らしていた。

　喪失世界に昼夜の区別はない。

　夜は、昼があって、初めて成立する。この世界の太陽は、現実から奪っている最中の不完全なもの。確固とした昼がない喪失世界には、その対となる夜もまた、存在しない。

「あーあ。つまんないなー」

　拗すねたように唇を尖らせたメアリーが、まるで木の枝でも折るような気軽さで折ったのは──人の首。

　心に絶望を抱え、喪失世界に迷い込んでしまった、一人の男だった。

　かつて四本あった、三本の煙突の下。激闘の跡が生々しく残るその場所で、メアリーはずっと敵を捜し求めていた。

「こんな人間ばかり殺しても、ちっとも楽しくないよ。墓碑銘セメンテリオとか流罪者エクシリオとか、あたしを殺せそうな人、またこの辺にいないかなー」

　メアリーが呟いた、そのとき。静かな足音と共に、彼は現れた。

「そいつにゃ同意するぜ。オレもそう思って、アイツに手を貸したんだがな」

　その背に星喰の檻エクリプセ・ソラールを背負ったアル・カポネが、クッと短く笑う。

「オレたち流罪者エクシリオは元々、喪失世界に迷い込んだ人間を殺すための存在だ。その殺し方が侵蝕の門エクリプセ・プエルタに変わるだけだと、軽く見てたが……いやはや、とんでもねぇ罠だったぜ」

「へぇ、そうだったんだ。その黒輪の人、あたしのとこにも誘いに来たよ。結局やること同じだし、つまんなそうだったから断ったけど」

「そいつは賢明だったな。やっぱ協力者選びは、慎重にやんねぇとなぁ」

　するとアル・カポネは、おもむろにマシンガンを手放ばなして落とし、メアリーに握手を求めた。

「て、ことでだ。メアリーの姉さん、オレの仲間フアミリーになんねぇか？」

　突然の申し出に、メアリーは値踏みするように目を細めて。

「ファミリー？　仲間ってことかな？　で、仲間になったら、どんなおもしろいことがあるの？」

「そいつぁ、まだ言えねぇな。手の内はさらしたくないんでね。仲間フアミリーになったら、教えてやるよ」

「むー、ケチ。そんな意地悪だと、仲間になる気もなくなるよ？」

「クッ。仕方ねぇなぁ。……まぁ、今までみてぇにザコばかり相手にするよりかは、楽しいことを保証するぜ？　オレの最終的な目的は──現実世界の壊かい滅めつだからな」

「……へぇ、結構おもしろそうなこと考えてるんだねっ」

　自信満々に語るアル・カポネに、メアリーはぴくりと眉を動かして……直後、眉根を寄せて、うなるように悩み始めた。

「どうしよっかな～。すっごく興味はあるんだけどさー、でもさー」

　と、ちらりとアル・カポネの背の、星喰の檻エクリプセ・ソラールを見て。

「あなた、弱いままだし。その黒輪で奪ったもの、まだ代償にしてないよね？」

　流罪者エクシリオは、現実から奪ったものを喪失世界に捧ささげることで、世界から力を与えられる。

　通常では、人の魂を。

　ランスロットやアル・カポネのように、星喰の檻エクリプセ・ソラールを得た者は、その力で現実から奪ったものを。

「どうして？　それを喪失世界に捧げれば、すっごいパワーアップできるのに。あたし、弱い人とは仲間になりたくないよ？」

　余裕や慢心ではなく、当たり前の事実を告げるように、メアリーは言った。

　アル・カポネは、にやりと笑って答える。

「そいつはどうかな？　オレは今のままでも、姉さんより強いと思うぜ？」

「……ふぅん。本気で言ってるみたいだね。なら、確かめてみよっか!?」

　好奇心で爛々と輝く瞳。言うが早いか、メアリーは飛び掛かる。

　対するアル・カポネは──無防備。落ちたマシンガンを拾おうともせず、不敵な表情で立ったまま。

　だが、次の瞬間。

「ひゃっ!?」

　メアリーが急に、足をもつれさせて転んだ。

「え、あれ？　おかしいな？」

　まるで極度の運動音痴のような失態が信じられないのか、メアリーは何度も瞬まばたきを繰り返しながら立ち上がり、今度は慎重に、ゆっくりとアル・カポネに近付いた。

　そして、その手が届く間合いにまで接近すると。

「ふにゃあっ!?」

　掌しよう底ていの構えで腕を後ろに引き、突き出そうとして──そのまま大きく体勢を崩し、自分の腕に振り回されるように一回転。ぺたんと尻しり餅をつく。

「え？　え？　なんなの、これ!?」

　動転し、視線を泳がせるメアリー。

　その眉み間けんに、アル・カポネが指を銃の形にして突きつける。

「ばぁん、ってな。これがホンモノだったら……わかるよな？」

　アル・カポネは勝ち誇ったように、クッと短く笑って。

「言ったとおりだったろ？　オレは姉さんより強かったぜ？」

「……信じられない。あたし、負けたの？」

　メアリーは俯き、声を震わせた。

　泣いている──わけではなかった。顔を上げると、そこには輝くような笑顔えがお。

「すごいすごい！　こんなの初めてだよ！　ねぇねぇ、あたし、どうして負けたの!?　あなたがなにかしたの!?」

「おっと。そいつを教えるのは、オレの仲間フアミリーになるって約束してからだ」

「なるなる！　だってあなた、わたしより強いもの！　カポネちゃんって呼んでいい!?」

「ははっ、いいぜ。じゃあ種明かしだ。まず……」

　満足そうに語るアル・カポネに、メアリーはきょとんとした顔で腕を組み、首を傾かしげた。

「うーん。そうなのかなぁ？　よくわかんないや」

「……クッ。まぁいいさ。実際、それでオレが勝てたってのが、的外れでもなかったって証拠だ。……それに、だ。オレの目的が、姉さんの力を利用して実現できるか、試してみればすぐにわかる」

「あっ、そうだ！　カポネちゃんは、現実を壊かい滅めつさせるんだよね！　どうするの!?」

「なぁに。理屈は簡単だ。そのために、オレは代償を捧ささげずにいたんだからな」

　にやりと笑ったアル・カポネは、その背の星喰の檻エクリプセ・ソラールを指さして。

「姉さんの力でこいつを現実世界にばら撒いてやれば……世界は、大混乱だ」

　アル・カポネの脳内では、壮大な策略が広がっているのだろう。

　楽しくなるぜ──と。

　小さな声で呟いた彼の目には、静かな狂気が宿っていた。









　　第四章






　月曜日の朝。

　出社した暁あき斗とが目にしたのは、オフィスの異様な光景。誰もが疲れ果てたように、一言もしゃべらないでいたのだ。

「おはようございます。どうしたんですか？」

　挨あい拶さつついでに問いかけると、高橋は頭を押さえて顔をしかめながら。

「……おはようございます。……あ、声は小さめでお願いします。大きい声は、頭にがんがん響いて」

「つらそうですけど、大丈夫ですか？　それに、他のみんなも……」

「ええ。どうも調子が悪いようですね。風邪じゃないといいんですが」




　その後、暁斗が退社する昼過ぎには、みな体調が回復したようだった。

　暁斗は安心して会社を後にしたのだが──次の日。




「あれ？　高橋さんも、みんなも、またですか？」

「……そのようですね。本当に、なんなんでしょうかね」

　高橋は目の下にクマを浮かべ、げっそりした感じだった。

　そして事態は、体調不良だけに留まらないことが発覚する。

　最初は、誰かの小さな戸惑いの声だった。やがてそれは、水面に波紋が広がるように、オフィス全体へと広がって。

「覚えてない!?　なに言ってんだ、昨日きのうは……って、ちょ、ちょっと待て！　すぐに思い出すから！　えーと、昨日はどんな記事をまとめたんだっけ……？」

「そっちもですか……。とりあえず、ＰＣを確認してきます。昨日の作業内容が残ってるはずですから」

　──こんな会話が、いたるところで行われていた。

　昨日のことがわからなければ、仕事は始められない。

　暁斗たちの仕事は情報を取り扱うものだ。昨日と同じ情報を記事にしても意味がない。

　かつてない喧けん騒そうに包まれたオフィスの中、呆ぼう然ぜんとする暁斗に声をかけたのは高橋だった。

「斉さい東とうさん。あなたは大丈夫ですか？」

「ええ。ちゃんと覚えてますけど……高橋さんは」

　高橋は、小さく首を横に振った。

「斉東さんは大丈夫で、助かりました。今日きようは自分自身の仕事を立て直すのに精一杯みたいです。すみませんが、斉さい東とうさんは……」

「はい。いつもと同じように、サイトから情報を見つけて、まとめればいいんですよね」

「そのとおりです。では、よろしくお願いします」

　土気色の顔で力なく笑った高橋は、よろよろした足取りで机へ戻っていった。

　すると高橋と入れ替わるように、奥にある社長室から、中なか邑むらがふらふらと姿を現した。

　彼女もまた、普段とは様子が違っていた。だが、高橋のように体調が悪い風ではない。それどころか──普段からは考えられないような、明るく快活な声で。

「おはよう、少年……いや、斉東くん！　はっはっは、今日きようも元気かね!?」

「お、おはようございます、中邑社長。……今日は、なんだか元気そうですね」

　というか、妙に大声でテンションが高い。暁あき斗との言葉に、彼女はケタケタと笑って。

「なんだそりゃ、私はいつもこうだぜ？　それとも……なんか文句でもあんのかぁ？」

　不意に両腕を伸ばし、暁斗をぎゅうっと強く抱きしめてしまう。

「社長！　な、なにを!?」

「なにって、スキンシップだよ。私とお前が、よりわかり合うためのなぁ！」

　ぼさぼさ髪でいつもだらしない風体の中邑だが、意外にも、密着した体は女性らしい柔らかさを持っていた。暁斗は顔を真まっ赤かにしながら、ケタケタ笑い続ける彼女を力ずくで引き剥はがそうとする。

　ようやく中邑の体が離れる頃には、暁斗は肩で荒い息をして。

「……しゃ、社長、仕事しましょう。みんな、体調を崩してるみたいだし、元気な俺たちが働かないと……」

「ええー？　いいじゃねぇか、もっとオネーサンとわかり合おうぜぇ？」

　なおも暁斗へ絡からもうとする中邑を、暁斗は無む理り矢や理りに社長室へと押し込めた。

　少し離れた机でその様子を見守っていた高橋が、痛むと思おぼしき頭を抱えながら。

「……苦労をかけて、すみません」

　はぁ、と大きくため息をついたその口元から──微かに、なにかが匂ったような。

　だが、暁斗はその判断を後回しに、自分の席へと戻った。スタッフのほぼ全員が体調不良を訴える今、元気な自分が少しでも働かなければいけなかった。

　いつもよりも集中して仕事をこなし、やがて出来上がったリストを高橋に届ける。

「ありがとうございます。助かりました……と、いてて」

　力なく笑った高橋が、顔をしかめ、頭を抱え込む。

「今日はどうも、声を出すと頭に響くんです……うっ」

　どうやら吐き気もあるらしい。それに、声を出すたびに感じられる、微かな匂い。

　──不意に、暁斗はその正体に気付いた。

　これは、アルコールの匂い。理り愛あが買ってきた缶飲料から漂ってきたものと同じだ。

「高橋さん……もしかして昨日きのう、お酒を飲みましたか？　それも、大量に」

「え？　ええ。でも、それがどうかしまし……うっ」

　再び吐き気に襲われたのか、高橋が口元を押さえる。

　大量の飲酒。頭痛、ひどい吐き気、記憶障害。これらから推測されるものは、といえば。

「もしかして……二日酔い、なのでは？」

　おそるおそる、暁あき斗とがそう指摘するも。

「……フツカヨイ？　なんですか、それ？」

　まるで初めて聞く言葉だとでもいうように、高橋が訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「えっ？　なにって……酒を飲みすぎた後の、ひどい酔いのこと……」

　説明しながら、暁斗は既視感デジヤビユに襲われた。

　──同じだ。世界から音楽が喪失した状況で、誰かに音楽のことを聞いたときの反応と。

　すると高橋は、暁斗の疑念を確信に変えるように。

「酒で酔う……それは、新手のオカルトかなにかですか？　もしかして、今日きようのリストの中に、その記事があったりします？」

　そう苦笑しながら、よろよろと歩き去っていった。

　残された暁斗は、戸惑いながら呟く。

「現実から奪われたのは、『酔い』……なのか？」

　だとすれば、先ほどの中なか邑むらの様子も──理り愛あが酒を買ってきてしまったことにも、説明がつく。

　未成年の飲酒が禁止されているのは、酒が人に悪影響──酔いを与えるからだ。中邑がそうだったように、血中のアルコール濃度が高くなると脳が麻ま痺ひし、前後不覚の状態に陥る。当然、記憶はあやふやになってしまう。

　もしも酔いがなくなったとすれば、酒は無害な飲み物となり、誰でも買えるようになるかもしれない──。そう考えた暁斗は、はっとＰＣに向かう。

　ここは多種多様な情報が集まる職場。事細かに調べていけば、もっと詳しいことがわかるかもしれない。

（……酔いは酔いでも、乗り物酔いはある！）

　乗り物酔いを防ぐには、という情報だった。

　そもそも酒酔いと乗り物酔いは、『酔い』という文字こそ同じだが、まったくの別物だ。

　酒はアルコールによる酩酊症状が原因だが、乗り物酔いはバランス感覚を司つかさどる三半規管の誤作動が原因。

　つまり、アル・カポネが現実から奪ったものは。

　あくまで酒に関連する酔い──脳を麻痺させる『酩酊』。

　かつてアル・カポネが莫ばく大だいな富と権力を築くため、利用したものだった。





※　※　※






「だから、わたしがお酒を買っても、なにも言われなかったのね」

　その日の午後。喪失世界に転移した暁あき斗とは、気付いた真相を理り愛あに話した。

　周囲に流罪者エクシリオの姿はない。暁斗たちは、手あたり次第に喪失世界を移動していった。

　流罪者エクシリオと遭遇しなくても、喪失世界を移動していれば、迷い込んでしまった一般人を見つけることがある。かつて、暁斗と共に喪失世界へ呼ばれた陽ひ菜なのように。

　放っておけば、彼らは流罪者エクシリオにより殺されてしまう。彼らを保護して現実世界に連れ帰ることは、なんの目的もなく喪失世界を放浪するよりも意義あることだと思えた。

　それに、ランスロットが音楽を奪った頃から、暁斗たちが流罪者エクシリオに遭遇する回数は激減している。今では一般人の救出の方が、喪失世界に転移したときの主な目的になっているほどだ。

　もちろん、流罪者エクシリオ──特にアル・カポネと遭遇すれば、戦うつもりだ。

　暁斗は油断なく周囲を見回しながら答える。

「わからないのは、みんなの異変だ。酩酊が奪われ、現実世界から喪失したのなら、それが引き起こす体調不良……笑い上戸や泣き上戸、二日酔いみたいに、酔っぱらい特有の状態は絶対に起こらないはずなんだが」

「そうなのよね。学校でも、生徒も教師も全員ぐったりしたり、妙にテンションがおかしかったり、体調を崩しているの」

　返す理愛は、どこか暁斗と距離を置いている様子だ。

　今日きようだけではない。昨日きのうも、その前も。先日の夜、夕ゆう凪なぎについて対立してからずっと、理愛は暁斗のことを避けているようだった。

　もっとも、暁斗の方も理愛とどう接すればいいのかわからないまま。曖あい昧まいで、けれど遠い距離に、気まずいながらも安心する。

　夕凪とは、あれから一度も出会えていない。

　その事実に安あん堵どする自分が、暁斗は嫌で──でも、どうしようもなかった。

「すぐに人が死ぬような危険はなさそうだが、どうしたものだろうな」

　ひどく不気味な現象について、暁斗は考え込む。夕凪について、頭を使わなくて済むことに、心のどこかで感謝しつつ。

「この異変がどこまで広がっているのか、帰ったら調べてみないと……」

「……暁斗。そのこと、なんだけど……実は、私……」

　呟くように告げた理愛は、じっと空を見上げていた。その片手で眼帯に触れ、どこか不安そうに指先を震わせる。

「待て。誰かいる」

　だが、理り愛あが言葉を言い終えるより早く、暁あき斗とは視界の隅に人影を見つけた。

　その姿は、薄茶色の髪をサイドテールにした女性。──まさか。

「夕ゆう凪なぎ、なのか……!?」

　瞬間、どきりと心臓が脈打つ。

　夕凪が敵に回ったらどうするか──その決断を、暁斗は未いまだに下せないままだ。

　だが、ゆっくりと振り向いたその顔は、まったくの別人だった。暁斗は安あん堵どしながら女性に声をかける。

「怪け我がはないですか？　もう少しすれば、俺たちと現実世界に戻れますから」

「……わたし、患者さんを、殺してしまったんです」

　女性は、生気の抜け落ちた顔でぽろぽろと涙を流した。

　そもそも、喪失世界に迷い込むのは、忘れてしまいたい絶望の記憶を抱えた人間だ。

　暁斗たちの助けを拒否し、「このまま死なせてくれ」と懇願する相手にも、これまで何度か出会ったことがある。そういうときは、力ずくで現実世界に連れ戻していた。

「救急現場から、患者さんの搬送連絡が来ていたはずなのに、受け入れ許可を出したことを忘れてしまって……やっとのことで準備を整えても、もう、手遅れで……」

　女性は懺ざん悔げをするように、罪を告白する。

「情報センターと救急車の連絡不備で、出動そのものが遅れたとも聞きました……でも、受け入れが遅れたのは、連絡を受けたわたしの責任です……人の命を預かる人間として、最低のことをしてしまったんです……」

「まさか、この人は異変のせいで……？」

「……みたいね。たぶんお医者さんなんでしょうけど」

　暁斗と理愛は顔を見合わせる。女性が現実で起きた異変の被害者だというのなら、降りかかった災難は、不幸な事故としか言いようがない。

　それ以上の言葉が見つからず、黙り込む暁斗と理愛の頭上に、それぞれ黒輪が開いた。

　吹き出す闇やみに飲み込まれ、二人と女性は現実に帰還していく。




　現実世界に戻った暁斗たちは、救出した女性の保護を電話で警察に頼んだ。

　自宅マンションに戻ると、理愛はテーブルを挟んで暁斗と向かい合い、噛かみ締しめるように呟く。

「命を預かる仕事って、やっぱり大変なのね。ちょっとしたミスで、人の命が……」

「ああ。……でも、それ以上の命を、あの人は救ってきたはずだ……そして、これからも」

　できるならば、喪失世界のことは悪い夢だと忘れて、これからも仕事に励んでほしい。

「……そうね。そのとおりだわ」

　理り愛あが微かに笑みを浮かべ、そして──沈黙。

　二人とも、この現実に起きている異変を、どこか軽く見ていたのだ。

　酒による酩酊など、奪われる前から現実世界にありふれていた。

　──しょせんは、ただの体調不良と物忘れに過ぎない。個人が注意すれば、大した問題は起こらないだろう、と。

　だが、それは甘かったのかもしれない。先ほどの女性の話がいい例だ。

　断片的な言葉から推測するに、彼女の絶望の発端となった患者の死は、１１９番による救急車の出動ミスや、搬送先の病院への連絡不備などが複雑に絡からまり合っている。

　人間と人間、組織と組織の繋つながりが、記憶障害や思考力の低下という形で崩れれば、個人の集合体である世界など、容易たやすく崩壊してしまうのだろう。

　その構図はおそらく、学校の中で生活するだけでは見えないであろうものだ。

　暁あき斗とは自分が社会人としての自覚を持ち始めたと思っていたが、まだまだ甘かった。そのことを、改めて思い知らされた気分だった。

「……ところで、暁斗」

　沈黙に耐え切れなくなったのか、理愛は唐突に切り出してきた。

「さっきの女の人、夕ゆう凪なぎさんと見間違えてたけど……本当に彼女だったら、どうするつもりだったの？」

「……まだ、わからない。だから、別人で助かった。それが、正直な気持ちだ」

「そう……」

　理愛は気まずそうに語尾を震わせ──不意に。

「この間は、ごめんなさい」

　続いた言葉に、暁斗は思いがけず目を見開く。

「急せかすような真ま似ねをしたこと、悪いと思っているのよ。……暁斗が、墓碑銘セメンテリオになるくらい、夕凪さんのことを大切に思ってるって、わたしはちゃんと知ってるのに」

「……いや、理愛に言われたことも、もっともだと思ってる」

　暁斗は、沈痛の面持ちで首を振る。

「俺は夕凪を生き返らせたい。もう一度会えればどうにかなるんじゃないかって、俺は信じてたんだ。相手は夕凪なんだから、きちんと話をしてくれるし、話を聞いてくれるだろう、って。……でも、現実は違った」

　暁斗を拒絶した夕凪。麻花から聞いた、かつての夕凪──父を慕い、どこか憎悪にも似た感情を麻花やその母に見せたという、暁斗の知らない彼女の一面。

　そして、星喰の檻エクリプセ・ソラールをアル・カポネたちの元に届けた、流罪者エクシリオとしての行動。

「もう……俺には、夕凪がなにを考えてるのか、まったくわからないんだ」

　まるで、今まで暁斗が信じていたすべてが、足元から崩れ落ちていくような──。

　そんな暁あき斗とを見つめる理り愛あの瞳には、優しさと共にどこか憐あわれみが滲んで。

「それでも、わたしたちは墓碑銘セメンテリオだから。必ず喪失世界に連れて行かれるのよ」

　棄憶の鍵メモリア・クラーヴエによって結び付けられた縁は、いずれ暁斗を夕ゆう凪なぎへと導くだろう。

「もし、そのときが来たとして、暁斗が迷って動けないようなら……わたしが、あなたを守るわ」

　そのとき──夕凪が、暁斗の敵として襲い掛かってくる瞬間。

「わたしが、夕凪さんと戦う」

「……っ」

　なにかを言い返そうとして、けれど暁斗はなにも言い返せなかった。

　悪いのはすべて暁斗だ。知らない夕凪の一面を目まの当あたりにして、ただ迷い、足を止めているだけの、自分。

　理愛は、そんな暁斗を必死で守ろうとしてくれている。

　──それでも。

「夕凪については、必ず答えを出す。……だから、もう少し待っていてくれないか」

　暁斗の心の中、夕凪のことをあきらめるという選択肢だけは、どうしても見当たらない。

　理愛もそのことはわかっているのだろう。どこか悲しげに首を振って。

「そう。なら、なるべく急いでちょうだい」

　暁斗が迷ったままなら、理愛が暁斗を守って夕凪と戦う。

　けれど、暁斗が夕凪との戦いを拒絶し、彼女と戦わない道を探すとしたら。

　それは──流罪者エクシリオの利を生む選択肢であり、墓碑銘セメンテリオである理愛と敵対する可能性がある。

　理愛はおそらく、既にその可能性についても考えているだろう。

　もし、暁斗の選択が理愛を危険にさらすようなものであれば。おそらくそれが、二人で歩む道の終着点となるはずだ。

（理愛と戦う、か……あまり、考えたくはないな）

　理愛には、出会った頃からずっと助けられてばかりいる。夕凪も陽ひ菜なも、なにもかも喪うしなった暁斗にとって、理愛との別離は、想像するだけでつらいものだった。

　だが、理愛はあくまで、善意で暁斗の世話をしてくれているだけ。夕凪を生き返らせたいという、暁斗の考えに賛同しているわけでも、協力してくれているわけでもない。

「……そういえば、あの女の人を見つける前、なにか俺に言おうとしてなかったか？」

　重苦しい空気を払うように、暁斗がそう口にすると。

「え？　あれは、ええと……別に、大したことじゃないから」

　着替えてくるわ、と理愛は自室に向かってしまった。

　その姿に、暁斗はどこか不自然なものを感じたが──今は、それよりも。

　夕凪と遭遇したときの覚悟を、決めないといけない。

　敵か、味方か。正しいか、間違っているのか。戦うか……それとも、戦わないのか。
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　──それから一週間。

　その間も、過剰な飲酒の際に起こるような記憶の忘却や体調不良などは続き、しかも全世界で起きていたことがわかった。

　そして暁あき斗とは、夕ゆう凪なぎと出会った際にどうするべきかという覚悟を決められないまま。

　無情にも、時間だけが過ぎていった。

　現実に起きた異変の影響は、暁斗の想像をはるかに超えた規模に膨れ上がり、落ち着いて考える余裕を与えてくれなかったのだ。

　記憶が曖あい昧まいになる。

　たったそれだけのことで、世界は大混乱に陥った。

　暁斗の職場でも、一日の最後には、その日の作業内容を詳細に書き残した備忘録を作成している。翌日、それを読まなければ、当日の業務がなにひとつ進まない有様だ。

　それは本来ならば、不要な仕事。言わば時間のロスだ。機械にたとえるなら、歯車と歯車の間に、小さなゴミが挟まった程度かもしれない。

　けれども、すべての歯車で、それが起きたら……機械は止まる。

　同じことが、人間社会という精密機械で起きてしまったのだった。




　世の中のそうした動きは、暁斗が仕事で目にするサイトの中にも、すぐに現れた。

　恐きよう慌こう、不況、株安──今までは興味もなかった経済の言葉だが、こうして会社の中にいると、その意味が肌で感じられる。給与に、業務に、暗い影が落ちるのがわかるのだ。

　職場のスタッフの顔に浮かぶ疲労の色は、急激に濃くなっていった。

　あれだけ開放的で自由だったオフィスの空気も、今はどんよりと沈むばかり。誰もが自分の仕事をこなすのに精一杯、という感じだ。

（……それだけじゃない）

　暁斗のＰＣの画面に表示されていたのは、行方ゆくえ不明者に関する情報。

　この一週間で、行方不明者の数が急増しているらしい。しかも、全世界規模で。

（これは、やはり喪失世界に……？）

　実際、暁斗が喪失世界で出会う一般人も、日増しに増えていた。

　その多くは会社が潰れたり、破産したりと、お金に関して絶望しているようだ。もちろん、先日の女性のように業務に支障が出てしまった人間も少なくない。

　そしてそれは、暁斗も他ひ人と事ごとではないのだった。

「ふぃー。疲れたー」

「おかえりなさい。お疲れ様です、しゃちょ……」

　入り口から聞こえた中なか邑むらの声に、振り返った暁あき斗とはそのまま動きを止めた。

「……え？　中邑社長、ですよ、ね……？」

　そこに立っていたのは、まるで別人だった。

　いつものだらしない恰かつ好こうが嘘のように、ぴしっとスーツを着て、ぼさぼさの髪も櫛くしを通し、きれいにまとめられている。分厚い眼鏡めがねはコンタクトレンズに変わり、いつも化粧っ気のない顔にも、ナチュラルなメイクが施されていた。

　ここ数日、中邑の予定は外回りばかり。そのため、暁斗はまったく彼女と顔を合わせていなかったのだが──。

「……人間、ここまで変わるものなのか？」

「あァ？　なんか言ったか、少年？」

「い、いえ」

　疲れ切った中邑の不機嫌そうな声に、暁斗は慌てて首を横に振る。

　高橋からは、中邑は資金集めをしている、とだけ聞いていた。

　あまり大きな声では言えないが、この会社も経営が危うくなっているのかもしれない。

　そんな心配が顔に出ていたのか。中邑は、つかつかとヒールを鳴らしながら暁斗に歩み寄ってきた。

「どうした、少年？　ずいぶんと辛気臭い顔してるじゃねぇか。溜まってんのか？」

「ち、違いますよ。……その、色々と不安なことがあって」

「不安？　へぇ、そりゃおもしろそうだな」

　ぴくりと眉を寄せた中邑は、壁の時計を見て。

「そろそろ上がりだな。備忘録はどうした？」

「はい。もう作成しました」

　暁斗は喪失の影響を受けていないため、体調不良とは無縁。本来ならそんなものは必要ないのだが、暁斗は周囲に合わせていた。

　この異変は、既に世界的な問題だった。原因について様々な憶測が飛び交っているが、結局は不明のまま。異変が起きていない人間がいると知れれば、間違いなく面倒な事態が起こるだろう。

「そいつぁ結構。じゃあ、ちょいとこっちに来てもらおうか。なに、とって食くったりはしねぇからさ」

　冗談混じりに笑いながら、中邑は暁斗を社長室へ案内した。まさか、今日きようも酔っているのだろうか。

　暁斗が初めて足を踏み入れたそこには、仕事用の机や棚と応接用のソファーセットがあるだけで、意外にも普通の部屋だった。広さもそこそこで、絵画や彫刻のようなインテリアは一切置かれていない。

「なんだ、その顔は。社長室ってのはもっと無駄に豪華だとでも思ってたのか？」

「それは……ええ、少し」

　暁あき斗とが素直に答えると、中なか邑むらは皮肉めいた仕草で肩を竦すくめ、ソファーに腰を下ろした。目線だけで、暁斗に向かいへ座るよう促す。

「うちは吹けば飛ぶような中小企業だからな。社長っていっても肩書きだけ。大企業や大銀行の部長さんの前じゃ、お金を貸してもらうため、ぺこぺこと頭を下げっぱなしさ」

　どこか居い心ごこ地ち悪そうに座った暁斗の目の前、中邑はまとめた髪を無造作にほどいて。

「ま、心配すんな。この会社と、そしてお前らは、私が守る。それが自分テメエで決めた仕事だ、どんなことでもするさ。責任者ってのは、責任をとるためにいるんだよ」

　中邑の表情はいつもと同じ不敵なものだったが、その瞳には固い決意が見えた。

「大変、なんですね……。社長っていうのも」

　社長は豪華な部屋で、偉そうに椅い子すでふんぞり返っているもの。

　暁斗は、そんな固定観念イメージを持っていた。だがそれも、自分の見ていた世界が狭かっただけだと気付く。

「あァ？　ンなの、大変のうちには入らねぇよ。会社を立ち上げて軌道に乗せるまでのが、よほどしんどかったね。嵐で大荒れの海に、いかだで漁に出るようなモンだ。それに比べりゃ、会社は漁船くらいには成長したし、波だってまだまだ乗り越えられる」

　どれほどの苦労だったのか。暁斗には想像もつかない。余裕たっぷりに答える中邑の姿の前に立つと、自分はただのちっぽけな子供だと思い知らされる気分だった。

「やっぱり、社長はすごいですね。……俺なら、怖くて動けないと思います」

　中邑ならきっと、今の暁斗が抱えている事情を目の前にしても、怯むことはないだろう──と、そう考えての言葉だったのだが。

「馬ァ鹿。それは買かい被かぶりすぎってモンだよ」

　意外にも、中邑は苦笑混じりの表情で肩を竦めた。

「怖いのは、私も同じさ。でも、今のお前ならわかるだろ？　社会に出て自分の力で生きていくこと自体、そもそもたまらなく怖ェんだ、って」

　社会が──世界が怖い。

　暁斗ははっと目を見開く。それは、家族を喪うしなった暁斗が実感したことだったから。

「……驚きました。中邑社長でも、そんな風に思うんですね」

「当たり前だろ。世界に正解なんてモンはない。これをやれば絶対に大丈夫、絶対に成功するとか、そんなのは存在しないんだぜ？」

　──世界に正解はない。

　暁あき斗とはこの会社で、世界の広さを知った。

　それは可能性に満みち溢あふれた輝かしいことだったが、同時に、先の見えない恐怖でもあったのだと思い知った。

　そんな暁斗に、中なか邑むらはふ、と微かに笑んで。

「だから、私は思ったんだよ。なにを信じていいかわからねぇ世の中なら、自分テメエが信じたいものを信じればいいんだ──ってな」

　その言葉を聞いた瞬間、暁斗の脳裏に記憶が浮かび上がる。

　夕ゆう凪なぎの微笑み。

　彼女と過ごした穏やかな日々の思い出。

　墓碑銘セメンテリオの『棄憶の鍵メモリア・クラーヴエ』に宿る過去は、少しずつ抜け落ち、もう取り戻すことはできない。

　けれども、未来──喪失世界での暁斗と夕凪の関係は、まだこれから。

　暁斗があきらめなければ、終わったりはしない。

「……いい顔になったな。少年……いや、斉さい東とうくん」

　中邑は満足そうに頷うなずいて立ち上がると、暁斗の肩をぽんと叩たたいて。

「お前がなにを思い悩んでるのかは知らねぇが、私ができるのは、ここまでだ。なに、帰ってきたら、がんばった褒ほう美びに社員証に顔写真でも付けてやるからさ」

　あとは、自分の力で走り出せ──と。中邑は暁斗を残し、部屋を去っていく。
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　夕方。理り愛あの帰宅と共に、暁斗たちの頭上へ黒輪が現れた。

　言葉を交わす間もなく、二人は喪失世界へと転移する。

　棄憶の鍵メモリア・クラーヴエに秘められた過去を追体験しながら、暁斗は強く唇を噛かみ締しめた。

　過去の夕凪が柔らかな表情で笑いかける。その内側にどれほどの孤独があったのか、暁斗は、ようやく気付くことができた。

　もっと知りたい。暁斗の知らない夕凪のことを。

　だから──と。




「俺は……夕凪を信じたい」

　喪失世界に降り立つや否いなや、暁斗は隣に立つ理愛に、迷いのない声でそう告げた。

「夕凪がなにを考えて、なにを感じているのか、そのすべてを知りたい。その上で、夕凪が間違ったことをしようとして、俺と敵対するなら……全力で止める。そう決めた」

　その答えを聞いた理愛は、わずかに考える間を置いて──。

「夕ゆう凪なぎさんのことを受け入れて、夕凪さんのために戦う……か。あなたらしいわね」

　理り愛あの浮かべた笑みには、どこか寂しげな色が混じる。

　もしかしたら、これが理愛との決別になるかもしれない。それでも、暁あき斗とは自分の選択を後悔してはいなかった。

　だから、決断を下した暁斗に対し、理愛がどんな言葉を返すのか──その答えを冷静に聞き届けるべく、何度も深呼吸を繰り返す。

　やがて、理愛はおもむろに口を開いて。

「わたしは、暁斗のように夕凪さんを信じることはできないわ」

「理愛……」

　ここでお別れなのか、と。暁斗がそう口にしようとした瞬間、理愛はそれを先読みしたかのように小さく笑って。

「勘違いしないで、暁斗。夕凪さんのことを信じられなくても……わたし、あなたのことを信じることなら、できるのよ」

「え……？」

　それは、つまり。言葉を失う暁斗の左手へ、理愛は手を伸ばし、指先で触れて。

「あなたと一緒に行くわ、暁斗。わたしも色々考えたけれど、そう決めたの。わたしは、あなたを守りたいから」

「理愛……ありがとう。本当に、ありがとう」

　言葉にならない想おもいを込めて、暁斗がそう口にすると。

「いいえ。わたしの方こそ、ひとつ、謝らなければいけないことがあるの」

　そっと、理愛は左目を覆う眼帯を外した。

「実は、現実で起きている異変の元凶……おそらくアル・カポネなんでしょうけど、その居場所の手がかりが、私の目に見えているの」

「本当か!?　そんなこと、どうして今まで──」

　と、そこまで口にして、暁斗は思い出した。

　女性の医師を夕凪と見間違えたときだ。理愛はなにかを告げようとしていたが、聞くことのないまま話は終わっていた。

　もしかしてと暁斗が問うと、理愛は頷うなずいた。

「本当は、あのときに気付いてた。でも、夕凪さんのことについて、決め兼ねているあなたには……言えなかった。アル・カポネに戦いを挑めば、夕凪さんも現れそうな気がして」

　暁斗たちと夕凪が遭遇したのは、過去に二回。

　そのいずれも、星喰の檻エクリプセ・ソラールが絡からんでいる場面だった。

　理愛がそう危き惧ぐしてしまうのも、確かに理解できる。暁斗も言葉にこそしなかったが、アル・カポネとの決戦の場に夕凪が現れそうな、不思議な予感があった。

「ごめんなさい。本当は、もう少し早く言おうと思っていたの。だけど……」

「いや、俺がいつまでも覚悟を決められないのが、全部悪いんだ」

　戦いの最中に迷うことは、敗北……死と同等だ。だが、理り愛あは静かに肩を竦すくめて。

「いいのよ。無理もないことだもの」

　と──すっと、遠くの空を指さした。

「今まで見たことのない、天に向かって流れていく光のラインがあるの。その下にいるのが、きっと……」

　暁あき斗とが指の先を見ても、なにもない。

　だが、視力を喪うしなった理愛の左目──『嘲笑の魔眼ラグリマ・ラステイマ』には見えるのだろう。この世界の理ことわりのような、力の流れが。

「……よし。行こう」

　理愛の力を信じて、暁斗は喪失世界を駆け出した。

　周囲に積もった廃棄物の山をいくつか抜けると、唐突に風景が一変した。別のエリアに移動したのだ。

　そこは、荒野の中の街だった。

　土の道の上を、乾いた草が風に吹かれて転がっていく。木造の建物の前には、馬を繋つないでおくための棒と、水飲み場がある。

　──西部劇みたいだと、暁斗は思った。

「光は、あの建物から出てるわ」

　理愛の指さす建物に、暁斗は向かった。

　押しても引いても開く、両開きの扉を開けて入る。

　薄暗い室内は飲食店のようだった。テーブル席がいくつかと、長いカウンター席がある。棚には、色も形も様々な酒瓶が並んでいる。

　どうやら、ここは酒場らしい。

　そのカウンター席の奥には、白いトレンチコートの男。

「刀使いの兄さんと、鎖使いの姉さんか。そろそろ来ると思ってたぜ」

　星喰の檻エクリプセ・ソラールの力を得たのだろう、黒輪を背負うアル・カポネだった。

　邪悪な姿を見せつけるように、クッと短く笑う。

　そして彼の背後から、ぴょこんと少女が顔を出してきた。

「やっほー。久しぶりだねー」

　金髪の長いツインテールに、深紅ワインレツドのエプロンドレス。

　暁斗たちを手玉にとった最強最悪の流罪者エクシリオ、メアリー・スーだった。

　暁斗と理愛はすぐに鍵を武器に変え、臨戦態勢をとる。

「メアリー!?　どうして、おまえまで……!?」

　暁あき斗との問いに、アル・カポネは酒をグラスに注ぎながら。

「メアリーの姉さんか？　オレに負けて、仲間フアミリーになったのさ」

「なんだって!?　あのメアリーに勝った!?」

　暁斗は信じられなかった。隣では、理り愛あも驚きよう愕がくに目を見開いている。

　アル・カポネは、酒の入ったグラスをカウンターに置いて。

「なめてもらっちゃ困るな。兄さんたちとは、くぐってきた修羅場の数が違うんだよ」

　にやりと笑みを浮かべながら、グラスを指で押し出す。グラスはカウンターの上を滑るように移動し、端で落ちるギリギリで止まった。

「飲めよ。オレの奢おごりだ。今の現実は、未成年でもイケるだろ？」

「その言い方……それじゃ、やっぱりおまえが『酩酊』を！」

「へぇ。気付いてたか」

　軽薄そうに口笛を吹いて、アル・カポネは答える。

「そういうこった。オレは星喰の檻エクリプセ・ソラールの力で現実から『酩酊』を奪った。そして今度はメアリーの姉さんの力で、それを現実にばら撒いた」

　クッ、と笑ったアル・カポネは、新しく注いだ酒を一気に飲み干して。

「だが、人間どもは、『酩酊』のことなんてすっかり忘れちまった後だからなぁ。自分が酔っぱらってることにも気付かねぇまま、酒をがぶがぶ流し込んでるだろう？　おかげで現実は大混乱だ！　ひゃっはっはっ!!」

　馬鹿にするような笑い声。それは、中なか邑むらや高橋を始めとする、現実世界で懸命に生きているすべての人間への侮辱だった。

　暁斗は怒りをぶつけるように刀を振るい、アル・カポネから贈られたグラスを斬きって捨てた。

「おまえを倒せば、あの異変は収まるんだな？」

　一刻も早くアル・カポネを倒し、現実世界の異変を収めなければ。

　暁斗の放はなつ殺気を感じたのか、アル・カポネも哄こう笑しようをやめ、鋭い視線を返してきた。

「殺やる気か、兄さん。オレは星喰の檻エクリプセ・ソラールの力を得てんだぜ？　殺やれると思うか？」

　余裕たっぷりの態度。確かに彼の背には星喰の檻エクリプセ・ソラールがある。

　だが暁斗は、アル・カポネの言葉を一笑に付した。

「騙そうとしても無駄だ。おまえは言ったな？　現実から奪った酩酊を、逆に現実にばら撒いていると。だったらそれは、まだ酩酊を代償にしていないってこと。おまえの力は変わっていないはずだ」

　暁斗の勝機は、そこだった。

　メアリーを倒すのは厳しいが、以前と同じままのアル・カポネを倒すだけなら、どうにかなる。

　幸いにも、まだメアリーは攻撃の意志を見せていない。

　──先手必勝。

　暁あき斗とが刀を構え、今まさに斬きり掛かろうとすると。

「なるほど。見抜かれちまってたか」

　看破されたアル・カポネは、それでも余裕を保ったまま、おもむろに腕を伸ばした。

　暁斗は身構える。だが、その手にマシンガンは握られていない。

　これも暁斗を騙そうとしたのか？　いや、本当になにか策が？

　戸惑った暁斗が判断を鈍にぶらせた、その瞬間。

「だが、まだ甘いな。奥の手ってのはよ、最後まで隠しとくもんだぜ？」

　にやりと笑ったアル・カポネが、静かに呟くと。

「やっちまいな。《百人の手下どもハンドレツド・サーヴアント》」

　突如として、彼の周囲にマシンガンが出現した。

　虚空に浮かぶ、鉄色の凶器。その数は軽く十を超えている。

　初めて目にする攻撃手段。これがアル・カポネの切り札だった。

　策士の本領発揮に、暁斗が戦せん慄りつしていると。

「暁斗！」

　弾雨が放はなたれる直前。理り愛あが窮地を救ってくれた。

　理愛は鎖を外に放ち、先端の分銅を馬を繋つなぐための棒に巻き付ける。そして鎖の持ち手をしっかりと握って暁斗に抱きつくと、『冷酷な鎖カデナ・クルエルダー』の能力で鎖を操作した。

　猛烈な勢いで巻き上げを始めた鎖に引っ張られ、二人は建物から脱出。土の道の上に転がり込む。

「すまない。助かった」

「どういたしまして。アル・カポネが妙に自信満々だったから、未来予知で警戒しておいて正解だったわね」

　理愛の的確なサポートに感謝しつつ、暁斗は起き上がろうとして。

　背筋を凍り付かせる。

　まるで二人を包囲するように、マシンガンの群れが宙に浮かんでいた。

　──今度こそ避けられない。

　暁斗の眉み間けんに狙ねらいを定さだめた銃口から、発射火薬炎マズルフラツシユと共に鉛玉が吐き出されて……。

　暁斗たちに命中することなく、消えた。

「黒輪……？　まさか!?」

　いつの間にか、周囲には無数の侵蝕の門エクリプセ・プエルタが浮かんでいた。まるで暁斗たちを守るように。

　放たれた銃弾は、黒輪の穴へ吸い込まれるように消える。

　侵蝕の門エクリプセ・プエルタをこんな形で扱えるのは、暁あき斗とが知る限り一人しかいない。

「夕ゆう凪なぎなのか!?」

　暁斗の声に滲むのは戸惑いと緊張、それから、わずかな高揚。

　声は、建物の屋根の上から返ってきた。

「暁斗くん、大丈夫？」

　薄紫色のワンピースに身を包んだ夕凪が、どこか心配そうに暁斗たちを見下ろしていた。

「態勢、立て直そう」

　呟いた夕凪は、その場で踊るようにくるりと一回転。翻ひるがえったスカートの中からふたつの侵蝕の門エクリプセ・プエルタが飛び出し、暁斗と理り愛あの頭上へ。

　そして、黒輪が生み出した闇やみに、二人は飲み込まれる。

　一瞬の記憶の断絶の後、暁斗たちは別の場所へ移動していた。

「ここなら、しばらくは身を隠せる」

　粗末なベッドの上に、ちょこんと夕凪が座っていた。

　あまり広くない部屋。ベッドの他にあるのは、小さなテーブルと椅い子すだけ。

　どうやら宿屋ホテルの一室のようだ。

　暁斗は刀を手にしたまま──けれどもそれを夕凪に向けることはなく、だらりと腕を下げて尋ねる。

「……俺たちを、助けてくれたのか？」

　すると夕凪は迷うことなく、こくりと頷うなずいた。

「アル・カポネは、わたしたちにとっても敵。今は、暁斗くんたちと協力してもいいって、お父さんが」

「……夕凪、それは」

　暁斗は、言葉を続けることを躊躇ためらってしまった。

　今の夕凪は敵ではない。だが、アル・カポネを倒した後は……？

　そう問おうとしても、唇はうまく動いてくれない。夕凪の口から敵だと明言されるかもしれないと思うと、やはり怖くてたまらないのだ。

「暁斗……」

　ちらりと、理愛が目め配くばせをしてきた。

　言いにくいなら、わたしが──ということなのだろう。

　暁斗は、少しだけ悩んでから、首を横に振った。

（このときのために、俺は、覚悟を決めてきたんだ）

　暁斗は、相変わらず無表情な夕凪の顔を、しっかりと見つめて。

「アル・カポネを倒すために協力してくれるのは、俺も嬉うれしいし、助かる。……でも、その後は？　夕凪は、お父さんの命令次第で……俺たちの敵になるのか？」

　絞り出すような暁あき斗との問いに、夕ゆう凪なぎは数秒、考えるように薄く目を閉じて。

　そして、すっと顔を俯かせながら、ぽつりと答えた。

「……もしも、お父さんに、暁斗くんたちと戦えって言われたら、きっと」

　言葉こそシンプルだが、そこには隠しようのない迷いが滲んで。

「それが、夕凪の答えなんだな」

「……うん」

　夕凪が、儚はかなげに頷うなずく。やはり、父親を裏切れないようだった。

「そのお父さんが、なにをしようとしてるのかは……」

「言えない。だから……わたしに、もう関かかわらないで」

　夕凪が、暁斗を静かに見つめる。暁斗もまた、静かにその視線を受け止める。

　刹せつ那な──まるで、時が止まったような錯覚に襲われた。

　一瞬はまるで永遠のように引き伸ばされ、その時間の中で、暁斗は夕凪の言葉の意味を考える。

　──わたしに、もう関わらないで。

　暁斗はずっと、夕凪のその言葉を拒絶だと思っていた。

　けれど、こうして目と目を合わせている今──すべての覚悟を決め、静かな心で向き合っている今なら、わかる。

「夕凪も……俺と、戦いたくなかったんだな」

　暁斗の言葉に、夕凪はコクリと頷いた。

　そのことに安あん堵どしつつ、暁斗は言葉を続ける。ゆっくりと、自分の心も同時に整理するように。

「俺、麻あさ花かさんに会ったんだ。それで、夕凪のことについて、色々と話を聞いた」

　夕凪がわずかに目を見開く。麻花の名前が出たことに、驚いたようだった。

「……わたし、嫌われてた？」

　夕凪がちょこんと首を傾かしげる。変わらないその仕草に、暁斗はほんの少しだけ苦笑を浮かべ、「ああ」と頷いた。

「俺の知らない夕凪のこと、たくさん聞いたよ。それから、お父さんのことについても。二人が……その、流罪者エクシリオになったとしても、不思議じゃないって思うようなことばかりだった」

「うん。しょうがないって、わたしも、わかってる。……でも、それと、嫌なのは、別」

「だから、俺はたくさん考えたんだ。でも、それでも変わらないものがあった」

　と、暁斗は夕凪を見つめて。

「俺は、やっぱり夕凪と一緒にいたい。それは、夕凪がお父さんの味方をするとしても、絶対に変わらない気持ちだった。だから」

　暁あき斗とは呼吸を整えて、告げる。

「もしも夕ゆう凪なぎが、間違ったことをしようとするなら……俺はそれを、全力で止める」

　それは近い未来、お互いが敵対することになるかもしれないという、宣言。

　けれど、夕凪はどこか柔らかな表情を浮かべて。

「うん。わたしが間違ってたら、暁斗くんに止めてほしい」

　濡ぬれ羽ば色いろの瞳が、暁斗を見つめる。まるで、初めて話した日のように。

「わたしの罪、わかってくれるのは……共有してくれるのは、暁斗くんだけ、だから」

　二人の関係は、互いの罪に共感したところから始まった。

　けれど、今日きようからは違う。──お互いの想おもいのために、戦う。

「……わかった。約束する」

「……ん、約束」

　それは、二人が交わした初めての約束だった。

　夕凪は、気まぐれな少女だ。いると思えば、いない。いないと思えば、いる。

　だから、次にいつ会おう、次になにをしようという約束は、したことがなかったのだ。

　胸が張り裂けそうな思いを胸に、暁斗が夕凪と見つめ合っていると。

　こほん、と、理り愛あが小さく咳せき払ばらいをした。

「少し、話を戻していいかしら？」

　わずかに頬を染めた理愛は、気まずそうに視線を逸そらして。

「暁斗が信じると決めたなら、今は、わたしも夕凪さんを信用するわ。協力して、アル・カポネを倒しましょう」

「うん、ありがとう。わたしも、がんばる」

　あまりに素直な夕凪の態度に毒気を抜かれたのか、理愛は肩を竦すくめて脱力した。

「……で、勝算はあるの？　あなたなら、わたしたちの知らない情報も知ってるでしょう」

「ある。メアリーの弱点、知ってる」

　素っ気なく告げられた夕凪の言葉に、暁斗と理愛はそろって驚きよう愕がくした。

「弱点!?　あのメアリーに、そんなのあるのか!?」

「本当よ！　どうやって気付いたの!?」

「お父さんが教えてくれた。メアリーは、他の人の『想像』に反応する、って」

　夕凪の話の続きに、暁斗たちは固唾を飲んで聞き入った。

　メアリー・スーはファン・フィクションの存在。読者が原作を読んで感じた、ああしたい、こうならいいのに、という『願望』──すなわち『想像力』が形になり生み出された。

　つまり喪失世界においても、メアリーが力を発揮するために必要なのは他人の『想像力』だったということだ。

　話を聞き終えた暁斗は、納得して頷うなずいた。

「なるほど。だからメアリーは、俺やバートリたちが『絶対』に勝てると確信……つまり『想像』したときに、都合よく逆転したのか」

　理り愛あもまた、安心したように微笑んで。

「そうとわかればメアリーは怖くないわ。あの子が『想像』に反応して、それをひっくり返そうとするなら、わたしがメアリーに負けることを前提に考えて戦えば……」

「そう。逆に、メアリーが負ける」

「なら話は簡単ね。あの子の相手は、わたし一人でいいわ。暁あき斗とと夕ゆう凪なぎさんは、本命のアル・カポネにぶつけましょう」

　相手は二人。こちらは三人。

　分かれて戦うとなれば、一対一と、二対一の形になるしかない。

　それは理解できる。だが、暁斗は少し不安が残った。

「本当に大丈夫か……？　いくらメアリーに必勝法があったとしても、一人だと不測の事態に対応できない。三対二の形に持ち込んだ方が安全なんじゃないか？」

「わたしの心配は無用よ。気持ちだけ受け取っておくわ」

　ありがとう、と嬉うれしそうに微笑んだ理愛は、「それに」と続けて。

「三対二になれば、メアリーが誰の『想像』に反応するか、わからないわ。それとも暁斗は、『自分は負ける』と思い込みながら戦うなんて、器用なことができるの？」

「う……それは……」

　そういう腹芸は、暁斗の苦手分野だ。

　痛いところを突かれて口ごもる暁斗に、理愛は勝ち誇ったように。

「そうでしょう。だからメアリーと戦うときは、一対一にしようと言ったの。そして、わたしがメアリーと戦った方がいい理由は──」

　理愛はそこで言葉を区切って、夕凪に視線を移す。

「夕凪さんの黒輪、以前に使っていたものと少し違うように感じるの。それ、アル・カポネを倒すために変えてきたんでしょう？　夕凪さんがあいつと戦った方が、きっと有利になるわ」

　問われた夕凪は、驚いたように眉を少しだけ動かした。

「……確かに、お父さんが調整した。できることが増えて、同時にたくさん操れるようになった。でも、どうして、わかったの？」

「黒輪で銃弾を消したっていうのもあるけど……それ以前に、わたしの目は特別でね。見ればわかるのよ」

　視力を喪うしなった理愛の左目が、妖あやしく金色に輝く。

　それを見た夕凪は、警戒するように少しだけ目を細めた。

「アル・カポネの居場所を見つけたの、あなた？」

「ええ。見たことのない、天に向かって伸びる光のラインが見えたから」

「……謎なぞが、解けた。不思議だったの。暁あき斗とくんたちが流罪者エクシリオに近付かないように、わたし、世界を制御してた。なのに、どうして、って」

　夕ゆう凪なぎの言葉に、暁斗と理り愛あは驚いて顔を見合わせた。

「世界を制御、って……どういうことなんだ、夕凪。詳しく教えてくれ」

「暁斗くんが、危険な目に遭わないように……守りたかった。流罪者エクシリオと戦って、傷ついていく暁斗くんを、見たくなかった」

　夕凪は、暁斗の右腕を──力を得るための代償として、動かなくなった腕を見つめて。

「喪失世界の理ことわりを管理する、『深奥』というところに、普段、わたしはいる。だから、墓碑銘セメンテリオが喪失世界に転移する場所を、選ぶことができる」

「だからここ最近、俺たちが流罪者エクシリオと遭遇することが少なかったのか……。でも、何度かは遭遇した。あれは……？」

「わたしが深奥を離れて、制御ができなかった。お父さんに言われて、星喰の檻エクリプセ・ソラールと流罪者エクシリオの様子を、見に行ってたから」

　思い返せば、確かに夕凪の言うとおりだ。

　星喰の檻エクリプセ・ソラールが絡からむ戦いが起こるようになってから、暁斗が流罪者エクシリオと遭遇した際、そこには必ず夕凪の姿があった。

　だから暁斗たちの目には、流罪者エクシリオと星喰の檻エクリプセ・ソラール、夕凪が、セットのように見えていたのだ。

「教えてくれ、夕凪。星喰の檻エクリプセ・ソラールを、夕凪たちはどうするつもりなんだ。それに、その深奥っていうのは、いったいどこに──」

　暁斗が新たに生まれた謎を追及しようとした瞬間、それは、窓を突き破やぶって現れた。

　きらきらと輝くガラスの破片をまき散らし、部屋の机の上に着地したのは、深紅ワインレツドのエプロンドレスの少女──メアリー・スー。

「ようやく見つけた。さーて、誰から殺しちゃおうかな？」

　すっと立ち上がると、獲物を物色するような目で、暁斗たち三人の顔を順に見回した。

「お生憎あいにくね。あなたの相手は、わたし一人よ」

　理愛が、静かに一歩、前に出る。

　そして、ちらりと暁斗に目め配くばせをした。

　ここは任せて、アル・カポネを──ということなのだろう。

　作戦は既に決まっている。暁斗は頷うなずき、部屋を出ながら夕凪に視線を送った。夕凪も、こくりと頷き返して、暁斗に続く。

「あれ？　あなた一人で、あたしと戦うつもり？　……おもしろいね！　なにか、あたしを殺すためのいい考えがあるんだ！」

　メアリーは暁斗たちを止めようとはせず、興味津々といった瞳で理愛を見つめた。

　理り愛あは、暁あき斗とたち二人が無事、部屋から出ていったのを見届けて。

「さぁ、それはどうかしらね？」

　勝てるとわかっている戦いに臨みながら、相手には『絶対』に勝てないと思い込む演技を始めた。

「……へぇ。そういうことなんだ」

　するとメアリーは、ふっと薄く笑った。

　それは、彼女が初めて見せる表情。本能のままに戦いを楽しむ笑みではなく、知略を感じさせる底知れない笑みだった。

「こんなに早く、カポネちゃんと同じことをする人がいるなんて。ますますおもしろいね」

「……っ!?」

　こちらの意図が読まれている。

　驚きよう愕がくの言葉が出そうになるのを、理愛はどうにか抑えることができた。

　少し考えれば、わかることだった。

　アル・カポネは、メアリーに勝ったと言っていた。それが本当なら、勝つ方法は限られている。夕ゆう凪なぎに教えてもらった方法を、先にアル・カポネが実践していても不思議はない。

　だがそれは、これでメアリーに勝てるという証明でもある。

　だから大丈夫──と、理愛が自分に言い聞かせると、メアリーは。

「じゃあ早速、試させてもらおうかな。あたしの力の……新しい使い方を」

　にやりと笑い、机の上から音もなく降り立った。

　そして、その直後。

　理愛の壮絶な悲鳴が、部屋の中に響き渡った。







「……理愛!?」

　ふと彼女の声が聞こえた気がして、暁斗は走る足を止めた。

　だが、どれだけ耳を澄ましても、なにも聞こえてこない。気のせいだったのだろうか。

　隣では、夕凪が不思議そうな表情で暁斗を見ていた。

　暁斗は「……なんでもない」と小さく首を横に振り、再びアル・カポネのいた酒場へと駆け出した。

（理愛は大丈夫だろうか……）

　必勝の算段で作戦を決めたはずなのに、不安が募る。

　奇襲を受けたせいかもしれなかった。こちらから攻撃を仕掛けて持ち込んだのと、あちらから攻撃を受けて結果的になったのでは、同じ一対一でも意味合いが違う。

　だが、今から戻ることはできない。可能なのは、暁斗たちがこれから挑む戦いの勝率を、できるだけ高めることだけだ。

「夕ゆう凪なぎ。俺たちを宿屋に逃がしたみたいに、黒輪の力でアル・カポネの酒場に移動することはできるか？」

「……たぶん、できる」

「なら、頼む。こっちも奇襲をやり返してやろう」

　夕凪はこくりと頷うなずくと、スカートの裾すそから侵蝕の門エクリプセ・プエルタを射出し、二人の頭上で旋回させる。

　黒輪から生まれた闇やみに飲み込まれた暁あき斗とたちは、次の瞬間、酒場の中へと転移していた。

　アル・カポネの姿を探し、暁斗は周囲を見回そうとして──刹せつ那な、背筋を凍らせた。

　三百六十度、二人をぐるりと取り囲むマシンガンの群れ。

「クッ。やっぱり、そうきやがったな」

　アル・カポネは酒場の外から、にやにやとした視線を窓越しに送ってきた。

「黒輪の姉さんがそっちについたなら、その力を利用すると思ってたが……読みが当たったぜ」

　奇襲は失敗。だが、それを悔やんでいる余裕はなかった。

　次々と火を噴くマシンガン。全包囲から銃弾が襲い来る。

「《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》──転移防御モメント・デフエンサ」

　すると夕凪は、大量の黒輪を周囲に展開し、その中へと銃弾を吸い込んでいく。

　どうにか蜂の巣に撃ち抜かれることは防げたが、黒輪の壁から一歩でも外に出れば、そこは弾雨が降り注ぐ。こちらから反撃に移ることは不可能だ。

　いつかはマシンガンの弾切れが起こり、再装填リロードの隙すきが生まれるはずだが──そこは、アル・カポネだ。

　操る銃は数十丁。その再装填のタイミングを個々にずらし、間断のない攻撃を仕掛けてくるはずだ。すべて同時に再装填などという大きな隙を見せるわけがない。

（どうする!?　このままじゃ……!!）

　今は鉄壁に見える黒輪の防御も、無限に維持できるとは思えない。どこかで必ず、限界は訪れるはず。

　どうにかして攻め入る隙を作り出さないと、勝機はない。

　だが、暁斗の予想に反し、直後、ぴたりと一斉に銃弾の雨が止やんだ。

（なにかの罠──いや！　だとしても、行くしかない！）

　どちらにしろ、このままでは敗色濃厚。一いちか八ばちか、暁斗は黒輪の壁から飛び出した。

「絶技壱いち式──《王権領域ソリオ・エスクード》!!」

　大きく刀を薙ぎ払い、数丁のマシンガンを両断する。

「《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》──攻撃アタケ！」

　暁あき斗とに続き、夕ゆう凪なぎも周囲に展開していた黒輪で攻撃に転じ、マシンガンを斬きり裂く。暁斗の前方が一掃され、アル・カポネへの道が開けた。

「暁斗くん、今」

　たった一言。それで夕凪の意図は伝わった。

　返答の代わりに、暁斗は叫ぶ。

「絶技弐に式──《疾風迅雷トレノ・ラフアーガ》!!」

　神速の突き。夕凪が作ってくれた道を、暁斗は一直線に進む。

　暁斗の胸は高揚感で躍っていた。

　背中に感じる存在。暁斗は今、夕凪と、共に戦っている。

　もしかしたら二人はこの後、戦い合う宿命かもしれない。

　それでも、今、この瞬間だけは──！

　刹せつ那なの歓喜を乗せた刀。その切っ先が、アル・カポネの喉のど元もとへと迫る。

「ちっ……！」

　寸前で、アル・カポネは身をひねって避けた。

　突きが届くには少し間合いが遠く、相手に避ける余裕を与えてしまったらしい。刀は、喉元を浅く斬るに留まった。

　暁斗はそのまま酒場の窓枠を飛び越えて外へ。乾いた土の道の上を滑りながら勢いを殺し、背後の敵へと振り向く。

　もうもうと舞う土煙の向こうで、アル・カポネは苦々しげに顔をしかめて。

「しくじったぜ。オレとしたことが、あんなミスしちまうとはな」

　ミスとは、すべてのマシンガンが同時に再装填を行い、隙すきを作ってしまったことだろう。

　暁斗は内心で首を傾かしげた。確かに彼らしくない、単純な失敗だ。

　すると、暁斗を追って外へ出てきた夕凪が、

「アル・カポネは、まだ力に慣れてない。今なら、倒せる」

「どういうことだ？　あの大量のマシンガンは、あいつの奥の手じゃなかったのか？」

　暁斗の問いに、夕凪は「そう。奥の手」と頷うなずく。

「でもそれは、つい最近、手に入れたもの。とてもたくさんの魂を奪って、代償に捧ささげることで」

「魂って……まさか!?」

　今、現実は大混乱に陥り、絶望する人間が急増している。

　アル・カポネが『酩酊』をまき散らし、全世界的な記憶障害を起こしたのは、喪失世界に迷い込む人間を増やし、短期間で大量の魂を手に入れるためだったというのか。

　暁斗の視線を受けたアル・カポネは、認めるように肩を竦すくめた。

「クッ。やりにくいったらないぜ。こっちの状況は、黒輪使いの姉さんには筒抜けかよ」

「あなたは、お父さんの敵。警戒するのは、当然」

「親父、ねぇ。ただ親ってだけで、そこまで協力するとは……オレには信じられないがね」

　アル・カポネは、心の底からわからないといった感じで首を傾かしげた。

「姉さん、そいつに弱味でも握られてんのか？　それとも協力する振りをして、後で裏切ろうって魂胆か？」

「どっちでもない。わたしを、あなたと一緒にしないで」

　夕ゆう凪なぎの眼光が、少しだけ鋭くなった。

　暁あき斗とにはわかった。夕凪は、怒っている。

　初めて目にする表情に暁斗が驚いていると、夕凪は珍しく饒じよう舌ぜつに言葉を続けた。

「わたしは、みんなと同じように感じて、同じように考えることができなかった。みんなは、わたしを変だと言った。おかしいって言った。でも、お父さんは……違った。それでいいんだよ、って、わたしを認めてくれた」

　そこで夕凪は、ちらりと暁斗に視線を送った。

　優しげな瞳。暁斗くんも、わたしを認めてくれた──と、語っているように見えた。

　夕凪は、再び険しくした視線をアル・カポネに戻して。

「だけど、お父さんもみんなに嫌われて、喪失世界に送られてしまった。だから今度は、わたしがお父さんを信じる。お父さんが、わたしにしてくれたように……わたしが、お父さんを一人にさせない」

　きっと二人は、世界から忌いみ嫌われた親子として、身を寄せ合い、生きてきたのだろう。

　暁斗は、夕凪の親戚に会ったときの怒りと悲しみを思い出して、胸が痛んだ。

　するとアル・カポネは、そんな夕凪の苦悩を嘲笑するように。

「……信頼ってヤツか。オレのもっとも嫌いな言葉だぜ」

　忌々しげに吐き捨てて、周囲にマシンガンの群れを出現させた。

「オレの手下に……とも思ったが、やめだ。そんなバカみてぇな理由で動くのは、こっちから願い下げだ」

「……あなたは、人を信じたこと、ないの？」

「あるさ。そのたびに、裏切られてきたがな」

　アル・カポネは夕凪の問いかけに、遠くを見るような眼まな差ざしで答える。

「善意には善意が返ってくる……若いときは、そんな甘いことも思ってたさ。だからオレは、理不尽な法律で禁止されて飲めなくなった酒を密造し、闇やみで売りさばいた」

　そして、世のすべてを呪のろうように、クッと短く笑って。

「けどよ、結果はどうだ？　みんなが欲しがるものを与えたオレに返ってきたのは、侮蔑の言葉と、ブタ箱行きだけだ！　そんとき、ようやく気付いたね！　現実は夢も希望もない、クソみてぇな世界だってことに！　……だがな」

　逆接の言葉を口にしたアル・カポネは、にやりと顔を歪ゆがませた。

「喪失世界に送られて、納得したぜ。そもそも、すべての存在は──喪失世界の側にあったんだからな」

「なっ……それはどういう意味だ、アル・カポネ……！」

「言葉どおりの意味だぜ、サムライボーイ。まさか、そこの姉さんから聞いてねぇのか？」

　アル・カポネの言葉に、暁あき斗とはまじまじと夕ゆう凪なぎの顔を見つめた。

　暁斗を見つめ返す夕凪の瞳は、どこか戸惑いに揺れた様子で──しかし、けして視線は逸そらさない。アル・カポネの言葉が本当なのだ、と伝えるかのように。

「現実世界ってのはなぁ、全部、喪失世界から奪ったモンで作られた、言わば偽物、贋作みたいな世界なんだよ。そんな世界のために必死になるなんざ、馬鹿のするこったな」

「そんな、まさか……」

　言葉を失う暁斗。その言葉は、根底から認識を揺るがすものだった。

　喪失世界は、現実世界の存在を奪う、絶対的な悪だったはず。

　だが、アル・カポネの言葉が真実なら……喪失世界がしていることは、元々あったものを取り戻しているだけ、ということになってしまう。

　なら、正当性があるのは、喪失世界や流罪者エクシリオの行いだったというのだろうか？

　戸惑う暁斗を揺さぶるように、アル・カポネの冷たい視線が暁斗を射抜く。

「オレは思うのさ。現実世界ってのは贋作だから不完全で、あんなにも不幸と理不尽が溢あふれてやがるんだ……ってな。事実、オレがちょっと世界のバランスを崩しただけで、人の心には絶望が蔓まん延えんしやがる！　希望なんて、どれだけ足あ掻がいても手に入らねぇくせによ！」

　それは違う、と。暁斗は否定できなかった。

　家族を喪うしない、一人の力で生きていくことになって、暁斗は世界の怖さを嫌というほど思い知った。

　生きること、仕事を見つけること、仕事をすること。そのすべてが、親と学校しか知らなかった暁斗にとって、あまりに難しく、恐ろしいことだった。

　暁斗がなにも言えずにいると、夕凪が静かに頷うなずいた。

「確かに、今の現実世界と喪失世界は、どちらも不完全な世界。本当はひとつだったのに、ふたつに分かれてしまったから」

「なら、俺たちの生きた現実は、アル・カポネの言うとおり、夢も希望もない不完全な世界だっていうのか……？」

　暁斗は縋すがるように夕凪を見つめる。こんな真実、絶対に信じたくはなかった。

　もし認めてしまえば、すべてを喪ってしまう。

　夕凪と出会えたことも、夕凪と過ごした時間も。

　本当の幸せではない、不完全な別のなにかだったのではないか、と。

「ん……昔、わたしもそう思ってた。でも、本当は違った。暁あき斗とくんが、わたしの世界に希望をくれたから」

　淡い悲しみをその顔に浮かべ、夕ゆう凪なぎはアル・カポネを見つめる。

「あなたにも……そんな風に、奇跡みたいな出会いがあれば、よかったのに」

「奇跡、ねぇ。……ハッ！　生憎あいにくと、そういう曖あい昧まいなモン、オレは大嫌いでね！」

　アル・カポネが吐き捨てる。と、その周囲のマシンガンが、嵐のような弾幕を放はなつ。

「《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》──転移防御モメント・デフエンサ」

　対する夕凪は無数の黒輪を操り、暁斗と夕凪を弾雨から守る。

　するとアル・カポネの手が、懐ふところからなにかを取り出した。

「甘ぇよ！　そっちがそうやって防ぐのは、お見通しだ！」

　拳けん銃じゆうだ──と。暁斗が認識するよりも、早く。

　放たれた一発の銃弾は、黒輪と黒輪の隙すき間を抜けて、夕凪へと襲い掛かり──。

　その肩口に、鮮やかな赤が飛び散った。

「夕凪！」

　暁斗が手を伸ばすも、夕凪の身体からだを支えるには至らず。

　赤い飛沫しぶきがまるで残像のように暁斗の視界を染めて、夕凪が、軽い音を立てて地面へと倒れた。

「夕凪、夕凪！」

　着弾箇所は、肩。おそらく、命に係かかわるほどの怪け我がではない。

　だが、負傷は負傷。暁斗の目の前で、アル・カポネは夕凪を傷つけた。

「ははっ、無様だな！　奇跡よか鉛玉の一発の方が、よほど頼りにならあ！」

　響き渡るアル・カポネの哄こう笑しよう。暁斗は自分の心が急速に冷えていくのを感じていた。

　そして──冷たく凍る心の奥には、新たな炎が宿る。

　黒く、冷たく、凍えるような炎。




《……許サナイ》




　ふと、地の底から響くような重く低い声が、暁斗の心の奥底から聞こえた気がした。

「うっ……!?」

　同時に、右腕が疼うずき始める。

　それは鈍痛に、やがて激痛へと変わっていき、暁斗はたまらず右腕を押さえた。

「……暁斗、くん？」

　異変に気付いた夕凪が呼びかけたが、暁斗の耳には届かない。

　ぐわんぐわんと、ひどい耳鳴りのようなものが、ずっと反響していた。

《……許サナイ》

　その声は、果たして暁あき斗とのものだったのか。もはや自分自身でもわからない。

　気付けば視界は陽炎のようにぼんやりと揺らめき、地面に立っている感覚もない。

　五感のすべてが、あやふやになりつつあった。

《夕ゆう凪なぎヲ傷ツケテ、追イ詰メタ存在ヲ……俺ハ、許サナイ……！》

　冷たく凍えるような炎──それは憎悪だ。

　アル・カポネへの激しい憎しみが、暁斗の心を刹せつ那なのうちに満たしていく。

「暁斗くん……だめ……！」

　夕凪が微かに顔色を変えた。慌てて暁斗の傍らへと駆け寄る。

　だが、限りなく薄れた意識の中、暁斗の胸を焼く憎悪の炎は刻一刻と強まっていくばかり。夕凪の姿に気付かないかのように、憎しみをぶつける対象を探し──やがてその視線を、元凶であるアル・カポネへと定さだめた。

「ははっ！　結局、オレと同じみたいだなぁ、サムライボーイ！」

　その周囲、無数に浮かぶマシンガンの銃口が、一斉に暁斗たちへ狙ねらいを定める。

「いいぜぇ、もっと絶望しろ！　奇跡なんざクソ食くらえだ！　憎悪も命も、なにもかも、オレが奪い尽くしてやらぁ!!」

　狂気じみた笑みで絶叫するアル・カポネ。

　だが、暁斗にその声は届いていない。ただ、アル・カポネの放はなつ殺気だけを、鋭敏に感じ取った。

《夕凪ヲ傷ツケタ、オマエダケハ、許サナイ！》

　まるで憎悪を噴出させるかのように、心の内の声と暁斗の口にする言葉が重なる。

　そして、同時に。夕凪の周囲に浮かぶ無数の黒輪が、一斉に暁斗の方へと飛んでいった。まるで、憎悪の声と呼応するかのように。

「いけない、侵蝕の門エクリプセ・プエルタが……！」

　常の無表情を忘れたかのように、夕凪は焦りを露あらわにする。だが、彼女が操っていたはずの黒輪は、その意志に従うことなく暁斗の右腕へと吸い込まれて。

　続けて、暁斗の刀と小こ太だ刀ちも、その右腕へ吸収されるように消滅した。

「なんだ、ありゃあ!?　なにが起こってやがる!?」

　予想外の事態に、アル・カポネは素手となった暁斗へ向けて、マシンガンの弾雨を放つ。

　暁斗は避けようともせず、ただ右腕を突き出し──刹那、その右腕が黒い炎に包まれた。

　燃え狂い、吹き上がった炎は、銃弾をことごとく焼き尽くす。

「これは……まさか、奇跡ってやつかよ、サムライボーイ！　……クソッ！」

　そして炎は、そのままアル・カポネと周囲のマシンガンへと、燃え広がるように襲い掛かって。

「なっ──!?」

　アル・カポネの驚きの声もろとも、その全身を黒い炎が飲み込んだ。

　地面を焦がし、大気を焼き、燃え盛る炎。その最さ中なかから、断末魔の絶叫が上がる。

　灼しやく熱ねつの奔流が消え去った後、残っていたのは赤しやく銅どう色の鉄と、黒く炭化した人──溶けて地に落ちたマシンガンと、絶命して横たわるアル・カポネの亡骸なきがらだった。

　やがて、周囲は水を打ったように静まり返る。

「ゆう……なぎ……」

　暁あき斗とは虚ろな目で、ゆらりと夕ゆう凪なぎに振り向いた。

「安心、しろ……。夕凪を、傷つけるものは……俺が……」

「暁斗くん……やっぱり、その力、わたしと同じ……」

　切なげな瞳で暁斗を見つめ、夕凪はそっと暁斗へと近付いた。

「ありがとう、暁斗くん。でも……もう、いいの」

　夕凪の細い両腕が伸びる。暁斗の身を、いたわるように抱きしめるため。

「大丈夫。わたしは、もう、大丈夫だから……」

　夕凪はスカートの裾すそから、新たな黒輪をひとつだけ射出した。それは傷へと触れると、霧散するように消えていく。

「よかった。使い捨ての治療用、ひとつだけ残ってた」

　応急処置によって肩口の傷が覆われ、血の色が消え去る頃──不意に、暁斗がその場に膝ひざを折った。まるで、彼の身体からだを操っていた糸が切れたかのように。

　しかし、暁斗の意識は混濁したまま。

　夕凪の呼びかけも空むなしく、夢と現実の狭はざ間まを──絶望と希望のあわいを彷徨さまよっていた。




（俺は……いったい、どうしたんだろう）

　どこにいるんだろう。なにをしていたんだろう。

　確か──赤いものが見えた。

　とても嫌なものだった。暁斗の大切なものを傷つける色だった。

　それは、夕凪の傷から流れた血だった。

（夕凪、は……）

　父親を慕い、暁斗と敵対すると言った。けれど、そうしたくないとも。

　暁斗も同じだった。だから、もし、彼女が間違っていると感じたら、止めると誓った。

　夕凪が暁斗よりも父親を優先するとしても関係ない。

　暁斗が、夕凪のことを大切に想おもっているから──好きだから、だ。

　誰かを大切に想い、想われる。

　その気持ちは自由なのだ、と。孤独や痛みを最初から共有しなくとも、わかり合うことができる──と、暁あき斗とに教えてくれた人がいた。

　中なか邑むら。高橋。バイト先で出会った人々。

　彼らが教えてくれたのだ。暁斗の価値は、両親に認められるか否いなかによって決まるものではない。他でもない暁斗自身が作り上げ、伝え、認められるよう努力することで、初めて生まれるものなのだ、と。

　すべてを喪うしない、一人きりで放り出された世界は、とてつもなく広く、ちっぽけな暁斗なんて易やす々やすと飲み込んでしまうようで……恐ろしかった。

　けれど、恐ろしいだけではなかった。

　人との触れ合いが、暁斗を一歩ずつ前へと進ませてくれた。

　その道行の隣には、ずっと、暁斗を守ろうとしてくれていた人がいた。

　支え合い、わかり合い、時に衝突することがあっても、苦楽を共にしてくれた人がいた。

（そうだ……その人は……）

　少しずつ、暁斗に五感が戻ってくる。

　ぼやけていた視界が像を結び始めて──。

　映し出されたのは、力なく落下する人影。長い、長い黒髪の。







（……理り愛あ!?）

　屋根の上から落ちてくる彼女の姿を目にしたことで、暁斗の意識は完全に覚かく醒せいした。

　右腕がまとっていた炎は、刀と小こ太だ刀ちの形に固まり、その場へ落ちる。

「理愛！」

　暁斗は慌てて走り出し、力なく落下した理愛をなんとか受け止めた。

「大丈夫か!?　しっかりしろ!!」

「う……暁斗……」

　弱々しい声だが、しっかりと返事が返ってきた。服も身体からだも傷だらけだったが、致命傷ではないようだ。

「なにがあったんだ!?　メアリーには、必ず勝てるはずだったのに……!?」

「気を付けて……。その弱点は、克服していた……。今のあいつは……無敵よ……」

　おそらくは、アル・カポネとメアリーを各個撃破するために分かれたのが、裏目に出た。

　──悪い予感が、的中してしまったのだ。

「なんてことだ……。だが、生き延びてくれたんだな、理愛」

「まあ、どうにか、ね……。嘲笑の魔眼ラグリマ・ラステイマで未来が予知できなければ、危なかったわ……」

　理愛は力なく笑うと、よろめきながらも立ち上がる。

「それよりも、暁斗たちは……？　アル・カポネは倒せた……？」

「アル・カポネ……？　そうだ！　俺と夕ゆう凪なぎは、あいつと戦って……」

「アル・カポネは、暁あき斗とくんが倒した」

　答えながら近付いてきた夕凪の手には、暁斗の刀と小こ太だ刀ちが握られていた。

　だが、ダマスカス鋼の縞しま模も様ようを浮き上がらせていたはずの刀も、純白だったはずの小太刀も、その刀身を吸い込まれそうな漆黒に染め上げていた。

「なんだ、これ……いつの間に……？」

　見つめる暁斗の声が震え──刹せつ那な、焼け焦げたアル・カポネの倒れる光景が、夢のようにぼんやりした記憶となって蘇よみがえる。

「まさか、俺が？　確かに、そこの黒焦げがアル・カポネだってのは、思い出した。でも、どうやって……？」

「あれが、アル・カポネ？　……ちょっと待って。確かめるわ」

　理り愛あは眼帯を外した瞳を、炭化した亡骸なきがらへ向けて。

「……本当だわ。あいつから現実世界に繋つながってた光の帯が消滅していく。これで奪われた酩酊も戻って、現実の異変も収まるわね」

　安あん堵どの後、すぐに顔を引き締しめ、理愛は夕凪へ視線を向ける。傍ら、暁斗の様子がおかしいことには気付かないままで。

「夕凪さん。また黒輪で移動をお願いできる？　今ここで危険を冒おかしてまで、メアリーと戦う理由はないわ」

「それは……できない。侵蝕の門エクリプセ・プエルタは……」

　夕凪が暁斗の右腕を見つめる。つられて、暁斗も自分の腕を見た。

　その瞬間、またもや脳裏に蘇った光景は。

（……夕凪の黒輪が、俺の腕に吸い込まれた？）

　夕凪の黒輪が消滅している以上、これは本当に起こった出来事だろう。

　ただ一人、事情を知らない理愛は、不思議そうに首を傾かしげて。

「戦闘で壊れたのかしら？　でも、移動ができないならなおさら、一刻も早くここから去りましょう。いつメアリーが襲ってくるかわからないわ」

「あ、ああ……と、その前に。夕凪、刀と小太刀を返してくれないか？」

　だが、夕凪は、握ったままの暁斗の武器に視線を落として──。

「……いや。渡したく、ない」

　と、逃げるように後ずさった。

「まさか、暁斗の武器を持ち去るつもり……？」

　鋭い眼まな差ざしと共に、理愛が夕凪へと一歩を踏み出す。傷が痛むのか、その足取りはどこか不安定だ。

　対する夕凪は、はっきりと首を横に振って。

「違う。暁あき斗とくんには、もう戦ってほしくないだけ」

「その理由は？　説明してくれないと、こっちだってわからないわよ」

「理り愛あ、ちょっと待て……！」

　だが、暁斗が二人の仲裁に入ろうとした、その瞬間。

「──っ!?　暁斗、危ない!!」

　突然、理愛が血相を変えて、暁斗を突き飛ばした。

　その直後、近くの建物が爆発で吹き飛んだ。壁に使われていた木の板が数枚、猛烈な勢いで飛来する。

　突き飛ばされた暁斗は難を逃れた。だが、鎖を出現させる間もなかった理愛と、黒輪を失っていた夕ゆう凪なぎは、それぞれ板の直撃を受けてしまう。

「二人とも！　大丈夫か!?」

　暁斗は二人に駆け寄り、必死に声を張り上げた。

「う……」

　夕凪は、うめき声を返すだけ。完全な不意打ちでダメージが大きかったのか、気絶してしまったようだ。

　一方、この未来を予知したと思おぼしき理愛は、暁斗をかばったことにより、かなりの傷を負っていた。

「あき、と……」

　額から流れる鮮血。うっすらと目を開き、理愛は駆け寄った暁斗を見上げる。

「メアリーは……『絶対』の対象を、彼女自身に……。今のメアリーに、不可能は……」

　言葉はそこで途切れる。と、理愛の身体からだからふっと力が抜けて。

「理愛!?　おい、理愛!!」

　まさか、と暁斗は理愛の首筋に手を当てた。

　──脈は、ある。夕凪と同じように、気絶したようだ。

　そのことだけは安心できたが、状況は絶望的だ。

「あれー？　一人、残っちゃった？」

　爆発で起きた煙と埃ほこりのカーテン。それを破やぶるように、メアリーが姿を現した。

「うーん、残念。一網打尽にできるチャンスと思って、弾丸の火薬をかき集めてきたのに。また未来予知で避けられちゃったのかな？」

「メアリー・スー……！　やっぱり、おまえの仕業か！」

「もっちろん。あ、でも悪く思わないでね。あなたたちが、あたしを殺せないのがいけないんだから！」

「っ……！」

　暁斗は、夕凪が取り落とした刀と小こ太だ刀ちを拾って、最強最悪の流罪者エクシリオと対たい峙じする。

　──今、ここで、戦うしかない。倒れた二人を守るために。

（理り愛あは、あいつが弱点を克服して、無敵になったって言ってたな……）

　そんな敵を相手に、どう戦えば勝てる？　いや、そもそも勝とうと思わず、二人を連れて逃げ延びる方法を考えるべきか……？

　あくまで平静の表情を保ったまま、内心で暁あき斗とが葛藤していると。

　ふとメアリーは、暁斗から視線を逸そらした。

「あれ？　あそこの黒焦げ……もしかして、カポネちゃん？」

「……ああ、そうだ。あいつの奪った酩酊も、元に戻った。おまえたちの企たくらみは失敗だ」

　目的をなくしたメアリーが撤退してくれれば──と、暁斗は一いち縷るの望みに賭かけるが。

　メアリーが返した表情は、笑顔えがおだった。

「そうだね。カポネちゃんの作戦は失敗しちゃったけど……おかげで、いいこと思いついたよ。あのおっきな黒輪で、あたしより強い人を生み出すの！　ずっと、ずーっと強い人だよ！　そうすれば、おもしろい戦いができるよね!?」

　弾むようなメアリーの声に、暁斗の背筋が凍る。

　無敵となった彼女より、さらに強い人間。そんな途方もない存在を生み出そうとしたら、いったいどれだけの代償が必要となるのか。

　音楽や酩酊の比ではない、もっと大切なものが、現実から奪われるだろう。

（ここでメアリーを倒さないと、大変なことになる……！）

「だから、あたしもあのおっきな黒輪……欲しいなぁ」

　興味津々といった感じで、メアリーが倒れた夕ゆう凪なぎに視線を移した。

　暁斗は反射的に叫ぶ。

「夕凪には手を出すな！　そんなに強い相手と戦いたいなら──俺と戦え！　アル・カポネを倒したのは、俺だ！」

　その挑発に、メアリーはゆらりと振り向く。

　純粋な笑顔の中に、隠し切れない殺意を宿らせて。

「すごいすごい！　それじゃ、カポネちゃんを刀で焼き殺したってこと!?　おもしろいね！　その力なら、あたしのことも殺せるかなっ!?」

　来る。

　もう正面から戦うしかない。

　メアリーは暁斗へと、一直線に距離を詰めてくる。

　あまりに無警戒で単純な動きだった。暁斗がタイミングを合わせて刀を振るうだけで、致命傷を与えられるようにすら思えてしまう。

　だが、相手はあのメアリー・スーだ。

　容易に迎撃できるという暁斗の『想像』を、また都合よく覆すだろう。

　──ならば、なにも考えない。

　それが結果的に最善の手だと信じて、暁あき斗とは刀を振るった。

　するとメアリーは、おもむろに腕を突き出して──素手で刀をつかみ、止めた。

　だが、血は一滴も流れない。彼女の手は薄皮一枚も斬きられていなかった。

「どうして、って思ってるでしょ？」

　メアリーは、まるで宝物でも見せびらかすように、自慢げに笑った。

「『絶対』に斬れると思った？　残念でした。刃物って、引いたり押したりして、初めて切れるんだよね。だから、その前にがっちりつかんじゃえば……ほら、このとおり」

「そんな馬鹿な──」

　ありえない、という声を、暁斗は飲み込んだ。

　理り愛あの言葉を、ふと思い出していた。

　今のメアリーは、彼女自身の思う『絶対』を覆す。

　素手で刀をつかむことは『絶対』にできないと思えば、それは覆り、可能となる。

（……くそっ、なんて奴やつだ！　以前より格段に強い！）

　一方的な戦いなことに変わりはないが、決定的に違っている点があった。

　それは、先手と後手。

　以前のメアリーは、相手の『想像』に反応していた。つまり最初に相手の攻撃を許す必要があり、後手に回るしかなかった。

　だが今のメアリーは彼女自身の『想像』で行動できるため、先手を取って相手に反撃すらさせず、圧倒的なまま戦える。

　まさに無敵。メアリーには逆転勝ちどころか、傷ひとつすら、つけられないのでは。

　暁斗の思考を、絶望の闇やみが覆い始めた……そのとき。




　──あき、と……。




　不意に、理愛の必死な呼びかけの声が、暁斗の心に蘇よみがえった。

　暁斗をかばってダメージを受けながら、それでも暁斗に伝えたかった理愛の言葉。

　あれはきっと、暁斗を絶望させるためではない。

　暁斗に希望を託して、メアリーを攻略するヒントになればと、そう思っての言葉だったはず。

（だったら……そう簡単に、あきらめるわけにはいかない！）

　暁斗が鋭い眼光で睨にらみつけると、メアリーは瞳を爛々と輝かせた。

「あは！　そうこなくちゃ！　カポネちゃんを焼き殺した力……今度こそ、見せてくれるんだよね!?」

　メアリーは、刀をつかんでいるのとは逆の手を、暁あき斗とに向かって突き出した。

　まっすぐ指を伸ばした手刀。

　殺傷能力があるとは思えないが、あのメアリーのことだ。また『絶対』を覆して、暁斗を殺す気なのだろう。

　だが暁斗も、このまま死ぬつもりはない。命が尽きる最後の一瞬まで戦い抜いてみせる。

　暁斗は左手の小こ太だ刀ちで、メアリーの手刀を迎撃しようとして──。

「ねえ、早くあたしを倒してみせてよっ……って、あちちっ!?」

　ふと、メアリーが刀から手を離した。

　見ると、漆黒の刀身の周囲が、陽炎のように揺らいでいた。

　刀が高熱を帯びて、空気を焼いていたのだ。

　メアリーは手刀の攻撃を中断し、後方に二度、三度と飛とび退のいて距離を広げた。

「なるほど！　こういうことだったんだ！　これでカポネちゃんを焼き殺したんだね！」

「いや、それは違……っ!?」

　こんな能力が刀にあるなんて、暁斗自身も知らない──いや、それこそが、違う。

　またしても暁斗の脳裏で記憶が蘇よみがえり、今度こそ、すべてが繋つながった。

　夕ゆう凪なぎの黒輪を吸い込んだ右腕は、黒い炎をまとった。それが、アル・カポネを焼き尽くしたのだ。

（だとしたら、この刀の熱は……あの黒い炎と同じなのか……!?）

　自分に宿った正体不明の力に、暁斗は戸惑う。

　だが、この刀や棄憶の鍵メモリア・クラーヴエも、最初は謎なぞに包まれていた。それでも暁斗は無我夢中で戦い、勝利を収めてきたのだ。

（……やるしかない、か。この、新しい力で！）

　ぶっつけ本番。望むところだ。

　暁斗は刀と小太刀を構え直して。

「っ……!?」

　脇わき腹に走った鋭い痛みに、顔をしかめた。

　視線を腹部に移すと、服は裂けて、うっすらと血が滲んでいた。

　刃物で斬きられたような裂傷。だが、メアリーとの距離は十メートル以上ある。

（いったい、どうやって……？）

　怪け訝げんに思いながらメアリーを見ると、彼女は遠く離れた場所で、手刀を振っていた。

　そしてまた、身体からだを痛みが襲う。今度は右足。同じようにズボンが裂け、血が滲む。

「かまいたち、って知ってる？」

　手刀を見せつけるように、メアリーが言った。

「空気がなくなった、真空ってやつ？　それに触れると圧力とかの関係で、肉がぱっくり裂けちゃうんだ。怖いよねー」

　言いながらもメアリーは手刀を振り続け、そのたびに暁あき斗との身体からだは裂傷を負っていく。

「じゃあこれは、かまいたちか……!?」

　暁斗は苦々しげに呟いた。

　もう驚きはしなかった。メアリーができると言ったら、それはできるのだろう。

「そう。飛ばしてるんだ。その刀の熱なら、たぶん鉄も溶かせるよね？　それに近付くのは、さすがにちょっと危なそうだから。こうして遠くから殺させてもらうよ」

　暁斗の刀を脅威と判断したのだろうが、どうにも腑ふに落ちなかった。

（あのメアリーが、弱腰になった……？）

　彼女には不可能なんてなく、無敵のはず。

　近付かずに暁斗を殺す手段は、いくらでも……いや、そもそも暁斗の刀を脅威に思う必要すらない。

　だが現に、メアリーは距離をとった。

　そこから導き出される結論は、ひとつだ。

（もしかしてメアリーにも、できないことがあるのか!?）

　だとしたら、それはなんだ。

　彼女の飛ばす真空かまいたちに身体を斬きられながら、暁斗は必死に考えて。

　──メアリーは、他人の『想像』に反応する。

　──メアリーは『絶対』の対象を、彼女自身に。

　ふと、夕ゆう凪なぎと理り愛あの言葉が蘇よみがえり、そして繋つながって──勝機が見えた。

（そういうことか！　メアリーの能力の限界は……メアリー自身の『想像』だ!!）

　以前も、今も、メアリーの能力に共通している点があった。

　それは、理屈を必要としていること。

　たとえどんなに荒唐無稽で、ありえない理屈だったとしても、彼女はそれを根拠に逆転、圧倒してきた。

　メアリーの能力が本当になんでもありなら、そんな理屈は必要ない。

　今だって、かまいたちなんて理屈のある現象を持ち出さなくても、街すべてが吹き飛ぶほどの理不尽で理由のない大爆発を起こせばいい。

　それができないのは──メアリー自身が心の底から『想像』もできないことは、やはり不可能ということ。言い換えれば、人間としての物理法則の限界だった。

（だけど、俺の力は……！）

　超常の存在である黒輪を吸収した今、暁斗の力は自分自身でも理解の範疇を超えている。それは理屈の通ったメアリーの能力とは正反対、荒唐無稽にしか思えない力だ。

　仮に、メアリーが覆す『絶対』の対象を暁斗にしていたら、暁斗がどんな攻撃をしても逆転されるだろう。

　相手の『想像』に反応する戦い方は、必ず後手に回るというデメリットもあるが、相手の攻撃を『絶対』に返せるため防御に優れている。

　だが今は違う。

　彼女は攻撃的な新しい戦い方を編み出し、能力の対象を自分に設定している。

（なら、メアリー自身の『想像』で防げないほどの攻撃を繰り出せば、もしかしたら……！）

　彼女が『想像』できなかった、暁あき斗との刀の高熱──荒唐無稽な黒輪の力。

（それが──メアリーへの突破口になる！）

　確信した瞬間、暁斗の脳裏に言葉が浮かんできた。

　新たな力を自在に操る、その鍵となる言葉を、暁斗は叫ぶ。

「絶技零ゼロ式──《黒曜炎斬ソル・デイアマンテ》!!」

　刀身の熱が爆発的に高まり、黒い炎となって吹き上がった。

　荒れ狂い、弾はじけ飛びそうな力の奔流。

　それを暁斗は、刀を頭上に掲げながら練り上げる。

　薄く、鋭い、高熱の刃へと。

　そして、刀を振り下ろすと同時に──解き放はなつ。

　刀から分離し、黒い三日月の形状に圧縮された炎が、地を裂きながらメアリーへと襲い掛かった。封印を解かれた超常の力の前では、メアリーの真空かまいたちなどという現象は、無力に等しい。彼女の攻撃は、暁斗の攻撃ですべてかき消された。

「っ……!?」

　メアリーが驚きよう愕がくを露あらわにして、横に逃げようとする。

　だが遅い──いや、暁斗の攻撃が速すぎたのか。

　避ける間もなく飛来した黒い炎の刃は、メアリーの左肩から足の付け根にかけて両断。左の手足を斬きり落とされ、メアリーはぐらりと傾いた。

「え……？　なに、これ……？」

　自分の身に起きたことが信じられないのか、鮮血を吹き出す身体からだを見たメアリーは、何度も瞬まばたきを繰り返して。

「あ……。そっか、あたし……負けたんだ……」

　血の気の失うせた死相で、にっこりと笑った。

「あはは……。嬉うれしいな、こんな死に方なんて、『想像』もしてなかった……。ホント……最高におもしろい、ストーリーだよ……」

「そうか。俺にとっては最悪のストーリーだったが……ようやくエンドマークがつきそうだよ」

　苦戦に次ぐ苦戦。












　勝ち目のない状況ばかりだったが、最後にやっと逆転できた。

　メアリーの身体からだが地に倒れ伏し、そのまま動かなくなる。

「……終わったんだよな、本当に」

　呟きながら、暁あき斗とが武器を棄憶の鍵メモリア・クラーヴエに戻したとき。

「信じられない。無敵になったメアリーを、暁斗くんが倒した……？」

　夕ゆう凪なぎの声がした。いつの間にか、意識を取り戻していたようだ。

「よかった。気が付いたんだな」

　暁斗が声をかけると、夕凪はメアリーの亡骸なきがらから暁斗に視線を移し、首を傾かしげた。

「あのメアリーを、どうやって倒したの？」

「ああ。それはな──」

　暁斗は、無敵に見えたメアリーの新しい戦い方が、逆に敗因だったことを説明した。

「……そう。だとしたらメアリーは、自分自身の力で、望みを叶かなえた」

　と、夕凪は、どこか寂しげな表情を浮かべて。

「メアリーは、最強だから。絶対に勝ってしまう宿命だから。強い相手と戦って、殺されるのを、ずっと待ってた」

　聞き覚えのある言葉。どこで聞いたのだろうと、記憶の糸を辿ると──メアリーと初めて遭遇したとき、夕凪自身が言っていたのだった。

　その続きを語るように、夕ゆう凪なぎは言葉を紡つむぐ。

「彼女は、誰かの『想像』に依存していた。でも、それをやめて、自分自身の『想像』で戦うようになった。彼女は初めて、誰にも頼らない自分を手に入れて……自分の『想像』を超える力によって、倒された。全部、彼女の望みどおり」

「……だから、『嬉うれしい』のか」

　それが、メアリーの最さい期ごの言葉。暁あき斗とも、少しだけ寂しい気持ちになった。

　欠片かけらも同情できるような相手ではなかった。だからといって、死ぬことしか救いがないのは、いくらなんでも悲しすぎる。

「でも」と、夕凪は大地の黒い塊──アル・カポネの亡骸なきがらへと歩いていった。

「わたしは、そんなメアリーが……どんな形でも宿命に打ち勝てたことが、羨ましい」

　夕凪の思いは暁斗にも、ひしひしと伝わってきた。

　彼女は流罪者エクシリオ。世界から忌いみ嫌われ、呪のろわれた宿命を持つ存在だ。同じ流罪者エクシリオとして、その宿命に打ち勝ったメアリーには、思うところがあるのだろう。

　アル・カポネの亡骸に手を添えた夕凪が小声でなにかを唱えると、亡骸は宙に浮かび上がり……やがて、巨大な星喰の檻エクリプセ・ソラールへと変わった。

　続けて夕凪はメアリーの亡骸に近付こうとして、暁斗の黒い炎が大地に刻んだ傷跡に、ふと視線を移した。

「あれ……暁斗くんが、やったんだよね？」

「ああ。なにがどうなってるのか、俺にもわからないんだが」

「……ごめんなさい」

　突然の謝罪と共に、夕凪は顔を俯かせた。

「わたし、今、すごく後悔してる。こんなことになるなんて、思ってなかった……」

　伏せたまつ毛の奥、暗く沈む瞳。深い苦悩を感じさせる声に、暁斗は慌てた。

「夕凪？　どうして謝るんだ？」

「暁斗くんの、それ」

　指さした先は、暁斗の棄憶の鍵メモリア・クラーヴエ。

　暁斗はそこへ視線を移して──「これは……？」と、戸惑いの声を上げた。

　鍵は、一部が変化していた。今までなかった、小さな黒輪の飾りがあったのだ。

「このままじゃ、暁斗くんは……流罪者エクシリオになってしまう」

「え……？　そんな──」

　悪い冗談はやめてくれ、と、暁斗は言えなかった。

　身体からだに吸い込まれた黒輪。

　発現した超常の力と、黒く染まった刀。

　棄憶の鍵メモリア・クラーヴエに一体化した黒輪。

　そして、黒輪は──流罪者エクシリオが操るもの。

　すべての事象が、夕ゆう凪なぎの言葉を裏付ける証拠と化していた。







「ランスロットに襲われたとき……暁あき斗とくんは、わたしとの記憶を手放ばなすことを、拒んだ」

　戸惑う暁斗を前に、夕凪は罪に耐えるように目を閉じた。

　墓碑銘セメンテリオは、棄憶の鍵メモリア・クラーヴエに宿る記憶を代償に、戦う力を得る。

　だが暁斗の鍵に宿るのは、夕凪との思い出。それを喪うしなうことを拒んだ暁斗は、墓碑銘セメンテリオとして戦うことができず、ランスロットに命を奪われそうになった。

　そして、そこに夕凪が現れて──。

「わたしは、暁斗くんに死んでほしくなかった。どんな手段を使ってでも、あなたを助けたかった」

　ふと暁斗は、あのときの夕凪の言葉、その本質を思い出した。




《わたしは覚悟を決める》




　──それは、まさか。

　さっきの夕凪の謝罪。その真意に気付いた暁斗は、固唾を飲んで彼女の言葉を待つ。

　夕凪は暁斗を直視できないのか、俯いたまま、目の端に涙の粒を浮かべて。

「だから、わたしは……暁斗くんの墓碑銘セメンテリオの力の一部を、流罪者エクシリオの力に変えてしまった」

「……そういうことだったのか」

　謎なぞが解けた気がした。

　理り愛あと初めて出会ったとき、彼女は暁斗を流罪者エクシリオと思い込んだ。

　だがそれは、完全な間違いではなかったのだ。

　暁斗は墓碑銘セメンテリオであると同時に、流罪者エクシリオとしての因子も持ち合わせていたのだから。

　すべてを理解した暁斗は、俯き続ける夕凪に、優しく微笑みかけて。

「ありがとう、夕凪。だからもう、顔を上げてくれ」

「え……？　暁斗、くん……？」

　暁斗の礼が意外だったのか、夕凪は弾はじかれるように顔を上げ、目を何度も瞬かせた。

「どうして？　怒って、ないの……？」

「逆だよ。本当に感謝してる。夕凪が助けてくれなかったら、俺はとっくに死んでいた」

「でも、戦えば戦うほど、暁斗くんは……このままじゃいつか、完全な流罪者エクシリオになる。現実世界に、戻れなくなる」

「だから夕凪は、俺がメアリーと戦うのを止めようとしたんだな」

　しみじみと呟き、暁あき斗とは小さく笑う。

「でも、さ。もし、現実世界に戻れなくなったとしても、喪失世界には夕ゆう凪なぎがいる」

「それは……でも……」

「流罪者エクシリオになるっていうのが、どういうことなのか、俺にはまだわからない」

　流罪者エクシリオは墓碑銘セメンテリオの敵。現実世界の存在を、喪失世界へと奪う手助けをする者。

　人間の命も、現実世界の存在も奪いたくない。墓碑銘セメンテリオと戦うなんて、もってのほかだ。

　けれど──それを為したのは、夕凪だから。

　大切な家族も家も学校も、なにもかも喪うしなってまで望んだ、ただ一人の大切な少女。

「流罪者エクシリオになって、夕凪と一緒にいられるなら……それでもいいか、って思うんだ」

　この気持ちは間違ったものかもしれない。

　夕凪が間違っていたら止める、と言っておきながら、そんな風に考えるのは、本当はいけないのかもしれない。

　でも、最初から、暁斗自身が間違っていたというのなら──もはや、行き着く先まで。

　まるで遠回しな愛の告白のような言葉に、暁斗は気恥ずかしくて頬を掻かく。

　夕凪はそのことに気付いているのか、いないのか。ぱっちりした瞳をさらに大きく見開いて、ふわ、と染まる頬。

「……わたしも、同じ気持ち。暁斗くんと、一緒にいたい」

「なら……」

「でも……だめ」

　小さく首を振って、夕凪は目の端に浮かんだ涙を手で拭った。

「暁斗くんは、わたしの現実せかいに希望をくれた人だから。……流罪者エクシリオとして、現実世界から嫌われるのは、絶対にだめ」

「だが、それじゃ、俺と夕凪は……」

　一緒にはいられない。

　だが、急せくような暁斗の言葉に、夕凪はゆるく首を振って。

「大丈夫。わたしとお父さんは、そのために、たくさんの星喰の檻エクリプセ・ソラールを作ったから」

　星喰の檻エクリプセ・ソラール──天に浮かぶ、先ほどまでアル・カポネだった黒輪を、夕凪は見上げる。

「あの力を使えば、わたしは、生き返ることができるかもしれない。生き返って、陽の当たる現実で……暁斗くんと、同じ時間を過ごせるかもしれない」

　暁斗は、はっと息を飲んだ。

　それはずっと、暁斗が望んでいた未来。

　夕凪を生き返らせることができるなら、どんな代償を払ってもいいと思っていた。

「……できる、のか？　本当に、そんなことが？」

　暁斗が問いかけると、夕凪はこくりと頷うなずいた。

「そう、なのか……。確かに、夕ゆう凪なぎが生き返れるなら、俺が流罪者エクシリオになるのはだめだな」

　思いがけない言葉に、暁あき斗との思考はうまく追いついていなかった。

　でも、これだけはわかる。せっかく夕凪が生き返ったとして、暁斗が現実世界にいられなくなったら、すれ違いになってしまう。

「それにしても、夕凪のお父さんはすごいな。星喰の檻エクリプセ・ソラールで、まさかそんなことが可能だなん、て……え？」

　そこでようやく暁斗の思考が、目の前で起こっている会話と出来事に追いついた。

　絶句する。そもそも──星喰の檻エクリプセ・ソラールとは、どんな働きをするものだ？

　現実世界から確固とした存在を奪い、喪失世界での力に変える、巨大な黒輪。

　大量の星喰の檻エクリプセ・ソラールを使うことで引き起こす、死者の蘇よみがえりという奇跡の、その代償は──？

「……代償は、現実世界、そのもの」

　愁いを帯びた瞳でそう告げた夕凪に、暁斗は今度こそ絶句することしかできなかった。

（現実世界を代償にしたら……いったい、ふたつの世界はどうなるんだ？）

　話の規模が大きすぎて、推測すらできない。

　今の暁斗に、ひとつだけわかるとしたら。アル・カポネが、現実に酩酊をばら撒いて起こした異変。それとは比べものにならない異常事態になるのだろう、ということだけ。

　夕凪を生き返らせたいと願うのは暁斗も同じだ。そして、そのためにどんな代償も払おうと思っていたのも、同じ。覚悟もしていた──そのはずなのに。

「わたしは、どこまでも、世界に嫌われることだけしか、できない。……魔女、だから」

　夕凪が、倒れたメアリーの傍らに屈かがみ、その亡骸なきがらに手を添えた。

　すると、メアリーの亡骸が浮き上がり、星喰の檻エクリプセ・ソラールへと変わる。

「それでも……暁斗くんは、わたしと一緒にいたいって、思ってくれる？」

　刹せつ那な──星喰の檻エクリプセ・ソラールから闇やみ色の柱が生まれ、天と地を貫いた。

　夕凪は目を見開く。まるで、その現象は想定外だとでもいう風に。

　そして、まるで喪失世界そのものが揺れているように、地面が激しく揺れた。

　暁斗は立っていられず膝ひざを折る。そのとき、倒れていた理り愛あが、ぴくりと身動きをした。

「う……。な、なに？　この揺れは……？」

　異変を感じ取り、目を覚ましたのだろう。

　やがて揺れが収まると、理愛はよろよろと起き上がり、周囲を見回した。

「暁斗、無事だったのね……」

「ああ。理愛こそ、立てるか？　俺の手に掴つかまれ」

　理愛の元へ走り、暁斗は姿勢を崩す彼女を支えた。

「メアリーは？　暁斗が勝ったの？」

「ああ。俺が倒した。今は、夕凪が、メアリーを星喰の檻エクリプセ・ソラールに変えたところだ……」

　だが、星喰の檻エクリプセ・ソラールから生まれた、あの柱は？

　そして今の揺れは、いったいなんだったのだろうか？

　暁あき斗とが疑問に思いながら夕ゆう凪なぎを見ると、彼女もまた、不思議そうな顔をしていた。

「……どうして？　まだ、早すぎる」

　呟く夕凪。見上げる彼女の視線を追うように、暁斗も空を仰ぐ。

　と──そのまま、暁斗は凍り付いたかのように動けなくなった。

　何故なら、そこにあったのは。

「これは……まさか、現実世界、なのか……？」

　自然と震えを帯びる暁斗の声。

　空一面を覆っていたのは、地面に向かって連なるように伸びる銀色のビルディング。その隙すき間を縫うように通る、灰色の道路。

　今にも落ちてきそうなそれは、上下が逆さになった、現実世界の街並みだった。

「喜べ。君たちの願いは、叶かなった」

　刹せつ那な、響いたのは男の声だ。

　暁斗が振り向くと、黒ずくめのローブを羽織った男が立っていた。

　その風体から連想される存在は──魔術師。

「お父さん……！」

　驚きよう愕がくを露あらわにする夕凪へ、男──彼女の父親は柔らかく微笑みかける。

「私の予想したとおり、他者の『想像』に反応するメアリーの能力は、星喰の檻エクリプセ・ソラールになっても残っていたようだな。夕凪の願いに反応し、ふたつの世界の融合を加速させた」

「これが……わたしの、願い」

　夕凪が、再び空を見上げる。逆さになった現実世界の街並みは、今にも喪失世界へと落下しそうだ。

「世界の融合ですって!?　どういうことなの!?」

「……夕凪の目的は、生き返ることだったんだ」

　理り愛あの疑問に答えた暁斗だったが、そこに更なる疑問が生まれる。

「そして、そのために世界を代償にする……これが、世界の融合が、その代償なのか？」

「そうだ。現実世界と喪失世界が再びひとつになれば、私たち喪失世界に送られた者も、現実世界で生きることができる。そのために、私は星喰の檻エクリプセ・ソラールで現実世界の存在を奪い続けていたのだよ」

　何故なら──現実世界に存在するものはすべて、かつて同一であった喪失世界に存在していたものだから。ありとあらゆる存在と事象を引き寄せ、奪い、やがては現実世界そのものを奪う。

「私を忌いみ嫌い、死へと追いやった世界が、今まさに忌むべきものと一体化するのだ。やがて世界は愉快な様相を帯びるだろう。愛は憎しみに、憎しみは愛に変わり、生と死が入り乱れる混こん沌とんの時が始まる。……だが、そんなものは些さ細さいな変化に過ぎない。そうして一度すべてが破壊された後、再構成されることで、完全で完璧な世界が誕生する」

　と、夕ゆう凪なぎの父親は、そこで不機嫌そうに顔をしかめて。

「斉さい東とう暁あき斗とくん。君のことは、夕凪からよく聞いている。……娘が、世話になった」

　その声はどこか硬い。暁斗に対し、敵意にも似た感情が滲むのがわかる。

　だが、その口元がふ、と皮肉に歪ゆがんで。

「そして、ありがとう。君がメアリーを倒してくれたおかげで、私たちの計画は達成された。喜びなさい。これで君と夕凪は、一緒に生きることができるだろう」

「夕凪と、一緒に……？」

　呆ぼう然ぜんと呟く。暁斗にとって、なによりも待ち望んでいた、その言葉を。

　だが──本当に、これでいいのか？

　一度は夕凪と共に生きることを決意したはずの暁斗に、疑念を抱かせたのは。

「暁斗……」

　傍ら、縋すがるように立つ理り愛あの、不安そうな声だった。

（そうだ……俺は、俺の命は）

　理愛が助けてくれた。優しく守ってくれた。

　その想おもいを、踏ふみ躙にじるようなことをしていいのか？

　理愛だけではない。暁斗が閉じ込められていた小さな世界を壊して、新しい世界を見せてくれた中なか邑むら。暁斗が仕事に慣れるよう、助けてくれた高橋。

　彼らと出会ったことで、暁斗は少しずつ変わっていった。

　世界は広いが、もう、恐ろしいだけではない。暁斗はそれを知っている。

　──夕凪だけを想っていた頃の、ちっぽけな自分が、まるで嘘のようだった。

（考えろ。夕凪の選択が合っているのか、どうかを）

　決断して、覚悟して、約束したのだ。夕凪が間違っているなら、全力で止める──と。

　そして、暁斗は夕凪を見つめる。決意を込めた瞳で。

「夕凪。……ごめん。俺には、夕凪を生き返らせるための選択が、できない」

「……うん」

　夕凪が、ふわりと柔らかな表情を浮かべた。

「暁斗くんは、それでいいんだよ」

「でも、夕凪と一緒にいたいって思う気持ちも、本当なんだ」

「それも、わかってる。だから、本当は、流罪者エクシリオになって、二人で一緒にいられたらいいって……あのとき、少しだけ、わたしも思った」

　あのときとは──おそらく、暁斗が墓碑銘セメンテリオとして、そして同時に流罪者エクシリオとしての力を宿した際のことだろう。

「でも、暁あき斗とくんは、わたしの奇跡だから」

　暁斗をそっと見やると、夕ゆう凪なぎは柔らかな表情を浮かべ、父親を振り返った。

「お父さん。……やっぱり、だめ」

　あまりに予想外のことだったのか、夕凪の父親は、きょとんとした顔を浮かべた。

「夕凪……？　なにを言っているんだ？　生き返って、彼と一緒にいることは、おまえの望みだったのだろう？」

「……ん、そうだけど、違うの。ようやく、本当の意味で、わかった」

　と、夕凪は暁斗の傍ら、彼の手に支えられて立つ理り愛あへちらりと視線を向けて。

「暁斗くんは、わたしに、奇跡をくれた。暁斗くんと一緒にいるときだけ、世界が、きらきら輝いて見えた。だから、わたしは暁斗くんが特別だ、って思った」

　そう話す夕凪はどこか悲しそうで──けれど、とても幸せそうだった。

「でも、本当は、違った。暁斗くんと一緒にいるときに見た世界が、きっと本物で……世界から嫌われていたわたしには、見えなかっただけ。暁斗くんは……きっと、そのきらきら、見えるようになったんだよね？」

「……ああ、そうだな」

　暁斗は痛みを堪えるような表情で頷うなずく。

　夕凪と出会った頃を──両親に疎うとまれ、妹への負い目を背負って生きていた自分を思い出すように。今、ここに立っている自分と比べるように。

「だから、これは、わたしのわがまま。きらきらした世界を、そのために壊すのは、だめ。……悲しむ人が、たくさんいる」

　夕凪は、痛みを堪えるように目を細める。

「お父さんの気持ちは、すごく、嬉うれしかった。でも、同じくらい、悲しかった。わたしのせいで、間違ったことをしようとしてた、から」

「夕凪！　違う、私は、お前に死んでほしくなくて、ただ、幸せになってほしくて……！」

　必死の形ぎよう相そうでそう言い募る父親に、夕凪は頷いた。

「全部、わかってる。……だから、暁斗くんに止めてほしい」

　夕凪はどこか吹っ切れたような、澄んだ瞳で暁斗を見つめた。

「暁斗くん。力を貸して。世界の融合を、止めるために。このままじゃ、現実世界の人たちに、流罪者エクシリオたちが襲い掛かって、大変なことになるから。それを止めるには、『原初の罪オリジナル・シン』を破壊するしかない」

「待つんだ！　それでは夕凪の幸せが……！　おまえの幸せこそ、私の望みなのだぞ!?」

　父親は激情に駆られたように、夕凪の両肩をつかむ。

　夕凪は悲しそうな表情を浮かべ、ふるふると首を横に振った。

「だめ。わたしの幸せは……暁あき斗とくんの幸せと同じところにしか、ないの」

　夕ゆう凪なぎはそう言って、暁斗と、暁斗に寄り添うように立つ理り愛あを見た。

「わたしが暁斗くんを大切に思うみたいに、暁斗くんを大切に思う人が、他にもいる。それはきっと、暁斗くんにとっての奇跡だから。それを壊してまで、わたしは、生き返りたくない」

「……そうか。私はまた、おまえの罪を増やしてしまうところだったのか」

　きっぱりと告げた夕凪を、父親は寂しげな表情で見つめた。







　思えば、私が浅はかだったのだろう──と。

　夕凪の父親は、躊躇ためらうように口を開き、その想おもいを語り始める。

　夕凪が亡くなる、一年ほど前。

　人々を遠ざけるように続けた、怪しげな研究の末、夕凪の父親は火事に巻き込まれて命を落とした。

　喪失世界に送られた彼の目的は、自身が生き返ることだったという。

　妻はとうに失い、自分の命にも未練はない。だが、愛する夕凪を一人残してきたことが心残りだった。

「そのうち、夕凪も世界から忌いみ嫌われ、命を落とし、流罪者エクシリオとして喪失世界に送られた。……だが、私の娘がなにをした!?　私はいくら嫌われても構わない！　それだけのことをしたのだと、あきらめもつく！　だが、夕凪は……私の、娘は」

　なにもしていない。ただ、父を慕う一人の娘だったはずなのに。

「若い頃の私が、もっとうまく周囲と接することができれば、魔術やオカルトに興味を持たなければ、夕凪は死なずに済んだ。陽ひの当たる下、普通の娘として一生を終えるはずだった！　だから……この子の死は、私の、罪だ……」

「だから……生き返らせようとしたってこと？　世界まで、犠牲にして？」

　慎重に、探るような理愛の言葉に、夕凪の父親は重々しく頷うなずく。

　その姿に、理愛は一瞬だけ痛みを堪えるような表情を浮かべた。だが、それはすぐに消え、瞳は強い意思を宿す。

　きっと、今の変化は暁斗しか気付いていないだろう。

　その痛みの名前は──羨せん望ぼう。共有するように、暁斗はそっと理愛の背へ手を触れる。

「それがあなたの愛情なのだと、俺も、理愛も……夕凪も、理解しています。けれど」

　暁斗は、真正面から夕凪の父親を見据えた。

「俺たちの進む道は、俺たちが決めたい。時として、親の身勝手な愛情が心を殺すこともあるのだと、俺は知っているから」

　胸に浮かぶのは、最後まで暁あき斗と自身を見ようとしなかった両親と──陽ひ菜な。たった一人の大切な妹。きっと今は、あの家で幸せに暮らしているだろう。

　暁斗の手のひらに支えられるようにして、理り愛あが微かな笑みを浮かべた。

「夕ゆう凪なぎさん。わたしね、あなたのこと、とっても羨ましいと思うの」

「……それは、どうして？」

　夕凪が小さく首を傾かしげた。世界から忌いみ嫌われ、死を与えられ、流罪者エクシリオと化した己の身を振り返るように。

「夕凪さんは、あなたが大切だと思った人を愛して、愛されているから。今だってそうでしょう？　あなたを生き返らせるため、あなたのお父さんも……暁斗も、大きな犠牲を払おうとしていたのよ。二人にそこまでさせておいて、あなたは今も、さっき言ったみたいに、自分が世界から嫌われている、なんて言うつもり？　そもそも……」

　と、理愛はそこで言葉を切ると、長い黒髪をぐしゃぐしゃとかき回した。

「ああもう、おもしろくないわ！　はっきり言わせてもらうけど！」

　長い黒髪が揺れる。やがてその隙すき間から現れたのは、きつく夕凪を見据える瞳。

「そこまで愛されていながら、あなたはどうして流罪者エクシリオなんかになったの!?」

「どう、して……？」

　理愛の視線を受け止め、夕凪は儚はかなげに視線を揺らす。

　そして、吐息のように。

「そんなの……考えたことも、なかった」

　おそらくは、漠然と感じていただろう、不幸の運命。

　けれど──果たして、それは本当に、定さだめられていたことなのだろうか？

「もしかして……わたしのこと、いちばん嫌いだったのは、わたしだった？」

　紡つむがれた言葉の哀かなしさとは裏腹に、夕凪はその口元をふ、と柔らかくする。

「あなたの言うとおり、本当は、わたしの世界も、きらきらしてたのかな」

「ええ、きっと。あなたは、わたしが羨ましいと思うくらい、愛されていたんだから」

「……なら、流罪者エクシリオになったのは、きっと、わたしが自分で望んだこと。……やっぱり、世界を犠牲にすることなんて、できない」

　夕凪は、言葉なく見守る暁斗へと視線を向けて。

「ごめんね、暁斗くん。それから……ありがとう、お父さん」

　次に、父親へ。その口元に、まるで花開くかのような笑みが浮かぶ。

「どんな形でも、二人がわたしの幸せを望んでくれて、わたしはすごく嬉うれしかった」

　それは暁斗が初めて目にする、心からの幸福を喜ぶような、夕凪の笑顔えがおだった。

　そして、暁斗は気付いたのだ。

　幸せへの道程を、夕凪は既に、過去形として口にしている──。

「本当にいいのか？　『原初の罪オリジナル・シン』は、喪失世界と現実世界を繋つなぐ最後の絆きずなだ。侵蝕の門エクリプセ・プエルタや星喰の檻エクリプセ・ソラール、棄憶の鍵メモリア・クラーヴエを制御するシステムとしても機能している。それを破壊してしまえば、ふたつの世界の繋がりは完全に断たれるだろう。夕ゆう凪なぎと暁あき斗とくんは、もう二度と会えなくなってしまうぞ？」

「……大丈夫。喪失世界には、大好きなお父さんがいる」

　そう告げて、微笑む夕凪に、父親はあきらめたように頷うなずいた。

　二人の姿を見つめながら、暁斗は縋すがるように口を開く。

「夕凪……」

　出てきた言葉はそれだけだ。彼女が生き返ることだけを夢見て、望んで、暁斗はここまでただひたすらに戦ってきた。

　だが、ここからは違う。一歩でも踏み出したその瞬間、二人の別離が決まる。

「暁斗くん、お願い」

　夕凪が暁斗を見つめる。その瞳に、もはや迷いは欠片かけらもない。

「これは、わたしが間違った結果だから。暁斗くんに、裁いてほしい」

　視線を受け止めて、暁斗はぐ、と息を詰まらせた。

　──嫌だ、と言えれば。叫び、泣きわめくことができれば、どれほど楽だろうか。

　だが、約束したのだ。他でもない夕凪と。

「夕凪が間違っていたら、俺が止める。……そう、約束したからな」

　暁斗は力強く頷うなずく。安あん堵どするように細められた夕凪の瞳に、微かな痛みが浮かぶ。

「それで、その『原初の罪オリジナル・シン』は、どこにあるんだ？」

「深奥。流罪者エクシリオにしか行けない場所だけど……今の暁斗くんなら」

　夕凪はそう言って、暁斗が手にしている棄憶の鍵メモリア・クラーヴエを指し示した。

「暁斗……あなた、まさか」

　理り愛あが小さく息を飲むのがわかった。おそらく、その瞳で理解したのだ。

　今の暁斗は流罪者エクシリオになりつつある。だからこそ、深奥に行くことが可能なのだろう。

「大丈夫。暁斗くんのこと、わたしが、完全な流罪者エクシリオにはさせない」

　夕凪は、真剣な表情で頷いて。

「お父さん、お願い」

「……ああ。移動には、これを使いなさい」

　父親が夕凪へ新たな黒輪を手渡す。そこへ、理愛がつかつかと近付いた。

「ひとつだけ、確認させて。深奥へ行くことは、暁斗にとって危険なことなの？」

「……危険がないとは、言い切れない」

　ふ、と表情を曇らせて。「ごめんなさい」と、夕ゆう凪なぎは小さく呟く。

「暁斗くんは、完全に流罪者エクシリオになったわけじゃないから。なにが起こるか、わからない」

「……そう。わかったわ」

　理り愛あは少し考え込んだ後、左目を覆う眼帯を外した。

　眼帯にそっと口付けを落とすと、おもむろに暁あき斗とへと差し出す。

「理愛、これは？」

「暁斗にあげる。その……お守り、みたいなものよ」

　理愛の頬は赤く、答える言葉もどこか歯切れが悪かった。

　だが、短い期間ながらも一緒に暮らした暁斗には、すぐにわかった。

　理愛が、心から自分を案じているのだ──と。

「絶対、無事に帰ってきなさい」

「……ああ。ありがとう。必ず、帰ってくる。約束するよ」

　理愛の気持ちに応えるように、暁斗は『約束』を口にする。

　すると、その想おもいはしっかりと理愛に伝わったらしい。わずかな安あん堵どが、彼女の目元を和なごませて。

「ええ。約束を破やぶったら、許さないんだから。……暁斗のこと、頼んだわよ」

「……ん。大丈夫。暁斗くんは、暁斗くんの世界に、絶対に帰す」

　理愛の視線を受け止める夕ゆう凪なぎ。

　それから数秒、二人は無言で顔を見合わせ──やがて、同時に頷うなずいた。












　暁あき斗とには、理り愛あと夕ゆう凪なぎの行動の意味はわからなかった。

　ただ、二人もまた、それぞれ通じ合うところがあるのだと、それだけは理解できた。

「それじゃあ、暁斗くん」

「……ああ。行こう」

　理愛から受け取った眼帯をポケットにしまい込み、暁斗が頷うなずく。

　夕凪は、父親から受け取った黒輪を、ふわりと宙に浮かせた。

　そして。二人は、黒輪が生み出した闇やみに飲み込まれた。







　わずかな意識の混濁の後も、周囲は闇に包まれたままだった。

　地面はない。ふわふわと落ち着きなく、宙に浮かんでいる感覚がした。

「ここが、深奥……？」

「そう。その入り口」

　暁斗が呼びかけると、夕凪の短い言葉が返ってきた。

　そして闇の中、ぼんやりと人の輪郭が浮かび上がり──肩が触れ合うほど接近したところで、ようやく夕凪の顔が見えた。

「暗くて、寂しいところだな」

「慣れれば、平気」

「……ずっと、こんなところにいたのか？」

　夕凪は、その問いには答えない。

　ただ、不意に温かく、柔らかな感触が暁斗の手に触れた。

「迷ったら、大変だから」

　夕凪が、暁斗の手を握り、導いてくれているのだ。

　初めて触れた手と手。その体温と感触に、思わず暁斗の胸が跳ねる。

　暁斗の心臓の鼓動を早めたのは、それだけではない。暗闇の中を進むうち、脳裏に次々と浮かぶ光景があったのだ。

　放課後の空き教室、見上げた空、夕暮れの帰り道──。

　そのすべてに、かつての暁斗と夕凪の姿がある。

「今のは……？」

「たぶん、暁斗くんが、喪失世界に来るたびに喪うしなった記憶」

『原初の罪オリジナル・シン』には、現実世界から喪失世界に奪われたあらゆる事象が蓄積されている。

　墓碑銘セメンテリオが代償として喪ったものも、そのひとつ。

　おそらくは、原初の罪オリジナル・シンに近付いたことで、暁斗の中から欠けたそれらが可視化されているのだろう。夕凪は、そう教えてくれた。

（俺は……いつの間にか、こんなにも夕ゆう凪なぎを喪うしなっていたんだな）

　暁あき斗との胸中に、複雑な感情が去来する。

　思い出せて嬉うれしいような、それでいて、哀かなしいような。

　夕凪を喪ったら生きていけないと、暁斗はあの日、絶望した。

　どんな代償を払ってでも彼女を生き返らせる。そう願ったことも本当だ。

　けれど。夕凪を喪っても、暁斗は生きている。

　生きていくうちに、少しずつ変わっていった。

　もう、夕凪を喪い、嘆くばかりだった頃とは違う。

（それでも、俺は……！）

「着いた、よ」

　夕凪の声に、暁斗ははっと顔を上げる。

　目の前には、闇やみの中でなおも黒々と浮き上がる、大きな球体があった。

　まるで漆黒の光を放はなっているような、不思議な存在。これが『原初の罪オリジナル・シン』なのだろう。

「暁斗くん。お願い」

「……ああ。わかった」

　静かに頷うなずき、暁斗は棄憶の鍵メモリア・クラーヴエを刀へと変えた。

　その刃を上段へと振り上げる。胸の中、破裂しそうなほどに膨れ上がる思いを込めて。

（振り下ろしたら、すべてが、終わる）

　夕凪と過ごした日々が。夕凪を求め、彷徨さまよった日々が。

　そしてまた、暁斗は夕凪を喪う。

　別離の痛みは暁斗の胸を激しく焦がした。どれだけの覚悟があっても、振り下ろそうとする腕の動きが鈍にぶる。

　必ず帰る。理り愛あとそう約束したのに、心はどうしても言うことを聞いてくれない。

　そのとき、暁斗の腕に裂傷が刻まれた。それは刻一刻と増え続け、暁斗の全身を傷だらけにしていく。

「いけない。深奥が、暁斗くんを拒絶し始めた。このままだと、暁斗くんが……」

　もう時間がない。

　今すぐにでも刀を振り下ろし、『原初の罪オリジナル・シン』を破壊しなければいけないというのに。

　暁斗の腕は凍り付いたように、ぴくりとも動いてくれない。

　すると──。

「大丈夫」

　夕凪の手が、刀を振り上げた暁斗の右腕へそっと添えられた。

「夕凪……」

　振り返った暁斗の顔は、きっと情けない表情をしていただろう。

　でも、もうだめだ。なにも隠せない。

　だって、これが最後なのだ。二人きりの今、どうして我慢する必要があるだろう。

「俺はずっと、夕ゆう凪なぎと……！」

　声が潤むのが自分でもわかった。

　けれど、そんな暁あき斗とを見つめ、夕凪はふわりと柔らかな表情──初めて出会った頃と、なにも変わらない笑顔えがおを浮かべる。

「暁斗くんのこと、わたし、忘れない。だから……暁斗くんも、忘れないで」

「夕凪……」

「忘れなければ、喪うしなわない。この気持ち、ずっと、ずっと」

　──たとえ、お互いの立つ場所が変わっても、時が経たっても。

　夕凪の想おもいが、迷う暁斗の心を光の如ごとく貫いた。

「ああ、そうだな」

　重ねられた夕凪の手の感触を確かめて、暁斗は、握った刀を振り下ろした。

「絶技零ゼロ式──《黒曜炎斬ソル・デイアマンテ》!!」

　鋭く圧縮された黒い炎が、『原初の罪オリジナル・シン』を呆あつ気けなく両断する。

　一瞬の静寂の後、『原初の罪オリジナル・シン』は弾はじけるように消滅。

　同時に、暁斗のまとう漆黒の炎が、いくつもの黒輪へと姿を戻した。

　暁斗を流罪者エクシリオへ変えようとしていたそれらは、夕凪の元、まるで導かれるようにふわふわと引き寄せられて。

　そして──重力に背を引かれるように、暁斗の身体からだがゆっくりと夕凪から離れていく。

「……暁斗くん。ありがとう。わたしは、世界を壊さずに済んだ」

「夕凪……」

「暁斗くんのこと、大好きだったよ」

「……ああ」

　微笑みながら涙を浮かべる夕凪へ、暁斗もまたこみ上げる涙を隠さずに──笑った。

「俺も夕凪のことが……大好きだった」

　暁斗は、遠ざかっていく夕凪の笑顔を目に焼き付けながら、やがて意識を手放ばなした。




　さよならは言わない。

　この想いを忘れない限り、二人はずっと、心で繋つながっている。
















　　終章






　暁あき斗とは、理り愛あの家で目覚めた。

　リビングのソファーに横たわった身体からだ。頬が濡ぬれているのがわかる。

　傍ら、心配そうに見下ろす理愛は、そのことには触れず、ただハンカチを手渡して。

「……終わったのね」

「……ああ」

　暁斗は小さく頷うなずき、それから身体の力を抜くように、長く息を吐いた。

「俺は……どうすればよかったんだろうな」

　ただ、夕ゆう凪なぎを喪うしないたくなかった。ずっと一緒に、未来へ進んで行きたかっただけなのに。

「わたしには、わからないわ。でも、暁斗はきっと、何度繰り返しても、同じ選択をすると思う」

　と、理愛はゆるく首を振って。

「たぶんそれは、夕凪さんも同じ。……だから、これでよかったのよ」

「……そう、なのか？」

　不思議そうに見上げる暁斗へ、理愛は切なげに目を細める。

「そうよ。あなたがいなければ夕ゆう凪なぎさんは、自分のために世界を滅ぼす、本当の魔女になっていたんだから」

「そうか。……俺の戦いは、無駄じゃなかったんだな」

「ええ」

　頷うなずく理り愛あが、ふと、不思議そうに首を傾かしげる。

「……あら？　そういえば、あそこに置いていたハンガーラック、どうしたのかしら」

　リビングにひとつだけ置いてあったはずの、アンティーク調のハンガーラック。それが忽こつ然ぜんと消えていた。

　ハンガーラックだけではない。身を起こした暁あき斗とが周囲を見回せば、リビングには細々とした雑貨や雑誌が散らばり、片隅には脱ぎ捨てたままと思おぼしき衣服が落ちている。

「え、ちょ、どうして……っ!?」

　遅れて気付いたのだろう、理愛が慌てて衣服を回収に走る。胸元に抱き込み、ぜいぜいと肩で息をして。

「……見た？　見てないわよね？」

　その剣けん幕まくに、暁斗はこくこくと頷くことしかできない。

　だが──なにかがおかしい。

　その認識は、理愛も同じだったのだろう。不審げに家の中を見て回り──やがて。

「えっ……」

「どうした、理愛……っ!?」

　絶句した理愛に続くように、その後を追う暁斗も言葉を失った。

　二人が覗き込んだのは、暁斗が私室にしていた四畳半の部屋──だったはずなのに。

　今や、その中へ所狭しと押し込められているのは、理愛の所有する服やバッグの数々。

「なによ、これ……まるで、暁斗と暮らす前みたいに……」

「……もしかしたら」

　と、暁斗は思わず右手で口元を覆う。

　暁斗が夕凪と共に破壊した、『原初の罪オリジナル・シン』。

　あれはすべてを喪うしなった喪失世界の中において、最後まで残っていた現実世界との絆きずなだという。だからこそ、今まで奪った現実世界の事象を、その中に蓄積し続けていた。

　だが、それが破壊された今。

　奪われたものが、現実世界へと戻っているというのか。

　暁斗の予想を裏打ちするかのように、振り向いた理愛がはっと目を見開く。

「暁斗……あなた、右腕が動いているわ」

「……！」

　そう。今、暁斗の口元を覆う手は、動かなかったはずの右なのだ。

　そして。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす暁あき斗との中、まるで萌ほう芽がするかのように蘇よみがえる記憶がある。

　放課後の空き教室、見上げた空、夕暮れの帰り道──夕ゆう凪なぎと共に過ごした日々。

　どうして今まで忘れていたのだろう。そう考えてしまうほどに、それらの記憶は暁斗の中で一斉に輝き始めた。

　夕凪は、もういない。

　けれど、大切な記憶と、夕凪と最さい期ごに交わした想おもいがあれば──。

「理り愛あ。俺は、もう絶望しないよ」

　暁斗は、自らの心へ確認するかのように、そう口にする。

「約束、守れないかとも思ったんだ。……でも、こうして帰って来られて、よかった。きっと、理愛のくれた眼帯のおかげだな」

「ふふ……わたしはただ、約束しただけよ。でも、そう思ってくれてありがとう、暁斗」

　嬉うれしそうに微笑む理愛は眼帯を付けていない。お守り代わりに暁斗へ手渡して、そのままなのだろう。

　眼帯を返すため、暁斗はポケットの中を探る。と、その指が不意に硬いものへと触れた。

「まさか……」

　眼帯と共にポケットから取り出したそれは、喪うしなったはずの自宅の鍵だった。

「きっと、わたしと暮らしていたことは『なかったこと』になったのね。喪った家族と、家を取り戻したから」

　理愛へ眼帯を返し、暁斗は次に胸のポケットを探る。バイト先の社員証を入れていたはずのそこには、やはり、喪ったはずの学生手帳が入っていた。

　天涯孤独の斉さい東とう暁斗は、もういない。

　ここにいるのは、両親との不仲に苦しみ続けた一人の少年で──妹の陽ひ菜なを大切にする、一人の兄、斉東暁斗なのだ。

「陽菜……」

　──大切な妹が待つ家に、また帰れる。

　そう思うと、懐かしさと嬉しさで、暁斗の目に涙が滲んだ。

　もちろん、いいことばかりではない。あの家に暮らす限り、暁斗はいずれまた、両親と衝突することになるだろう。

　でも、きっと大丈夫だ。

　暁斗は変わった。ほんのわずかな間だったが、仕事をして、社会を知った。

　事実は消えても、経験は──記憶は消えていないのだから。

（帰って、父さんたちに会ったら、ちゃんと話をしよう）

　今までのこと、これからのこと。たとえわかってもらえなくても、何度でも。

　と、暁斗の背中が軽く押される。

　驚いて暁あき斗とが振り向くと、理り愛あはにこやかに笑っていた。

「ほら。早く帰ってあげなさい。妹さんが待ってるわよ？」

　その左目は再び、暁斗が返却した革製の眼帯で覆われている。

　暁斗の視線に気付き、理愛は微かに皮肉げな笑みを浮かべた。

「言ったでしょ、わたしの左目は特別製だ……って。これからもずっと、このままよ」

　でも、と理愛は肩を竦すくめて。

「あんまりこの力に頼るのも、ちょっと考えものね。少し、人生設計を見直そうかしら？」

「ああ、その方がいいだろうな。俺にできることなら、なんでも協力するよ」

「あら、そう？　ふふ、暁斗のくせに生意気なことを言うのね」

「……理愛のそういう言い方、なんだか久しぶりに聞いた気がするな」

　きっと、家族を喪うしなった暁斗を傷つけないよう、理愛なりに気を遣っていたのだろう。

　そのことに気付けば、暁斗の胸の内、改めて感謝と親愛の情が湧わき上がってくる。

「……また、夕飯を食べに来てもいいか？」

　暁斗がそう口にすると、理愛の顔は一瞬で赤く染まって。

「な……！　いきなりなにを言い出すのよ!?」

「いや、家に戻ったら、もう理愛の肉じゃがを食べられないのかと思うと、少し残念な気がするんだ。……だめ、だろうか？」

「べ、別に、だめってわけじゃ、ないけど……」

　理愛の声は消え入るように細く、小さく変わって。

　やがて、蚊の鳴くような声で返るのは、「……いいわよ」という了承の言葉。

「ありがとう、理愛。……それじゃあ、また明日、学校で」

「……ええ。また明日」

　交わした言葉は他た愛あいないが、それもまた、確かな『約束』だ。

　──また、明日。

　未来を共に歩める相手がいる幸せを噛かみ締しめながら、暁斗は玄関の扉を開けて。




　新たな現実せかいへと、歩き出していった。












あとがき




　前巻のあとがきで、２巻は３月に出せるかもと書いたのですが──すみません。色々と込み入った事情で、４月になってしまいました。お詫び申し上げます。

　さて、２巻です。そして、シリーズ最終巻です。短い冊数になってしまいましたが、この話でやりたかったことは、どうにか書き切ったと思っています。楽しんでいただけたのであれば、幸いです。

　それでは謝辞を。担当編集様、及び、出版社の関係者様を始めとする、この本の出版に携わってくれた、すべての方々へ。ありがとうございました。

　また、公私共に支えてくれた、Ａリサ嬢へ。あなたがいてくれなければ、この本が完成することはなかったでしょう。感謝しています。

　そして、この本を手に取り、最後まで読んでくださった、読者様へ。

　ありがとうございました。

　また次のシリーズでお目に掛かれることを、心から願っております。
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